
Yamaguchi Allied Health College

令　和　７　年　度

授　業　概　要

言　語　聴　覚　学　科

学校法人　山口コア学園
山口コ・メディカル学院



令　和　７　年　度
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　　　◇実務経験のある教員等による
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 ７日 入学式

４月 6 7 8 9 10 11 12 ８日 対面式・前期オリ

13 14 15 16 17 18 19 ９日 前期授業開始

20 21 22 23 24 25 26 内科検診・レントゲン

27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 ２日 自治会総会・春レク

５月 4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

６月 8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

７月 6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 １～７日 前期定期試験

８月 3 4 5 6 7 8 9 ８、１８～２２日前期定期試験予備日（再試）

10 11 12 13 14 15 16 8/11～9/15 夏季休業

17 18 19 20 21 22 23 ２３日 臨床実習指導者会議

24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 １６日 後期オリ・後期授業開始

９月 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

令和７年度　学校行事日程



日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 １７日 自治会総会・秋レク

１０月 5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 １日 学園祭（予定）

１１月 2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 12/22～1/6 冬季休業

１２月 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 ６日 授業再開

１月 4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 2/2～2/6 後期定期試験

２月 8 9 10 11 12 13 14 2/9～2/13 後期定期試験予備日（再試）

15 16 17 18 19 20 21 春季休業（～3/31

22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 １４日 卒業式

３月 8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31



アドミッションポリシー　

　・地道に学ぶことに取り組める人

　・人の立場に立って考え行動できる人

　１．思いやりを持って接することのできる医療人になれる

　２．医療現場における課題に取り組むことのできる実践力を身につける

　３．言語聴覚療法に必要な専門知識や技能の実践力を習得する

カリキュラムポリシー

言語聴覚学科　3つのポリシー

　１．他者の気持ちが理解できるよう，定期的に面談や授業のフィードバックを行い人間力を育む機会を設ける（DP1）

　２．グループワークの機会を設け，問題解決や自己の課題に取り組むことができる内容とする（DP2）

　３．臨床実習や演習課題でのロールプレイなどを通して実践力を養えるカリキュラム編成とする（DP3）



山口コ・メディカル学院　言語聴覚学科　カリキュラムツリー（2025年度～）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

【基礎科目】

【専門基礎分野】

【専門分野】言語聴覚障害学総論

【専門分野】臨床実習

英語Ⅰ（文献）

英語Ⅱ（英会話）

生物学

情報科学

言語聴覚障害概論Ⅰ

倫理学

教育学

統計学

言語聴覚障害概論Ⅱ

言語療法セミナーⅡ

言語療法セミナーⅢ 関係法規 言語療法セミナーⅤ

解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅲ

医学概論

聴覚系の構造・機能・病

態

心理学

臨床心理学

解剖生理学Ⅱ

解剖生理学Ⅳ

病理学

生理学実習

内科学Ⅰ

小児保健学

精神医学

神経内科学

リハビリテーション

医学

内科学Ⅱ

耳鼻咽喉科学

形成外科学

呼吸・発声発語系の

構造・機能・病態

人間発達学

薬理学

心理測定法

多職種連携概論Ⅰ

言語聴覚障害診断学

【専門分野】失語・高次脳機能障害学

失語症学Ⅰ 失語症学Ⅱ（評価診 失語症治療学Ⅰ 失語症治療学Ⅱ（演 高次脳機能障害検査

【専門分野】言語発達障害学

発達障害学Ⅰ 言語発達障害学Ⅱ発達障害学Ⅱ 言語発達障害治療学

Ⅰ
言語発達障害治療学

【専門分野】発声発語・摂食嚥下障害学

構音障害学Ⅳ（機能 嚥下障害学 嚥下障害治療学Ⅰ 音声障害Ⅰ

嚥下障害治療学Ⅱ

（演習）

音声障害Ⅱ

【専門分野】聴覚障害学

成人聴覚障害学 聴力検査法演習 小児聴覚障害学 聴覚障害総論Ⅰ

臨床基礎実習 臨床実習Ⅰ 臨床実習Ⅱ

【専門分野】言語聴覚障害学総論・言語聴覚療法管理学・地域言語聴覚療法学

言語療法総論Ⅰ 言語療法総論Ⅱ

言語療法セミナーⅥ 言語聴覚障害研究法

脳神経外科学

救急医学

栄養学

言語療法管理学



令和7年度以降入学生　年次別開講科目一覧

１．基礎分野
単位 開　講
必修 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容 単位数

英 語 Ⅰ （ 文 献 ） 1 15 15 22単位必修
英 語 Ⅱ （ 英 会 話 ） 1 15 15
倫 理 学 1 15 15
関 係 法 規 1 30 30
教 育 学 2 30 30
生 物 学 1 15 15
統 計 学 1 15 15
情 報 科 学 1 15 15
言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅰ 1 30 30
言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅱ 1 30 30
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 45 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 45 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅲ 1 45 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅳ 1 45 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅴ 1 45 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅵ 1 45 45
手 話 Ⅰ 1 15 15
手 話 Ⅱ 1 15 15
ソ ー シ ャ ル ス キ ル 論 1 15 15
言 語 聴 覚 障 害 研 究 法 Ⅰ 1 45 45
言 語 聴 覚 障 害 研 究 法 Ⅱ 1 45 45 20単位

22 615 150 150 60 75 45 90 0 45

２．専門基礎分野
単位 開　講
必修 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容 単位数

解 剖 生 理 学 Ⅰ 1 30 30 25単位必修
解 剖 生 理 学 Ⅱ 1 30 30
解 剖 生 理 学 Ⅲ 2 45 45
解 剖 生 理 学 Ⅳ 2 45 45
生 理 学 実 習 1 30 30
医 学 概 論 1 15 15
病 理 学 1 30 30
内 科 学 Ⅰ 1 30 30
内 科 学 Ⅱ 1 30 30
小 児 保 健 学 1 30 30
精 神 医 学 1 30 30
神 経 内 科 学 1 30 30
耳 鼻 咽 喉 科 学 1 15 15
形 成 外 科 学 1 30 30
脳 神 経 外 科 学 1 15 15
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学 1 15 15
薬 理 学 1 15 15
救 急 医 学 1 15 15
栄 養 学 1 15 15
歯 科 ・ 口 腔 外 科 学 1 30 30
解 剖 学 実 習 1 30 30
呼吸・発声発語系の構造・機能・病態 1 30 30
聴 覚 系 の 構 造 ・ 機 能 ・ 病 態 1 30 30
心 理 学 1 15 15 7単位必修
臨 床 心 理 学 1 30 30
人 間 発 達 学 1 15  15
学 習 ・ 認 知 心 理 学 2 30  30
心 理 測 定 法 2 30 30 7単位
言 語 学 2 30 30 9単位必修
音 声 学 2 30 30
音 響 学 2 30 30
聴 覚 心 理 学 1 15 15
言 語 発 達 学 2 30 30
社 会 福 祉 学 1 30 30 5単位必修
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 2 30 30
多 職 種 連 携 概 論 Ⅰ 1 15 15
多 職 種 連 携 概 論 Ⅱ 1 15 15 5単位

46 960 255 165 255 165 60 60 0 0

言 語 聴 覚 学 科

科　　　　　　　　目
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

卒業要件
指  定  規  則

社会保障・教育とリ
ハビリテーション

科学的思考の基礎
人間と生活
社会の理解
言語聴覚療法の基
盤

科　　　　　　　　目
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

卒業要件
指  定  規  則

人体のしくみ・疾病
と治療

15単位
心の働き

言語とコミュニケー
ション

9単位



３．専門分野
単位 開　講
必修 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教 育 内 容 単位数

言 語 聴 覚 障 害 診 断 学 1 30 30 6単位必修
言 語 療 法 総 論 Ⅰ 2 90 90
言 語 療 法 総 論 Ⅱ 3 135 135 6単位
言 語 療 法 管 理 学 2 30 30 2単位必修 言語聴覚療法管理学 2単位
失 語 症 学 Ⅰ 1 30 30 7単位必修
失 語 症 学 Ⅱ （ 評 価 診 断 ） 1 30 30
失 語 症 治 療 学 Ⅰ 1 30 30
失 語 症 治 療 学 Ⅱ （ 演 習 ） 1 30 30
高 次 脳 機 能 障 害 学 Ⅰ 1 30 30
高 次 脳 機 能 障 害 学 Ⅱ 1 30 30
高 次 脳 機 能 障 害 検 査 法 1 30 30 6単位
発 達 障 害 学 Ⅰ 1 30 30 7単位必修
発 達 障 害 学 Ⅱ 1 30 30
言 語 発 達 障 害 学 Ⅰ 1 30 30
言 語 発 達 障 害 学 Ⅱ 1 30 30
言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30 30
言語発達障害治療学Ⅱ（脳性麻痺） 1 30 30
言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅲ （ 演 習 ） 1 30 30 6単位
音 声 障 害 Ⅰ 1 30 30 10単位必修
音 声 障 害 Ⅱ 1 30 30 　　　
嚥 下 障 害 学 1 30 30
嚥 下 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30 30
嚥 下 障 害 治 療 学 Ⅱ （ 演 習 ） 1 30 30
構 音 障 害 学 Ⅰ （ 運 動 性 ） 1 30 30
構 音 障 害 学 Ⅱ （ 運 動 性 ） 1 30 30
構 音 障 害 学 Ⅲ （ 器 質 性 ） 1 30 30
構 音 障 害 学 Ⅳ （ 機 能 性 ） 1 30 30  
流 暢 性 障 害 1 30 30 9単位
小 児 聴 覚 障 害 学 2 30 30 7単位必修
成 人 聴 覚 障 害 学 1 30 30
聴 覚 障 害 総 論 Ⅰ 1 30 30
聴 覚 障 害 総 論 Ⅱ 1 30 30
聴 力 検 査 法 演 習 1 45 45
補 聴 器 ・ 人 工 内 耳 1 30 30 7単位
地 域 言 語 聴 覚 療 法 論 2 30 30 2単位必修 地域言語聴覚

療法学
2単位

臨 床 基 礎 実 習 1 40 40 15単位必修
臨 床 実 習 Ⅰ 6 240 240
臨 床 実 習 Ⅱ 8 320 320 15単位

56 1830 0 120 195 250 360 360 410 135

単位 開　講
必修 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

合 計 124 3405 405 435 510 490 465 510 410 180

４．卒業要件単位数

人 体 の し く み ・ 疾 病 と 治 療 22 25
心 の 働 き 5 7
言 語 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 5 9
社会保障・教育とリハビリテーション 4 5
言 語 聴 覚 障 害 学 総 論 3 6
言 語 聴 覚 療 法 管 理 学 1 2
失 語 ・ 高 次 脳 機 能 障 害 7 7
言 語 発 達 障 害 学 7 7
発 声 発 語 ・ 摂 食 嚥 下 障 害 学 10 10
聴 覚 障 害 学 6 7
地 域 言 語 聴 覚 療 法 学 1 2
臨 床 実 習 3 15
合 計 95 124

聴覚障害学

科　　　　　　　　目
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

卒業要件
指  定  規  則

言語聴覚障害
学総論

失語・高次脳機
能障害学

言語発達障害
学

発声発語・嚥下
障害学

臨床実習

1年次 　２年次 ３年次 ４年次

840 1000 975 590

分野 教 育 内 容 科目数 配当単位 卒業要件単位数

専門
基礎

25
7
9
5

基礎
科学的思考の基礎、人間と生活、社会
の 理 解 、 言 語 聴 覚 療 法 の 基 盤

21 22 22

124

専門

6
2
7
7
10
7
2
15



実務経験のある教員等による授業科目一覧　　言語聴覚学科  　　　令和7年度以降入学生

1年次 2年次 3年次 4年次
言語聴覚障害概論Ⅰ 1 30
言語聴覚障害概論Ⅱ 1 30
言語療法セミナーⅠ 1 45
言語療法セミナーⅡ 1 45
言語療法セミナーⅢ 1 45
言語療法セミナーⅣ 1 45
言語療法セミナーⅤ 1 45
言語療法セミナーⅥ 1 45
手話Ⅰ 1 15
手話Ⅱ 1 15
言語聴覚障害研究法Ⅱ 1 45
生理学実習 1 30
解剖学実習 1 30
精神医学 1 30
聴覚系の構造・機能・病態 1 30
リハビリテーション概論 2 30
言語療法総論Ⅰ 2 90
言語療法総論Ⅱ 3 135
言語療法管理学 2 30
失語症学Ⅰ 1 30
失語症学Ⅱ（評価診断） 1 30
失語症治療学Ⅰ 1 30
失語症治療学Ⅱ（演習） 1 30
高次脳機能障害学Ⅰ 1 30
高次脳機能障害学Ⅱ 1 30
高次脳機能障害検査法 1 30
発達障害学Ⅰ 1 30
発達障害学Ⅱ 1 30
言語発達障害学Ⅰ 1 30
言語発達障害学Ⅱ 1 30
言語発達障害治療学Ⅰ 1 30
言語発達障害治療学Ⅱ（脳性麻痺） 1 30
言語発達障害治療学Ⅲ（演習） 1 30
音声障害Ⅰ 1 30
音声障害Ⅱ 1 30
嚥下障害学 1 30
嚥下障害治療学Ⅰ 1 30
嚥下障害治療学Ⅱ（演習） 1 30
構音障害学Ⅰ（運動性） 1 30
構音障害学Ⅱ（運動性） 1 30
構音障害学Ⅲ（器質性） 1 30
構音障害学Ⅳ（機能性） 1 30
流暢性障害 1 30
小児聴覚障害学 2 30
成人聴覚障害学 1 30
聴覚障害総論Ⅰ 1 30
聴覚障害総論Ⅱ 1 30
聴力検査法演習 1 45
補聴器・人工内耳 1 30
地域言語聴覚療法論 2 30
臨床基礎実習 1 40
臨床実習Ⅰ 6 240
臨床実習Ⅱ 8 320

科目名 単位数
時間数



山口コ・メディカル学院　言語聴覚学科　カリキュラムツリー（2020年度～）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

【基礎科目】

【専門基礎分野】

【専門分野】言語聴覚障害学総論

【専門分野】臨床実習

英語Ⅰ（文献Ⅰ）

英語Ⅲ（英会話）

体育実技

哲学Ⅰ

体育理論

哲学Ⅱ

心理学Ⅱ

法学

教育学Ⅰ

社会学 英語Ⅱ（医学英語） 関係法規

解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅲ

医学概論

臨床心理学

言語学

解剖生理学Ⅱ

解剖生理学Ⅳ

病理学

聴覚医学概論

音声学

生理学実習

内科学Ⅰ

小児保健学

精神医学

神経内科学

リハビリテーション

内科学Ⅱ

耳鼻咽喉科学

形成外科学

呼吸・発声発語系の

構造・機能・病態

人間発達学

脳神経外科学

言語聴覚障害概論Ⅰ 言語聴覚障害概論Ⅱ 言語聴覚障害診断学 言語聴覚障害研究法

【専門分野】失語・高次脳機能障害学

失語症学Ⅰ 失語症学Ⅱ（評価診 失語症治療学Ⅰ 失語症治療学Ⅱ（演 高次脳機能障害検査

【専門分野】言語発達障害学

発達障害学Ⅰ 言語発達障害学Ⅱ発達障害学Ⅱ 言語発達障害治療学

Ⅰ
言語発達障害治療学

【専門分野】発声発語・嚥下障害学

構音障害学Ⅳ（機能 嚥下障害学 嚥下障害治療学Ⅰ 音声障害Ⅰ

嚥下障害治療学Ⅱ

（演習）

音声障害Ⅱ

【専門分野】聴覚障害学

成人聴覚障害学 小児聴覚障害学 補聴器・人工内耳 小児聴覚障害治療学

成人聴覚障害治療学

臨床基礎実習 臨床実習Ⅰ 臨床実習Ⅱ

【選択・必修分野】

言語療法セミナーⅠ ボランティア論 言語療法セミナーⅡ 地域リハビリテーション 言語療法セミナーⅢ

理学療法概論

作業療法概論

看護学概論

薬理学

救急医学

言語療法セミナーⅣ

【専門分野】言語聴覚障害学総論

言語療法総論Ⅰ 言語聴覚障害研究法



令和２年度以降　入学生　年次別開講科目一覧

1．基礎科目

科　　　　　　　　目 必修 選択 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教育内容 単位数

英 語 Ⅰ （ 文 献 Ⅰ ） 1 15 15 4 外国語

英 語 Ⅱ （ 医 学 英 語 ） 1 15 15

英 語 Ⅲ （ 英 会 話 ） 1 15 15

英 語 Ⅳ （ 文 献 Ⅱ ） 1 30 30 4

体 育 理 論 1 30 30 2 保健体育

体 育 実 技 1 30 30 2

哲 学 Ⅰ 1 15 15 4 人文科学

哲 学 Ⅱ 1 15 15 ２科目以上 2

心 理 学 Ⅰ 1 15 15

心 理 学 Ⅱ 1 15 15

法 学 1 15 15 5 社会科学

関 係 法 規 1 30 30 ２科目以上

社 会 学 1 15 15 2

教 育 学 Ⅰ 1 15 15

教 育 学 Ⅱ 1 15 15

生 物 学 1 30 30 4 自然科学

統 計 学 1 15 15 ２科目以上

情 報 科 学 Ⅰ 1 15 15

情 報 科 学 Ⅱ 1 15 15 2

小 計 19 0 360 120 135 30 45 30 0 0 0

２．専門基礎科目

科　　　　　　　目 必修 選択 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教育内容 単位数

解 剖 生 理 学 Ⅰ 1 30 30 5 基礎医学

解 剖 生 理 学 Ⅱ 1 30 30

解 剖 生 理 学 Ⅲ 1 30 30

解 剖 生 理 学 Ⅳ 1 30 30

生 理 学 実 習 1 30 30 3

医 学 概 論 1 15 15 11 臨床医学

病 理 学 1 30 30

内 科 学 Ⅰ 1 30 30

内 科 学 Ⅱ 1 30 30

小 児 保 健 学 1 30 30

精 神 医 学 1 30 30

神 経 内 科 学 1 30 30

耳 鼻 咽 喉 科 学 1 30 30

形 成 外 科 学 1 30 30

脳 神 経 外 科 学 1 15 15

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学 1 15 15 6

歯 科 ・ 口 腔 外 科 学 1 30 30 1 臨床歯科医学 1

解 剖 学 実 習 1 30 30 3

呼吸・発声発語系の構造・機能・病態 1 30 30

聴 覚 医 学 概 論 1 30 30 3

臨 床 心 理 学 1 30 30 7 心理学

人 間 発 達 学 2 30 30

学 習 ・ 認 知 心 理 学 2 30 30

心 理 測 定 法 2 30 30 7

言 語 学 2 30 30  2 言語学 2

音 声 学 2 30  30 2 音声学 2

音 響 学 1 30 30 2 音響学

聴 覚 心 理 学 1 15 15 2

言 語 発 達 学 Ⅰ 1 15 2 言語発達学

言 語 発 達 学 Ⅱ 1 15 15 1

社 会 福 祉 学 1 　 30 30 2

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 1 30 30 2

小 計 37 0 855 180 195 255 195 45 0 0 0

言　語　聴　覚　学　科

単位 1年次 　２年次 ３年次 ４年次 卒業
要件

指定規則

社会福祉・教育

音声・言語・聴
覚医学

指定規則単位 1年次 　２年次 ３年次 ４年次 卒業
要件



３．専門科目

科　　　　　　　　　目 必修 選択 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教育内容 単位数
言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅰ 1 30 30 10 言語聴覚
言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅱ 1 30 30 障害学総論
言 語 聴 覚 障 害 診 断 学 1 30 30
言 語 聴 覚 障 害 研 究 法 Ⅰ 1 30 30
言 語 聴 覚 障 害 研 究 法 Ⅱ 1 45 45
言 語 療 法 総 論 Ⅰ 2 90 90

言 語 療 法 総 論 Ⅱ 3 135 135 4
失 語 症 学 Ⅰ 1 30 30 7 失語・
失 語 症 学 Ⅱ （ 評 価 診 断 ） 1 30 30 高次脳機能障害学
失 語 症 治 療 学 Ⅰ 1 30 30
失 語 症 治 療 学 Ⅱ （ 演 習 ） 1 30 30
高 次 脳 機 能 障 害 学 Ⅰ 1 30 30
高 次 脳 機 能 障 害 学 Ⅱ 1 30 30
高 次 脳 機 能 障 害 検 査 法 1 30 30 6
発 達 障 害 学 Ⅰ 1 30 30 7 言語発達障害学
発 達 障 害 学 Ⅱ 1 30 30
言 語 発 達 障 害 学 Ⅰ 1 30 30
言 語 発 達 障 害 学 Ⅱ 1 30 30
言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30 30
言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅱ （ 脳 性 麻 痺 ） 1 30 30
言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅲ （ 演 習 ） 1 30 30 6
音 声 障 害 Ⅰ 1 30 30 10 発声発語
音 声 障 害 Ⅱ 1 30 30 　　　 　・嚥下障害学
嚥 下 障 害 学 1 30 30
嚥 下 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30 30
嚥 下 障 害 治 療 学 Ⅱ （ 演 習 ） 1 30 30
構 音 障 害 学 Ⅰ ( 運 動 性 ) 1 30 30
構 音 障 害 学 Ⅱ （ 運 動 性 ） 1 30 30
構 音 障 害 学 Ⅲ （ 器 質 性 ） 1 30 30  
構 音 障 害 学 Ⅳ （ 機 能 性 ） 1 30 30
流 暢 性 障 害 1 30 30 9
小 児 聴 覚 障 害 学 1 30 30 7 聴覚障害学
成 人 聴 覚 障 害 学 1 30 30
小 児 聴 覚 障 害 治 療 学 1 30 30
成 人 聴 覚 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30 30
成 人 聴 覚 障 害 治 療 学 Ⅱ 1 30 30
聴 力 検 査 法 演 習 1 30 30
補 聴 器 ・ 人 工 内 耳 1 30 30 7
臨 床 基 礎 実 習 1 40 40 15 臨床実習
臨 床 実 習 Ⅰ 6 240 240
臨 床 実 習 Ⅱ 8 320 320 12
小 計 56 0 1920 30 150 210 220 330 390 410 180

４．選択・必修科目

科　　　　　　　　　　目 必修 選択 時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 教育内容 単位数

言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 30 30 4
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 30 30

言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅲ 1 30 30

言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅳ 1 30 30

理 学 療 法 概 論 1 15 15 8

作 業 療 法 概 論 1 15 15
地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 1 30 30
看 護 学 概 論 1 15 15
薬 理 学 1 15
救 急 医 学 1 15 15
栄 養 学 1 15 15
地 域 言 語 聴 覚 療 法 論 1 15 15
ボ ラ ン テ ィ ア 論 1 15 15 8

小 計 11 2 255 30 15 30 30 135 30 0 0

必修 選択 総時間数 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
基礎科目 19 0 360 120 135 30 45 30 0 0 0 19 12

専門基礎科目 37 0 870 180 195 255 195 45 0 0 0 37 29

専門科目 56 0 1920 30 150 210 220 330 390 410 180 56 44

選択・必修科目 11 2 270 30 15 30 30 135 30 0 0 12 8

123 2 3420 360 495 525 490 540 420 410 180 124 93

卒業
要件

指定規則単位 1年次 　２年次 ３年次 ４年次

指定規則

総科目単位 1年次 　２年次 ３年次 ４年次 卒業
要件

指定規則

単位 1年次 　２年次 ３年次 ４年次 卒業
要件

855 1015 960 590



１年次 ２年次 ３年次 ４年次
生 理 学 実 習 1 30
解 剖 学 実 習 1 30
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 1 30
言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅰ 1 30
言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅱ 1 30
言 語 聴 覚 障 害 研 究 法 Ⅰ 1 30
言 語 聴 覚 障 害 研 究 法 Ⅱ 1 45
言 語 療 法 総 論 Ⅰ 2 90
言 語 療 法 総 論 Ⅱ 3 135
失 語 症 学 Ⅰ 1 30
失 語 症 学 Ⅱ （ 診 断 評 価 ） 1 30
失 語 症 治 療 学 Ⅰ 1 30
失 語 症 治 療 学 Ⅱ （ 演 習 ） 1 30
高 次 脳 機 能 障 害 学 Ⅰ 1 30
高 次 脳 機 能 障 害 学 Ⅱ 1 30
高 次 脳 機 能 障 害 検 査 法 1 30
発 達 障 害 学 Ⅰ 1 30
発 達 障 害 学 Ⅱ 1 30
言 語 発 達 障 害 学 Ⅰ 1 30
言 語 発 達 障 害 学 Ⅱ 1 30
言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30
言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅱ （ 脳 性 麻 痺 ） 1 30
言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅲ （ 演 習 ） 1 30
音 声 障 害 Ⅰ 1 30
音 声 障 害 Ⅱ 1 30
嚥 下 障 害 学 1 30
嚥 下 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30
嚥 下 障 害 治 療 学 Ⅱ （ 演 習 ） 1 30
構 音 障 害 学 Ⅰ （ 運 動 性 ） 1 30
構 音 障 害 学 Ⅱ （ 運 動 性 ） 1 30
構 音 障 害 学 Ⅲ （ 器 質 性 ） 1 30
構 音 障 害 学 Ⅳ （ 機 能 性 ） 1 30
流 暢 性 障 害 1 30
小 児 聴 覚 障 害 学 1 30
成 人 聴 覚 障 害 学 1 30
小 児 聴 覚 障 害 治 療 学 1 30
成 人 聴 覚 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30
成 人 聴 覚 障 害 治 療 学 Ⅱ 1 30
聴 力 検 査 法 演 習 1 30
補 聴 器 ・ 人 工 内 耳 1 30
臨 床 基 礎 実 習 1 40
臨 床 実 習 Ⅰ 6 240
臨 床 実 習 Ⅱ 8 320
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 30
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 30
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅲ 1 30
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅳ 1 30
理 学 療 法 概 論 1 15
作 業 療 法 概 論 1 15
地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 1 15
看 護 学 概 論 1 15
地 域 言 語 聴 覚 療 法 論 1 15

実務経験のある教員等による授業科目一覧　言語聴覚学科　令和2年度から6年度入学生

科目名 単位数
時　　間　　数



◇統計学

1　年　次

基　礎　分　野

◇英語Ⅰ（文献）

◇英語Ⅱ（英会話）

◇倫理学

◇教育学

◇生物学

◇ソーシャルスキル論

言語聴覚学科

◇情報科学

◇言語聴覚障害概論Ⅰ

◇言語聴覚障害概論Ⅱ

◇言語療法セミナーⅠ

◇言語療法セミナーⅡ

◇手話Ⅰ



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1 . 授業参加度(20%)
2 . 宿題等(10%)
3 . 定期試験(70%)

履修上の
注意

教室内で行うリーディングを中心とした言語活動
に積極的に取り組んでください。
・何らかの英和辞書(冊子か電子辞書あるいはス
マホのアプリ)を毎回持参して下さい。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

医療と看護の総合英語(三訂版) 笹島　茂（著）　山﨑　朝子（著） 三修社

8
Unit 7 後半
 : 動名詞についての文法問題演習

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。動名詞を使った文を理解で
きる。

書籍名 著者 出版社

6
Unit 4 後半
 : 疑問詞の応用

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。whichを使った疑問文を理
解し、作文できる。

7
Unit 7 前半
 : 症状を説明する語彙と長文内容把握

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。症状を表す語を英語で理解
できる。

4
Unit 2 後半
 : 動詞の活用のさせ方

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。状況にあった動詞の形を意
識して、作文できる。

5
Unit 4 前半
 : 身体構造・内臓を説明する語彙と長文内容把握

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。脳と聞き手の仕組みを英語
で理解できる。

2
Unit 1 後半
 : 命令文についての文法問題解釈

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。命令文の形式を理解し、命
令文を作文できる。

3
Unit 2 前半
 : 病気や治療に関する語彙と長文内容把握

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。病気や症状や治療方法に
ついて英語で理解できる。

1
オリエンテーション＆Unit 1 前半
 : 手紙文・履歴書の定型、  内容把握

段落ごとのテーマを意識して一定量の英語の文章を読み、
理解できる。辞書を活用できる。手紙文の形式を理解でき
る。

無

 義務教育・中等教育で学んだ英語の読解力を定着さ
せ、更なる発展をはかるため、精読や英文和訳に限ら
ず、大意把握や速読などさまざまな英語リーディング活
動や英語構文把握の練習を行う。医療現場で使われ
ることの多い英語を扱った教材を用いる。

・一定の長さの英語文書に対処する読解力と構文理解
力と語彙力を養成する。

・受け身の読解ではなく、アクティブに読む力を付ける。

担当 上田　由紀子 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

英語Ⅰ（文献）

作業・言語 学期 前期 授業形態

- 1 -



【授業の概要】 【到達目標】

会話演習・語彙ゲーム・Mind Game or家系図

成績評価
方法

● 授業内演習 = 25 %  ● 宿題 = 25%  ● プレゼ
ンテーション = 25% ● 期末試験 = 25% 履修上の

注意

　欠席の場合は教官に相談してください。辞書を
持参すること。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

English Daily Conversation: Meaning, Fluency and
Accuracy
Accuracy

Nozomu Sonda One World International

8 Global Community 国際社会14:53
地球社会に関する語彙修得・世界の諸事情について会話す
る・地球を一つの共同体として考える感覚を養う

書籍名 著者 出版社

6
Love & marriage　恋愛と結婚：会話演習・語彙ゲーム・
Romance Score Game

恋愛や結婚に関する語彙修得・結婚や恋愛について会話を
する・自分のロマンス度を英語で診断する

7
Culture & places in Japan
日本の文化と地理：会話演習・語彙ゲーム・"Where is
Matt?"

日本の文化と地理に関する語彙修得・日本文化や地理につ
いて会話する日本文化について意見を述べる

4
Movies & Music　映画と音楽：会話演習・語彙ゲーム・
聞き取り

映画や音楽に関する語彙修得・英語が音楽に関する会話を
する・映画や歌を鑑賞し、聞き取り練習をする。

5 Work 仕事：会話演習・語彙ゲーム・職業推測ゲーム
職業に関する語彙修得・バイトや仕事について会話する・職
業名を当てるゲームをしてヒントを英語で与える練習をする

2
Travel Abroad 海外旅行：会話演習・語彙ゲーム・
Rossword Puzzle (countries and flags)

国名・言語に関する語彙修得・行きたい国について英語紹介
する・海外に関する基礎的な知識を取得し、関心を深める

3
Food & Eating　食べ物と食べること：会話演習・語彙
ゲーム・Restaurant & Menu Game

食べ物に関する語彙修得・飲食物に関する会話をする・英
語のメニューを理解し注文ができる・注文を受ける

1
Getting acquainted & Family自己紹介・家族：会話演
習・語彙ゲーム・Mind Game or家系図

クラスメートを知る・家族に関する語彙修得・会話の練習

無

初級上から中級の下程度の学習者（英検準2級前後、
TOEIC400点前後）を対象とし、中級の下から中程度の
レベルを目標とする（英検2級程度、TOEIC　500点程
度）。中学校程度の英語を復習しながら、様々な状況
における実用的な英語会話能力を養成する。正確な発
音や文法よりも、コミュニケーション能力の養成を重視
する。読む・書く作業も若干含む。

基本的な自己紹介ができる。日常的なトピックについて
簡単な会話ができる。社会的な事柄や問題について自
分の意見を簡単な英語で述べることができる。

担当 尊田　望 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

英語Ⅱ（英会話）

作業・言語 学期 前期 授業形態

- 2 -



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

筆記試験 履修上の
注意

積極的な参加を期待しています

実務経験
紹介

参考
図書等

系統看護学講座・別巻　看護倫理 宮坂道夫ほか 医学書院

教科書

プリント配ります

8 チーム医療と倫理 新しい医療者の倫理について理解する

書籍名 著者 出版社

6 生命倫理学誕生の歴史⑤ 高度先端医療がもたらす倫理課題について理解する

7 インフォームドコンセント インフォームドコンセントとSDMについて理解する

4 生命倫理学誕生の歴史③ 人権意識の誕生と「患者の権利」について理解する

5 生命倫理学誕生の歴史④ 医療の「負」の歴史について理解する

2 生命倫理学誕生の歴史① 生命倫理学誕生以前の医学について理解する

3 生命倫理学誕生の歴史②
疾病構造の変化が医療にもたらしたインパクトについて理解
する

1 オリエンテーション 生命倫理学の概要を理解し、ルールを確認する

無担当 村瀬　ひろみ 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

倫理学

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1 . 提出課題(30%)
2 . 試験(70%)

履修上の
注意

・毎回、ノートをしっかりと取り、その日のうちに復習
すること。

実務経験
紹介

参考
図書等

適宜紹介

まとめと省察・・・グループワーク
本授業全体を振り返り、自身の成長と課題を確認しつつ、省察、自己点検評価の
方法などについて学ぶ。

教科書

書籍名 著者 出版社

教育の原理と実践 金龍哲・深沢和彦 三恵社

15

14 「模擬授業」等の医療・福祉・保健分野への応用
行った「模擬授業」と、そのための準備として計画作成した自身の指導案を見つめ
直す。また、他者が行った授業と比較して、どのような改善を加えれば、他者を学
び、成長へと向けられるのかを考察する。

11 授業の構成要素と発問の組織化・・・講義
これまで学校において数多く受けてきた「授業」を、時間、流れ、構成要素、教師
の行為等の面から分析・考察することにより、ものごとの内面、背景、意図を実感
できるようになる。

12 指導案の作成・・・講義、グループワーク
授業の計画書である指導案を作成する過程において、授業を行う者（教師）は何
に配慮して授業を計画しているのか、また、それを踏まえて、授業を受ける側（生
徒）は、どのような態度で授業に参画すればよいかを学ぶ。

13 「模擬授業」をやってみる・・・グループワーク
「模擬授業」を実際に行ってみることで、教えること、思考をゆさぶることのおもしろ
さと難しさを体験する。できるだけ指導案を見ずに授業を行うことで、自分のもの
にしたうえで授業を行うことを実体験する。

9 教師の職務と責任・・・講義、グループワーク
教師の職務と責任を理解するとともに、それを医療分野に応用するために、どの
ような見方、考え方をすればよいのか。また、他者から学習意欲や肯定的な反応
を引き出すにはどうすればよいのかを学ぶ。

10 教育方法の基礎・・・講義
教育には、いくつもの方法、技術が埋め込まれている。そして、それら教育方法
は、時代とともに変容してきた。教育の方法には、いかなるものがあるのか、それ
らは何を意図しているのかについて理解する。

8
授業についての説明、「教育の方法」を学ぶための
心構えと具体的方法・・・講義

医療分野への応用を意識しながら、教育の分野ではどのような教授方法、学習支
援方法等が用いられているのかについて、基礎的事項を習得する。

6 社会教育のしくみと課題・・・講義
地域社会で行われている教育、学校と社会との連携・融合について学ぶ。コミュニ
ティ・スクールなど、地域の教育力を活かした取り組みについても理解する。

7 進路指導と生徒指導・・・講義、グループワーク
学校の教師が行っている進路指導・生徒指導を、医療関係者に応用しながら、も
のの見方、考え方を高める。

4 教育推進の基本的方向・・・講義
医療・福祉・保健分野における教育の意義、求められている方向性、注意すべき
諸点について学ぶ。

5 学校という制度・・・講義
学校という馴染みのある教育機関について相対化して捉え直すことで、教育の意
味や意義、学校の利点と問題点などを考察する。

2 新しい教育課題・・・・講義
変化の激しい時代において、何が現代的な教育課題として生まれ、それに対して
どのような改善策、改革案が考えられているのかを知る。

3 人間の発達と教育・・・講義、クループワーク
人間の成長・発達は他の動物とどのように違っているのか、人の成長・発達を支
援するとはどのようなことなのかを理解する。

1
講義についての説明、アイスブレーキングの技法
・・・講義、グループワーク

授業概要、授業における到達目標、授業計画全体を俯瞰したうえで、個別の授業
の意味や意図を知ろうとする見方を身につける。

無

　教育の原理的な面を、教育の意義、人間の発達と
教育、学校教育の課題などから広範に理解すること
により、教育学の基礎を身につける。
  教育の方法や技能の基礎・基本を、医療現場で働く
者にも求められる重要なスキルとして捉え、教育の方
法や各種技能を身につける。

・医療・福祉・保健分野における教育の意義を理解する。
・人間の発達と可能性に及ぼす教育の影響について理解
する。
・学校教育の課題や制度的変容を理解する。
・医療・福祉・保健分野に応用可能な教育方法の本質と技
法を理解する。
・指導案の作成過程を通して、他者に学習を促す際の要
点を理解する。模擬授業を行うことで授業者としての課題
と改善点を知る。

担当 佐々木　司 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 2 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

教育学

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1 . 授業態度(10%)
2 . レポート(20%)
3 . 確認テスト(70%)

履修上の
注意

高校での生物学及び化学の教科書を使って、生
物学及び化学について復習しておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

系統看護学講座 基礎分野 生物学 高畑 雅一 増田隆一 北田一博 共著 医学書院

教科書

特に定めない。

8 進化と系統分類学
種の概念、進化の実態を理解する。ダーウィン進化論と中立
説について理解する。ヒトを進化の産物として理解する。

書籍名 著者 出版社

6 組換えDNA技術からゲノム編集まで
人工的にタンパク質をつくる、また細胞を改変する技術を理
解する。ゲノムプロジェクトとは何か、また新しいゲノム観を
理解する。

7 受精と発生
多様な受精と発生現象を理解する。発生のしくみを理解す
る。

4 DNAと遺伝子 二重らせん構造とDNA複製機構を理解する。

5 タンパク質はどうやってできるか
生体物質としてのタンパク質の構造と機能を理解する。細胞
でタンパク質がつくられるメカニズムを理解する。

2
細胞分裂と生命の連続性 体細胞分裂のメカニズムと多細胞生物の形成について理解

する。減数分裂と遺伝のメカニズムを理解する。

3 遺伝と遺伝子 多様な遺伝現象と遺伝子の役割を理解する。

1 細胞について 細胞の構造と機能について理解する。

無

生物学は20世紀後半に非常に大きな展開を見せ、今
世紀は生命科学・生物科学の時代といわれるまでに
なった。食料・医療・環境などをめぐる様々な諸問題を
理解し、対処するためには、生物学の基礎知識が必要
である。生命誕生以来現在まで絶えることなく続く生物
の世界の成り立ちと生命活動を支える精妙な仕組みに
ついて、基本的な事柄を中心に解説し、現代生物学の
考え方と基礎知識を習得できるようにする。

・現代生物学の概要を理解する。・専門教育に必須な
生物学の基礎知識を習得する。

担当 山本　芳実 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

生物学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験(100%)

履修上の
注意

特になし。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

統計データ解析 小野瀬　宏 (著) 内田老鶴圃
PT・OTのための統計学入門 渡邉　宗孝　他 三輪書店

8
検定
(適合度の検定)   演習

ある現象が正しい確率で生起しているかの検定（適合度の
検定，χ2検定）ができる。

書籍名 著者 出版社

6
検定
(平均値の差の検定)    演習

二つの異なる集団間の平均値に有意な差があるかどうかの
検定ができる。

7
検定
(比率の差の検定)    演習

二つの異なる集団間において，ある量の比率に有意な差が
あるかどうかの検定ができる。

4 点推定、区間推定　演習
サンプルから全体集団（母集団）の平均値や分散の推定が
でき、また母集団の平均値の範囲が推定できる。

5
検定
(帰無仮説、対立仮説、有意水準、平均値の検定)
 演習

検定の基本概念である帰無仮説、対立仮説が説明でき、ま
た、有意水準の概念および両側検定、片側検定を理解し、
平均値の検定ができる。

2
確率の基礎
(事象、確率変数、確率密度関数)　演習

統計学は確率論に基盤を置いているため，統計学を理解す
るために必要最低限な確率の基礎を理解する。

3
確率分布
(正規分布、t分布、χ2分布、分布表)  演習

様々な確率分布が存在することを理解すると共に、それらの
確率分布表が読めるようになる。

1
統計の話、統計の基礎用語
(平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差)　演習

統計の基本用語を理解し、それらがどのような量であるかの
説明ができる。

無

　看護・福祉・医療の分野においては、データを統計的
に解析する場合が非常に多い。本科目では、講義と演
習を交互に行い、実際の現場で統計学をすぐに活用で
きる力を身につけることを目的とする。本科目では、統
計学を学習するのに必要な基礎知識と統計学の入り
口を学習する。

　統計の基礎用語の概念が説明できる。確率変数、確
率密度関数について説明できる。確率分布の意味が
わかる。分布表を活用できる。点推定の計算ができる。
区間推定の計算ができる。簡単な検定ができる。

担当 内野　英治 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

統計学

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

毎回の授業態度、出席、課題により総合的に評
価する。
1 . 授業態度、出席(30%)
2 . 課題(70%)

履修上の
注意

・USBメモリが必要だが、初回の授業では持参し
なくてもよい。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

30時間でマスター  Office2021 実教出版企画開発部 実教出版

8 課題提出 課題の遂行と提出

書籍名 著者 出版社

6 Excel (参照・関数)
表計算ソフトの相対参照と絶対参照を理解する。
基本的な関数を使用する。

7
Excel（グラフ）
Word ・ Excel課題

Excelのグラフ作成方法を理解する。

4 Excel (データ入力・数式)
表計算の概要とExcelのデータ入力と数式入力方法を理解
する。

5 Excel (関数・書式) Excelで関数と書式設定を使用して表を作成する。

2 Word (文書・表) Wordでビジネス文書を作成する。

3 Word (画像・図形) Wordで画像・図形を活用した文書を作成する。

1 Windowsの操作
パソコンの仕組みとファイルやフォルダの使い方を理解す
る。

無

  コンピュータ初心者を想定したパソコン入門編。おも
にワープロソフト(Word)と表計算ソフト(Excel)の実習を
行う。

・ファイルやフォルダ（ディレクトリ)の概念を理解し、管
理できる。

・Wordを用いた文書の作成ができる。

・Excelの基本的機能(書式設定、基本関数、グラフ)を
使うことができる。

担当 冨田　公治 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

情報科学

作業・言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

15 高次脳機能障害（２） 高次脳機能障害を知る

12 摂食嚥下機能障害 摂食嚥下機能障害を知る

13 聴覚障害 聴覚障害について知る

14 高次脳機能障害（１） 高次脳機能を知る

8 失語症（３） 失語症のタイプを知る

10 音声障害・構音障害（２） 音声障害について知る

11 音声障害・構音障害（３） 構音障害を知る

5 原因となる病気 原因となる病気を知る

6 失語症（１） 失語症の定義を知る

7 失語症（２） 失語症の症状を知る

2 スピーチチェーン/コミュニケーション障害とは コミュニケーション障害を知る

3 言語聴覚士 言語聴覚士を知る

4 脳の仕組み 脳の仕組みを知る

授業内容 学習目標

1 コミュニケーション コミュニケーションを知る

無

言語聴覚障害概論Ⅰでは、言語聴覚士についての概
要や現状を学ぶ。それを踏まえた上で「成人領域の言
語聴覚障害」を中心に講義をすすめ言語聴覚療法の
職域や対象者などについて資料や動画などを用いて
説明する。また、言語聴覚士が携わる「コミュニケー
ション」とはどのような行為なのかについても考え、社
会における言語聴覚士の必要性と役割についても理
解を深める

１．言語聴覚障害（成人領域）を大まかに把握できる。
２．言語・コミュニケーション過程を説明できる。
３．言語聴覚障害の方とのコミュニケーションを考える
ことができる。

担当 川北淳一郎

必修 科目名

講義

9 音声障害・構音障害（１） 発声・構音のしくみを知る

教員の
実務経験

有
企業等

との連携

言語聴覚障害概論Ⅰ

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数

書籍名 著者 出版社

教科書

図解　やさしくわかる言語聴覚障害 小島知幸　編著 ナツメ社

成績評価
方法

期末試験：60％
小テスト：40%

履修上の
注意

特になし

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

標準言語聴覚障害学　言語聴覚障害学概論第2版 藤田郁代　編集 医学書院
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【授業の概要】 【到達目標】

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

科目
区分

基礎 履修形態 必修 科目名 言語聴覚障害概論Ⅱ

言語 学期 後期 授業形態 講義

回数 授業内容 学習目標

1
正常なことばの発達 正常なことばの発達の理解を深める

無

　言語聴覚障害概論Ⅱでは、小児領域における言語聴
覚障害を中心にテキストや資料などを用いて説明して
いく。
　また、講義だけではなく保育所演習を通して、子ども
の定型発達やコミュニケーション方法などを理解してい
く。

１．言語聴覚障害（小児領域）にはどのようなものがあ
るのか概要を把握できる。
２．保育所での演習を通して、ことばの定型発達につい
てより理解を深めることができる。
３．演習で学んだことを文章化してPowerPointを使用し
報告することができる。

担当 今村　真由香
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

4
小児領域の言語聴覚障害（自閉スペクトラム症） 自閉症スペクトラム症について知る

5
小児領域の言語聴覚障害（脳性麻痺） 脳性麻痺について知る

2
小児領域の言語聴覚障害（構音障害） 構音障害について知る

3
小児領域の言語聴覚障害（限局性学習症、注意欠如
多動症）

限局性学習症、注意欠如多動症について知る

8
事前学習報告会オリエンテーション・準備 事前学習報告会の目的と内容を知り、準備ができる

9
保育所演習事前学習報告会 子どもに発達について学び、スライドを作り報告できる

6
小児領域の言語聴覚障害（吃音） 吃音について知る

7
小児領域の言語聴覚障害（聴覚障害） 聴覚障害について知る

14
保育所演習（演習）

15
保育所演習（演習）、振り返り

書籍名 著者

10
保育所演習オリエンテーション 演習の目的、概要、注意事項などを理解する

11
オリエンテーション、保育所演習（演習） ・子どもと関わる経験をする

・既習の知識の理解を深める
・ことばの発達や運動発達を理解する
・子どもの視点を理解する
・保育士の仕事について知る

12
保育所演習（演習）

13
保育所演習（演習）

出版社

成績評価
方法

期末試験（60％）
演習発表（40％） 履修上の

注意

講義の中盤ではPowerPointを使用して発表を行
います。各自で準備をしておくこと。

実務経験
紹介

本領域において臨床経験あり

参考
図書等

教科書

図解　やさしくわかる言語聴覚障害 小嶋知幸（編著） ナツメ社
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験：20％
ST調べ発表：20％
夏季施設見学報告会：60%

履修上の
注意

特になし

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

言語聴覚士国家試験必修チェック2025 西尾桂子　他編集 文光堂

参考
図書等

2026年版　言語聴覚士国家試験過去問題 言語聴覚士国家試験対策委員会 大揚社

夏季施設見学の概要に
ついて知る

11 前半期の学力対策
前半期に学んだことを定
着させる

23
夏季施設見学：見学報告準
備

夏季施設見学の体験をま
とめることができる

10
STに必要な基礎知識：医療
倫理と研究

医療倫理と研究手法につ
いて把握する

22
夏季施設見学：オリエンテー
ション

書籍名 著者 出版社

教科書

8
STに必要な基礎知識：医療
行為

医療行為と医療事故につ
いて知る

20 期末の学力対策
前期で学んだことを定着
させる

6

言語聴覚士テキスト　第4版 大森孝一　編著 医歯薬出版

12
STに必要な基礎知識：感染
症対策

感染症とその対策につい
て知る

9 ５月の学力対策
５月に学んだことを定着さ
せる

21 交換授業 診療報酬について知る

7

STに必要な基礎知識：障害
とリハビリ

ICFとリハビリテーション
について知る

18 SOAP②
SOAPを使って記録を作
成できる

STについて調べる②　情報
収集

決めたテーマについて情
報収集を始める

19 感染症対策
感染予防策について実践
できる

4

5

STに必要な基礎知識：日本
の人口

日本の人口構成と問題
点について把握する

16 SOAP①
SOAPを用いた記録につ
いて知る

STについて調べる①　テー
マ決定

言語聴覚士について興味
のあるテーマを決める

17 STについて調べる③　発表
調べた内容をわかりやす
く伝えることができる

2

3

言語聴覚士を知る
言語聴覚士の概要につ
いて知る

14
STに必要な基礎医学：発生
と胚葉

言語領域に関連する人体
の発生について知る

４月の学力対策
２週間を振り返り、学んだ
ことを定着させる

15 ６月の学力対策
６月に学んだことを定着さ
せる

1

無

医療現場の見学を通してこれから学ことに対しての心
構えを形成する。言語聴覚士を目指すうえで必要なこ
とを考える。

1.言語聴覚士に必要な基礎的・専門的知識にはどんな
ことがあるか理解する。
2.言語療法を行う上に必要な観察力・推察力・探求心
を養う。
3.コミュニケーション能力を養う（文章力・発言力・伝達
力）。

担当 川北淳一郎　/　ST科教員

授業内容 学習目標 回数 授業内容

オリエンテーション 自分と他者を知る 13
STについて調べる③　資料
作成

調べたことをまとめ、発表
資料を作成する

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 学習目標

単位数 1 時間数 45 学年/学科

必修 科目名

演習

教員の
実務経験

有
企業等

との連携

言語療法セミナーⅠ

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験：50％
レポート：50％（学会参加30％、OSCE被検者役
10％、標準スクリーニング検査10％）

履修上の
注意

※上記の計画は授業の実施順序を示すものでは
ない。
　 授業スケジュールは別途配布する。

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

言語聴覚士テキスト第４版 大森孝一　編著 医歯薬出版
2026年版　言語聴覚士国家試験過去問題 言語聴覚士国家試験対策委員会 大揚社
言語聴覚士必修チェック2026 西尾桂子・河村民平　編著 文光堂

12
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる

11
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる 23
標準スクリーニング検査：
検査結果の説明を受ける

検査結果の説明を体験す
る

10
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる 22
標準スクリーニング検査：
患者役

患者役を通して検査を知
る

9
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる 21
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる

8
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる 20
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる

7
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる 19
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる

6
山口県言語聴覚士会
山口県言語聴覚学会　参加

発表を聴講し言語聴覚士
の臨床活動について知る 18

学力対策 日々の学習を振り返り学
んだことを定着させる

5
山口県言語聴覚士会
山口県言語聴覚学会　参加

発表を聴講し言語聴覚士
の臨床活動について知る 17

学力対策 日々の学習を振り返り学
んだことを定着させる

4
山口県言語聴覚士会
山口県言語聴覚学会　参加

発表を聴講し言語聴覚士
の臨床活動について知る 16

学力対策 日々の学習を振り返り学
んだことを定着させる

3
OSCE練習：被検者役
AMSD（10月）

体験を通して構音検査に
ついて知る 15

学力対策 日々の学習を振り返り学
んだことを定着させる

2
OSCE練習：被検者役
初回面接＆嚥下（９月）

体験を通して、スクリーニ
ング検査等について知る 14

学力対策 日々の学習を振り返り学
んだことを定着させる

1
オリエンテーション 今後の講義内容等につ

いて理解する 13
学力対策 日々の学習を振り返り学

んだことを定着させる

回数 授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

無

学会参加を通して言語聴覚士の仕事について学ぶ。言
語聴覚士を目指す上で必要な基礎・専門科目の理解
を深め、知識の定着を図る。被検者役の体験を通して
言語聴覚士が実施する検査について知る。

１．言語聴覚士の仕事内容を知る
２．言語療法を行う上で必要な知識を定着させる
３．言語聴覚士が実施する検査について知る

担当 ST学科教員
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 45 学年/学科 1年

科目
区分

基礎 履修形態 必修 科目名 言語療法セミナーⅡ

言語 学期 後期 授業形態 演習
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

手話演習（30％）、期末試験（70％）

履修上の
注意

事前に、動画サイトを見て予習をしておくこと。

実務経験
紹介

手話奉仕員養成講座講師（約２６年）・手話通訳
者Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ講座講師（約２５年）　等

参考
図書等

教科書

手話奉仕員養成テキスト「手話を学ぼう・手話で話そう」（全面改訂版） （社福）全国手話研修センター

8
まとめ～自己紹介～
　全国手話検定試験５級の模擬面接

これまでに学んだことを活用して１～２分程度の自己紹介が
できる。

書籍名 著者 出版社

6 好きなことについて話しましょう
好き、嫌い、得意、苦手など気持ちの表現を学び、顔の表情
や手話の強弱をつけて気持ちに合った表現ができる。

7 仕事を紹介しましょう 仕事に関わる表現ができる。

4 家族を紹介しましょう 家族に関する表現や、人数について表すことができる。

5 交通方法について話しましょう
場所や行き方、金額、所要時間、３ケタ以上の数字を表すこ
とができる。

2 名前を紹介しましょう
自分の名前を表すことができる。
いろいろな名前の表現を知る。

3 数を使って話しましょう
２ケタまでの数字の表し方を学び、時刻、年齢、日にちを表
すことができる。

1 目で見ることばを使ってみましょう
手話表現の基本を学び、手話でのあいさつや場面に応じた
かんたんなあいさつができる。

無

手話奉仕員養成テキスト（厚生労働省策定手話奉仕員
養成カリキュラム）を使用。
ろう者との会話に興味を持ち、挨拶や自己紹介（名前・
家族・趣味・誕生日・年齢・仕事・住所）を話題に手話で
かんたんな会話ができる技術を習得する。

コミュニケーションにおいて活用できる基礎的な手話の
技能を身につける。
約３００～４００程度の単語を習得し、２月に行われる全
国手話検定試験(インターネット試験)５級合格を目指
す。

担当 赤井　正志（ろう）　手話通訳者（きこえる） 有
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

演習

教員の
実務経験

手話Ⅰ

言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

レポート100％

履修上の
注意

グループワークや演習を行います。積極的な参加
を求めます。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

指定図書は定めない

8 マナーとしてのコミュニケーションスキル
臨床現場で必要となる社会人としての基本的なコミュニケー
ションマナー・スキルを身につける

書籍名 出版社

6 接遇研修② 基本的なマナーや言葉使いを演習を通して身につける

7 患者・利用者様とのコミュニケーション
言語聴覚療法の対象者となる方とのコミュニケーション・スキ
ルを身に付ける

4 エニアグラム② エニアグラムを行い自己の特性を知る

5 接遇研修 基本的なマナーや言葉使いを演習を通して身につける

2 コミュニケーションとファシリテーション②
グループワークを行い、ファシリテーションの重要性を理解
する

3 エニアグラム エニアグラムを行い自己の特性を知る

1 コミュニケーションとファシリテーション ファシリテーションに必要なスキルを説明できる

無

「ソーシャルスキル」とは、社会の中で他者と関係を築
いたり、他者と関わり合いながら日常生活を円滑に営
んだりするために必要な、人間関係における知識や技
術のことである。
社会の一員として、よりよい人間関係を主体的、実践
的に構築する方法を演習やグループワークを通して学
ぶ。

①傾聴の技術を身につけ話し合いの目的にあったファ
シリテーションができるようになる。
②自己の特性を知り、人間としての成長に繋げる
③あいさつ、言葉使い、態度など社会に出る上で必要
な接遇の基礎を身につける。

担当 神山恵美子　非常勤講師 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

ソーシャルスキル論

言語 学期 前期 授業形態
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◇臨床心理学

◇言語学

◇解剖生理学Ⅳ

◇医学概論

◇病理学

◇聴覚系の構造・機能・病態

◇心理学

1　年　次

専　門　基　礎　分　野

◇解剖生理学Ⅰ

◇解剖生理学Ⅱ

◇解剖生理学Ⅲ

◇音声学

◇言語発達学

◇社会福祉学

◇リハビリテーション概論

言語聴覚学科



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

 1 . 授業態度
 2 . 小テスト及び期末試験

履修上の
注意

資料は配るが、自分自身でノートを必ずつくるこ
と。資料はそのための補助にすぎないので、まと
めは自分でする。

実務経験
紹介

参考
図書等

ナーシング・グラフィカ　解剖生理学 武田裕子編 メディカ出版

教科書

系統看護学講座　解剖生理学　人体の構造と機能① 坂井　建雄　著者代表 医学書院

血液型と血液凝固の仕組み 血液型とは何かを理解し、血液凝固の仕組みを理解する

書籍名 著者 出版社

12 呼吸の生理 呼吸運動の生理がわかる

13 呼吸運動の調整と病態 呼吸運動と呼吸調節についての生理が理解できる

14 血液　血液の組成と機能 血液の組成と機能について、主な検査数値とともに理解する

15

11 呼吸器系の構造 呼吸器の概観がわかる

9 腸での消化と吸収
腸での消化、主に肝臓、膵臓の役割とともに理解し、三大栄
養素について消化吸収の説明ができる

10 消化のまとめ　消化器官と神経支配
消化器について、内分泌、自律神経系の作用をまとめて理
解できる

8 胃での消化と吸収 胃の構造を理解し、胃の様々な機能について説明できる

6 消化と吸収の概要 消化器について概要を理解する

7 口腔内の解剖と機能　嚥下 口腔～咽頭～食道までの構造と機能について理解

4
基礎知識 その４ 細胞生化学（タンパク質合成とATP合
成）

細胞内で行われるタンパク質合成やATP合成について理解
する

5 基礎知識 その５ 水の出納 人体における水の出入りについて簡単に理解する

2 基礎知識 その２ 生体を構成する物質 生体を構成する物質の基本的な化学構造について理解する

3 基礎知識 その３ 細胞生理学 細胞やDNAの概略、人体を構成する４つの組織を理解する

1 基礎知識 その１ オリエンテーション 解剖生理学概略 専門用語、単位、ミクロからマクロまでの概略を理解する

無

   人間の基本的な体の仕組みを学問する「解剖学・生
理学」を1年間で学習していく。解剖学・生理学を学習
することで今後学んでいく疾病障害についての考え方
の基礎をしっかりと構築する。

・人間を構成している細胞や組織の仕組みを正しく理
解する。

・身体の機能を維持している筋肉・神経・各臓器に働き
を理解する。

・各器官のお互いの関係を学習し、最終的には統合的
に体の仕組みを理解する。

担当 村瀬　ひろみ 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

解剖生理学Ⅰ

作業・言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 解剖生理学Ⅱ

無

人体の構造と機能について、基礎から学習していく。解
剖学及び生理学を学習することで、今後学んでいく疾
患や障害についての基礎を身につける。特に解剖生理
学Ⅱにおいては、心臓の機能、腎臓の機能、ホルモン
や生殖についてなどを中心に学習する。

・人体における血液の循環とその調節について正しく
理解する。　・体液の調節、腎臓の仕組みと尿の生成
についてその働きを理解する。　・ホルモンや自律神経
を用いた内臓機能の教説について理解する。　・生殖と
発生、老化について学ぶ。

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 児玉　順子
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2
心臓の拍出機能について 心臓の興奮と伝播。心電図の仕組み、心拍出量と血圧につ

いて。

3
末梢循環系の構造 血管の構造。肺循環と体循環。

回数 授業内容 学習目標

1
心臓の機能と構造 心臓の解剖と弁の仕組み、心臓の血管と神経について

6
排尿路について 排尿路の解剖。尿の貯蔵と排尿調節について。

7
体液の調節 水の出納、脱水と電解質異常について。酸塩基平衡の調

節。

4
血液循環の調節 血液循環の調節（血流と血圧の調節方法）微小循環と循環

器系の病態生理について。

5
腎臓の構造と機能 腎臓の構造と糸球体について。尿細管の構造と機能。

10
内分泌ホルモンの働き１ 視床下部・脳下垂体、甲状腺と副甲状腺から分泌されるホ

ルモンについて

11
内分泌ホルモンの働き２ 膵臓、副腎、性腺から分泌されるホルモンについて

8
中間試験 １回から７回までの内容についての中間試験を行う。

9
自律神経による内臓機能の調節 自律神経による内臓機能の調節についての解剖学と調節方

法。

14
授精と胎児の発生 授精と胎児の初期発生、妊娠中の母体の変化について。

15
成長と老化 小児の成長と老化現象について。

12
男性生殖器とホルモン 男性生殖器の構造とその機能について

13
女性生殖器とホルモン 授精生殖器の構造とその機能について。また性周期とホル

モンの関係について。

書籍名 著者 出版社

教科書

専門基礎分野　解剖生理学　人体の構造と機能１ 坂井建雄・岡田隆夫・宇賀貴紀 医学書院

成績評価
方法

中間試験及び期末試験の合計点及び、出席日
数、授業態度により評価する。 履修上の

注意

十分に予習を行い授業に臨むこと。また授業後は
復習を行い次回の授業に備える事。

実務経験
紹介

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．授業内の確認テスト（10%）
２．期末試験（90%）

履修上の
注意

・タブレットを持参すること。
・授業終わりに確認テストを配布する。次の授業
前までに問題を解いておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

標準理学療法学・作業療法学[専門基礎分野]　解剖学 野村 嶬（編） 医学書院
系統看護学講座 人体の構造と機能[1] 解剖生理学 坂井建雄（編） 医学書院

体幹後面の筋の起始・停
止・作用・支配神経が説明で
きる

11
筋学総論 骨格筋の構造と収縮機構が

説明できる 23
まとめ 授業全体を通した内容のま

とめができる

10
関節と靱帯②各論 身体各部の骨の連結が説

明できる 22
体幹の筋③体幹後面

書籍名 著者 出版社

教科書

12
上肢の筋①上肢帯

8
下肢帯・下肢の骨② 下腿・足根・足部の骨の形

態的特徴が説明できる 20
体幹の筋①頭部頚部 頭頚部の筋の起始・停止・

作用・支配神経が説明でき
る

6

7

上肢帯・上肢の骨② 前腕・手根・手指の骨の形
態的特徴が説明できる 18

下肢の筋③下腿 下腿の筋の起始・停止・作
用・支配神経が説明できる

下肢帯・下肢の骨① 下肢帯・大腿の骨の形態的
特徴が説明できる 19

下肢の筋④足 足の筋の起始・停止・作用・
支配神経が説明できる

上肢帯の筋の起始・停止・
作用・支配神経が説明でき
る

9
関節と靱帯①総論 関節の構造と機能が説明で

きる 21
体幹の筋②胸部腹部 胸腹部の筋の起始・停止・

作用・支配神経が説明でき
る

4

5

胸郭の骨 胸郭の構成と骨の形態的特
徴が説明できる 16

下肢の筋①下肢帯 下肢帯の筋の起始・停止・
作用・支配神経が説明でき
る

上肢帯・上肢の骨① 上肢帯・上腕の骨の形態的
特徴が説明できる 17

下肢の筋②大腿 大腿の筋の起始・停止・作
用・支配神経が説明できる

2

3

頭蓋の骨 頭蓋の構成と骨の形態的特
徴が説明できる 14

上肢の筋③前腕 前腕の筋の起始・停止・作
用・支配神経が説明できる

脊柱の骨 脊柱の構成と椎骨の形態的
特徴が説明できる 15

上肢の筋④手 手の筋の起始・停止・作用・
支配神経が説明できる

1

医療専門職にとって人体の正常な構造と機能を正しく
理解することは必須である。本授業では、人体の運動
の基礎となる骨、関節、筋の構造と機能について学修
する。

骨格総論 骨格と骨の構造、骨の発
生・成長が説明できる

骨の名称や部位、形態的特徴など、骨の構造と機能
に関する基礎知識を習得する。
骨格筋の構造と作用、神経支配など、骨格筋の構造と
機能に関する基礎知識を習得する。
身体各部の関節に関する基礎知識を習得する。

授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標回数

13
上肢の筋②上腕 上腕の筋の起始・停止・作

用・支配神経が説明できる

講義

教員の
実務経験

解剖生理学Ⅲ

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

無

単位数 2 時間数 45 学年/学科

必修 科目名

担当 非常勤講師 無
企業等

との連携
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．授業内の確認テスト（10%）
２．期末試験（90%）

履修上の
注意

・タブレットを持参すること。
・授業終わりに確認テストを配布する。次の授業
前までに問題を解いておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

系統看護学講座 人体の構造と機能[1] 解剖生理学 坂井建雄（編） 医学書院
標準理学療法学・作業療法学[専門基礎分野]　解剖学 野村 嶬（編） 医学書院

体表面から骨格を触知で
きる

11
末梢神経系②脊髄神経（下
肢）

脊髄神経（下肢）の種類
と機能が説明できる 23

まとめ 授業全体を通した内容のま
とめができる

10
末梢神経系①脊髄神経（上
肢・体幹）

脊髄神経（上肢・体幹）の
種類と機能が説明できる 22

体表解剖

書籍名 著者 出版社

教科書

12
末梢神経系③脳神経Ⅰ〜
Ⅵ

8
神経伝導路①上行性神経
路

上行性神経路の経路と
機能が説明できる 20

感覚器系④味覚と嗅覚 味覚・嗅覚の概要が説明
できる

6

7

中枢神経系④大脳皮質 大脳皮質の構造と機能
が説明できる 18

感覚器系②目の構造と視覚 目の構造と視覚の概要
が説明できる

中枢神経系⑤大脳基底核 大脳基底核の構造と機
能が説明できる 19

感覚器系③耳の構造と聴
覚・平衡覚

耳の構造と聴覚・平衡覚
の概要が説明できる

脳神経（Ⅰ〜Ⅵ）の種類
と機能が説明できる

9
神経伝導路②下行性神経
路

下行性神経路の経路と
機能が説明できる 21

感覚器系⑤痛み 痛みの伝導路とメカニズ
ムが説明できる

4

5

中枢神経系②脳幹と小脳 脳幹・小脳の構造と機能
が説明できる 16

感覚器系①皮膚と体性感覚 皮膚の構造と機能が説
明できる

中枢神経系③間脳と大脳半
球

間脳・大脳半球の構造と
機能が説明できる 17

生体の防御機構 免疫のメカニズムが説明
できる

2

3

興奮の伝導と伝達 神経系における興奮の
伝達・伝導が説明できる 14

自律神経系 交感神経・副交感神経の
経路と機能が説明できる

中枢神経系①脊髄 脊髄の構造と機能が説
明できる 15

体温調節 体温に関する基礎知識
が説明できる

1

医療専門職にとって人体の正常な構造と機能を正しく
理解することは必須である。本授業では人体における
情報伝達の基礎となる神経系、感覚器系の構造と機
能について学修する。併せて、生体の防御機構や恒
常性維持に必要な体温調節についても学ぶ。

神経系総論 神経系の構成、ニューロ
ンの構造が説明できる

中枢神経系、末梢神経系、自律神経系の構造や機能
に関する基礎知識を習得する。
感覚器系の構造と機能に関する基礎知識を習得す
る。
生体の防御機構と体温調節に関する基礎知識を習得
する。	

授業内容 学習目標 回数 授業内容 学習目標

13
末梢神経系④脳神経Ⅶ〜
Ⅻ

脳神経（Ⅶ〜Ⅻ）の種類
と機能が説明できる

講義

教員の
実務経験

解剖生理学Ⅳ

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

無

単位数 2 時間数 45 学年/学科

必修 科目名

担当 非常勤講師 無
企業等

との連携
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1.授業態度・参加度(30%)
2. 最終レポート (70%) 履修上の

注意

積極的に授業に参加すること。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

必要な資料は、 適宜配布する。

8 総まとめ
医学概論の講義で学んだ知識が、どのように実臨床と関連
するのか、総復習する。

書籍名 著者 出版社

6 日本の研究不正の現状と背景
第一回 「日本の現状と欧米型倫理観」の後半から引き続
き、 医学分野における日本の研究不正の現状の紹介と研
究不正が横行する理由についての考察行う。

7 医療従事者にはなぜ高い倫理観が求められるのか
第二回 「日本の研究不正の現状と背景」 を入口に、医療従
事者になぜ高い倫理観が求められるのかについて考え、利
益相反の観点から議論を行う。

4 多職種連携
医療分野における多職種連携の内容やその重要性を理解
する。

5 日本の現状と欧米型倫理観

倫理観・倫理基準は文化や時代、社会背景により変化する
ものである。なぜ、そのような倫理観が求められているの
か、また、 相対的に非倫理的な行動に出る人がいるのかの
理解を深めるために、日本及び海外、特に欧米の文化社会
的背景について学ぶ。

2 コミュニケーション コミュニケーションの方法やその重要性を理解する。

3 レポートの書き方・読みやすい文章の書き方
レポートの書き方・読みやすい文章の書き方を学び、実践し
て今後のレポート作成に活かす。

1 オリエンテーション
医療を実践する上で、重要な概念の基礎事項について理解
する。

無

  医療を実践する上で、重要な概念である、コミュニ
ケーション、他職種連携、レポートの記載、研究不正、
倫理観など の基本について概説する。倫理観につい
ては、単に日本国内にとどまらず、国際的な視野に
立った倫理観について概説する。

・リハビリテーション医学における、コミュニケーションと
レポートの記載、他職種連携の実践方法について理
解する。
・国際的な視野に立った倫理観を理解する。

担当 非常勤講師(百渓 江、西本 新)、 小林 誠 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

医学概論

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 病理学

無

・病理学は、医学・医療において「基礎」と「臨床」の境界領域に位置
する学問であり、疾病に関する「何(what)」と「なぜ(why)」を追及する

学問であり、科学としての医学・医療(≒EBM)の基礎となる学問であ

る。
　この講義では、疾病一般に関する捉え方の基本としての「病理学
総論」を中心に説明し、疾病現象を理解するために必要な基本概念
や基本用語を体系的に説明するとともに、common diseaseについて
の基本的知識についての学習の機会を提供する。
　リハビリテーションは障害を軽減させ、残存能力を高め、社会への
再適応を促進する目的で展開されるものであり、疾病の「三次予防」
として位置づけられる。

　これを適時・的確に行うには、正常状態での構造や機能（解剖・生
理）の知識の基盤の上に、障害発生に関連する疾病について体系
的に理解し、基本事項を身につけておくことは必要であると同時に有
用なものであるからである。

【到達目標】
・病理学総論に関連して、疾病に共通する現象や疾病に関する基本
概念・基本用語について体系的に理解し、記憶し、説明できる。

・病理学各論に関して、代表的な疾患（副読本で取り上げている約
50の疾患についての基本事項を病理総論と関連づけながら体系的
に理解し、記憶し、簡潔に説明できる。

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 森本　宏志
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2
病とは何か。医学・医療における病理学の位置づけ。病因論と
EBM・・・科学としての医学・医療、研究法と倫理的制約・限界

疾病と健康の定義と関係について説明できる。病理学の医学体系
上の位置づけ、病理学の体系（総論各論）について説明できる。

3 病因分類、疾病の基本分類と病理総論体系
EBMと病理学の関係について説明できる。病因分類および疾病の
基本分類と病理総論体系を生命の定義に関連づけて説明できる。

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション（講義の進め方と目標、課題について、単
位認定試験について等）。病理学の体系について

この病理学講義の目標や講義の進め方、評価方法について理解
できる。各自が病理学を学ぶことの意義について確認できる。

6 循環障害（１）：局所の循環障害（１）
循環障害の体系上の位置づけを説明できる。循環系の略図が描
ける。充血、うっ血、出血、血栓症、塞栓症について説明できる。

7 循環障害（２）：局所の循環障害（２）、全身性循環障害
虚血、梗塞、側副循環の障害について説明できる。血栓症の原因
とDICの関連が説明できる。ショックについて説明できる。

4
疾病の基本プロセス（侵害刺激と生体の基本的反応）（１）
：萎縮と肥大、化生と変性

侵害刺激の例として酸素の欠乏と過剰への生体の反応を説明でき
る。侵害刺激に対する反応の全体構造を説明できる。

5
疾病の基本プロセス（侵害刺激と生体の基本的反応）（２）
：壊死、組織の修復と再生、治癒

疾病と病変の区別、基本病変である萎縮、肥大、変性、壊死と関連
病変、および組織の修復・再生治癒について説明できる。

10
炎症と免疫（３）
：移植、再生医療

移植と再生医療とその課題について、免疫の基本性質と関連づけ
て説明できる。

11 代謝障害
代謝障害の体系上の位置づけを説明できる。代謝障害に該当する
基本疾患の例を挙げることができる。

8
炎症と免疫（１）
：炎症と免疫の関係、炎症の基本過程と炎症の形態的分類

生体防御反応としての炎症と免疫の関係を説明できる。炎症の基
本過程と炎症の形態的分類を関連づけて説明できる。

9
炎症と免疫（２）
：免疫と免疫の異常（免疫不全、アレルギー、自己免疫疾患）

免疫の基本的性質と疾患の関係について説明できる。免疫の異常
としての免疫不全、アレルギーとその分類について説明できる。

14 腫瘍（１）
腫瘍の定義について説明できる。腫瘍の本質と遺伝子異常の関係
について説明できる。腫瘍の性質と分類について説明できる。

15 腫瘍（２）、腫瘍と感染症の関係
腫瘍のライフサイクルについて説明できる。腫瘍の診断と治療につ
いて概要を説明できる。腫瘍を感染症と比較して説明できる。

12
先天異常と遺伝子の異常（１）
：先天異常と遺伝子異常の関係

先天異常と遺伝子異常の関係を説明できる。個体発生と先天異常
の分類、及び催奇形因子の影響程度の違いを説明できる。

13 先天異常と遺伝子の異常（２）
遺伝子の異常について、保因者頻度、顕性と潜性、優性と優生の
違い、遺伝子多様性保護の意義等について説明できる。

書籍名 著者 出版社

教科書

【主】　系統看護学講座　専門基礎 大橋　健一 / 矢澤　徹 /
　疾病のなりたちと回復の促進[1]　病理学　第6版 藤原　正親 / 柴原　純二 （著） 医学書院
【副】　学生のための疾病論

成績評価
方法

1．期末試験(100%)
2．出席（期末試験受験資格としてのみ評価）
3．各回課題(０％:各回の出席の証拠として評価
　 するが、最終成績の点数へは反映させない
   （形成的評価）。

履修上の
注意

・毎回の授業開始後５分、終了前５分で小テスト、
振り返りアンケートを行いその提出で出席確認と
する。

実務経験
紹介

参考
図書等

　人間が病気になるということ(第2版) 井上　泰 （著） 医学書院

人体の構造と機能（第4版） エレインN．マリープ（著）
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

平野試験（30％）、正司試験（40％）、
レポート（30％）

履修上の
注意

授業に出席し、内容をよく理解し一定の成績を上
げることに努めること。
施設見学では頭髪、服装、態度に気をつけるこ
と。タブレットの目的外使用があった場合は、座席
を指定させていただきます。

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり。

参考
図書等

教科書

・プリントを配布する

聴覚施設見学 聴覚施設での聴覚業務内容を理解し、レポートにして報告
することができる。

書籍名 著者 出版社

12
気導聴力検査② 気導聴力検査が実施できる。

13
骨導聴力検査 骨導聴力検査の流れを理解し、実施できる。

14
施設見学実習前オリエンテーション 施設見学実習前の事前説明を理解し実践することができ

る。

15

11
気導聴力検査① 気導聴力検査の検査順序や流れを理解する。

9
聴覚機能検査① 聴覚機能検査の目的や実施者について理解を深める。

10
聴覚機能検査② 聴覚機能検査の種類について説明できるようになる。

8
聴器と平衡器の病態 聴覚機能の・病態について理解を深める。

6
内耳の解剖生理（前庭・半規管）
聴覚路と前庭神経路・聴覚中枢

内耳の前庭と半規管の機能・構造について理解を深める。
聴覚路と前庭神経路・聴覚中枢について理解を深める。

7
聴器と平衡器の機能 聴器と平衡器の機能について理解を深める。

4
内耳の解剖生理（蝸牛1） 内耳の蝸牛構造について理解を深める。

5
内耳の解剖生理（蝸牛2） 内耳の蝸牛機能について理解を深める。

2
外耳の解剖生理 外耳の構造について理解を深める。

3
中耳の解剖生理 中耳の構造について理解を深める。

回数 授業内容 学習目標

1
聴覚系の概要 聴覚系の基本構造について理解を深める。

無

聴覚と平衡機能系の構造、疾患、治療について基本
的な理解を深めることを目的とする。
聴覚施設の業務内容を把握する。

聴覚系の構造、疾患、治療について基本的な知識を
習得することを目標とする。
聴覚施設を見学し、聴覚業務内容をレポートで報告す
ることが出来る。

担当 平野　春樹、正司　真規
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

聴覚系の構造・機能・病態

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名

講義1年
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1 . 授業内レポート(30%)
2 . 試験(70%) 履修上の

注意

授業内レポートについて：授業で学んだ内容を，自分が
どの程度説明できるかを確認するための振り返りレ
ポートを3回実施します(平常点:30点＝10点×3回)。加
えて，8回目終了後に試験（70％）を実施します。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

はじめて出会う心理学(第3版) 長谷川寿一・東條正城・大島尚 他著 有斐閣アルマ

8
ストレスとメンタルヘルスケア
 (基本モデルといくつかの理論的立場からの説明)

ストレスの基本的な概念と援助理論の基本的な理論につい
て理解し説明できる（ストレスの発生メカニズム，防衛機制を
含む）

書籍名 著者 出版社

6
，感情の理論，パーソナリティ理論
 (特性論と因子論およびいくつかのパーソナリティ理
論)

・感情の生起メカニズムやその理論，及びパーソナリティ理
論とそ分類について理解し説明できる（特性論と因子論，
ビッグファイブを含む）

7
知能
 (古典的理論と現代的理論) : レポート③

知能の理論と知能の発達段階における特徴について理解し
説明できる（ピアジェの発生的認識論，多重知能理論含む）

4
心の発達③
 (エリクソンの理論を中心に) ：レポート②

エリクソンの個体発達分化の図式（漸成的発達論）について
各段階の特徴を理解し説明できる

5
動機づけ
 (動機づけの種類とその意味づけ)

動機づけの概念，行動との関連，動機づけと葛藤について
理解し説明できる（マズローの欲求階層説，自己決定論も含
む））

2
心の発達➀
 (アタッチメント理論を中心に)

発達の基本的な捉え方，乳児の研究方法，アタッチメントの
基本概念と研究方法おおび個別スタイルの特徴について説
明できる。

3
心の発達②
 (社会的な心：他者との共有）

共同注意，心の理論について理解し説明できる

1
心理学とは (心理学の特徴、歴史、データの収集方法)
: レポート➀

心理学の歴史の概要，初期の主要3学派の特徴，基本的な
研究方法について理解し説明できる

無

人のこころを理解する基礎的な視点について学ぶこと
を目的とする。特に、個人差や社会への適応とかかわ
る領域を取り扱う。その際、身近な題材も講義の中に
取り入れることで、心理学を身近なものとして理解し、
臨床現場での対象者の理解に生かせるように学んで
いきます。

・心理学の基礎的な概念や理論について理解し説明
ができる。
・心理学の中でも特に個人差のかかわる領域に関する
概念やその研究方法について理解し説明ができる。
・臨床的な場や日常的なことに関連付けて心理学的な
概念を理解し説明できる。

担当 恒吉　徹三 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

心理学

理学・言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 臨床心理学

無

臨床心理学とは何かを教科書で学び、病者や家族の
心理・援助の実際についてビデオや資料を用いて学
ぶ。

・人間の精神世界について知り、人間の行動の背景に
ある思いへの理解を深める。
　・患者、家族の闘病生活の一部を知ることにより、実
際の接し方についての理解を深める。
　・テーマごとの資料から他者の考えに触れることによ
り、物事を多面的に捉える力を身につける。
　・自分の考えをまとめ、他者に伝える力を育てる。

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 桒原　郁子
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2 ビデオ・資料：病気を持つ子ども達の心理について
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

3 心理援助の基礎を学ぶ-人格理論 人格理論について理解する

回数 授業内容 学習目標

1 臨床心理学とは 臨床心理学の概要・定義について理解する

6 ビデオ・資料：児童虐待について
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

7
対象を理解する-心理アセスメント：知能検査・発達検
査

知能検査や発達検査等のそれぞれの目的や概要について
理解する

4 ビデオ・資料：出生前診断について
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

5 心理援助の基礎を学ぶ-発達理論 発達理論について理解する

10 ビデオ・資料：ALS患者と家族の実際
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

11 心理援助の方法を知る-心理療法Ⅰ 心理療法について理解を深める

8 ビデオ・資料：発達障害について
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

9
対象を理解する-心理アセスメント：人格検査・その他
の心理検査

人格検査等の目的や概要について理解する

14 ビデオ・講義：がん看護の実際
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

15 講義・ビデオ・資料：終末期訪問医療の実際
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

12 ビデオ・資料：認知症介護の実際
ビデオ・資料を視聴しテーマについて理解を深め、考えをま
とめることができる

13 心理援助の方法を知る-心理療法Ⅱ 心理療法について理解を深める

書籍名 著者 出版社

教科書

心とかかわる臨床心理　第3版 ナカニシヤ出版

成績評価
方法

１．授業態度・ビデオ視聴感想文（４０％）
２．確認テスト（６０％）

履修上の
注意

・1コマ目は教科書に沿った授業を行い、2コマ目はビデオを視
聴した後、感想文を書く
・感想文が評価の対象となるので必ず提出すること
・毎回出される感想文のまとめ、新聞資料には目を通しておく
こと

実務経験
紹介

参考
図書等

ビデオ感想文のまとめ資料とテーマごとの新聞資料
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

　出席（欠格）条件を満たした者に期末筆記試験
を行い、評価割合は筆記試験を100%とする。 履修上の

注意

特になし

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

言語学入門 佐久間淳一・加藤重広・町田健 研究社
ISBN：9784327401382

まとめと国試過去問に挑戦：講義のまとめを行う。ま
た、言語聴覚士国家試験過去問題の中から言語学関
係の問題をいくつか選んで解かせ、解説を行う。

学んだ言語学の基礎知識によって、国試の一部も解けるよ
うになる。

書籍名 著者 出版社

12
語用論 語用論とは何かを理解する。

13
言語変種 個人語、地域方言、社会方言などの言語のさまざまな変種

について考える。

14
歴史・比較言語学 言語がどのように変化するかを考え、言語の歴史をさかの

ぼる方法について学ぶ。

15

11
意味論：句や文の意味 句や文の意味の分析方法を理解する。

9
生成文法の統語論 生成文法の統語理論の基礎を学ぶと同時に、文法のあるべ

き姿について考える。

10
意味論：語の意味 語の意味の分析方法を理解する。

8
変形生成文法について 変形生成文法の基本的な考え方を理解する。

6
語形成 語形成のメカニズムを理解する。

7
統語構造 文の意味を理解するのに不可欠な、文の統語構造について

学ぶ。

4
音素と超分節素 意味区別に役立つ最小単位である「音素」とは何か、また、

アクセントやイントネーションとは何かを理解する。

5
形態素について 意味を有する最小単位である「形態素」について理解する。

2
言語の類型と言語学の諸分野 言語的特徴に基づいて設定された言語の分類、及び言語

の研究分野について理解する。

3
音声器官、母音と子音 言語音が作られる仕組み、並びに母音の体系や子音の分

類基準などを学ぶ。

1
言語の特性と言語学の対象 言語とは何で、どのような性質や特徴があるのか、また、言

語学が分析の対象とするのはどのようなことかを知る。

無

　人間の言語の特徴及び構造と体系、並びにその分
析方法について、なるべく日本語の例を用いながら、
論じていく。また、一方的な講義にならないように、講
義の内容に関連した練習問題を適宜課すようにする。

  言語学・言語研究の基礎知識をしっかり身につける。

担当 太田　聡 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 2 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

言語学

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

　出席（欠格）条件を満たした者に期末筆記試験
を行い、評価割合は筆記試験を100%とする。 履修上の

注意

特になし。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

たのしい音声学 竹内京子・木村琢也（著） くろしお出版
ISBN：9784874247884

まとめと補足 日本語の発話サンプルを発音記号で書き取れるようにな
る。

書籍名 著者 出版社

12
音素 音素の理解を深める。

13
音節・モーラ 音節及びモーラという単位を理解・習得する。

14
アクセントとイントネーション アクセントとは何か、イントネーションとは何かを理解する。

15

11
様々な音声現象 母音の無声化、子音の（硬）口蓋化、母音の鼻音化などを理

解する。また、二重母音と連母音の違いを理解する。

9
子音を見てみよう　その２ VOTとは何か、ローカスとは何かを理解する。

10
子音を見てみよう　その３ 鼻音やラ行子音やヤ行子音の特徴を知る。

8
子音を見てみよう　その１ パラトグラムの使い方、及び声帯の動きの観察方法などを

覚える。

6
母音を見てみよう　その１ 母音の音声波形について理解する。

7
母音を見てみよう　その２ サウンドスペクトグラムを読み取れるようになる。

4
発音記号を覚えよう　その２ IPAの主に子音を覚える。

5
音を目で見てみよう 音響分析ソフトを使って音声を目で見る方法を学ぶ。

2
発声のしくみ 音（オン）はどうやって出ているのかを理解する。

3
発音記号を覚えよう　その１ 国際音声記号(International Phonetic Alphabet: IPA)の主に

母音を覚える。

1
音声学とは? 音声学とは何かを理解する。

無

 　人間言語の音声の特徴、人が音声を発するメカニズ
ム、音声の分析方法などを、できるだけ日本語の例を
中心に据えて、紹介していく。また、講義の内容理解を
深めてもらうために復習テストを解いてもらう。さらに、
適宜、国試の過去問にも挑戦してもらう。

 　音声学の基礎知識と音声分析の基礎技能を身につ
け、発話のサンプルを発音記号で表記できるようにな
る。

担当 太田　聡 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 2 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

音声学

言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 言語発達学

無

子どもたちがどのように言語、コミュニケーションを獲
得していくかについて、新生児期から学童期まで幅広く
典型発達を学ぶ。

１．言語発達を支える基盤、言語獲得理論を理解する
２．新生児期～学童期までの典型発達を理解する
３．新生児期～学童期までの発達の流れを説明するこ
とが
　　できる
４．言語聴覚障害を理解する上での知識を得る

言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 今村　真由香
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 2 時間数 30 学年/学科 1年

2
言語発達を説明する理論 学習説、生得説を理解する

3
言語発達を説明する理論 認知説、社会的相互交渉説を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
言語とは何か 言語について理解する

6
前言語期
認知機能の発達

前言語期の発達を認知機能の側面から理解する

7
前言語期
発声および音声の発達

前言語期の発達を発声および音声の発達の側面から理解
する

4
前言語期
コミュニケーション行動の発達

前言語期の発達をコミュニケーション行動の側面から理解
する

5
前言語期
コミュニケーション行動の発達

前言語期の発達をコミュニケーション行動の側面から理解
する

10
１～２歳児の言語発達 １～２歳児の言語発達を理解する

11
幼児期の言語発達 幼児期の子どもの言語発達を理解する

8
前言語期
言語音知覚の発達

前言語期の発達を言語知覚の発達の側面から理解する

9
１～２歳児の言語発達 １～２歳児の言語発達を理解する

14
学童期の言語発達 学童期の子どもの言語発達を理解する

15
学童期の言語発達 学童期の子どもの言語発達を理解する

12
幼児期の言語発達 幼児期の子どもの言語発達を理解する

13
幼児期の言語発達 幼児期の子どもの言語発達を理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

Crosslink言語聴覚療法学テキスト言語学・言語発達学 岩田一成（編集） メジカルビュー社

成績評価
方法

小テスト（30％）
期末試験（70％） 履修上の

注意

テキストを使用して講義を進めますので毎時間持
参すること

実務経験
紹介

参考
図書等

最新言語聴覚学講座　言語発達障害学 石坂郁代、水戸陽子（編著） 医歯薬出版
標準言語聴覚障害学　言語発達障害学第３版 玉井ふみ、深浦順一（編集） 医学書院
言語聴覚士のための基礎医学　音声学・言語学第２版 今泉敏、小澤由嗣（編集） 医学書院

- 25 -



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

 期末試験(100%)

履修上の
注意

積極的に授業に参加することを望む。

実務経験
紹介

参考
図書等

適宜紹介

書籍名 著者 出版社

教科書

新・社会福祉とは何か 大久保　秀子　著 中央法規

14
児童福祉から児童家庭福祉へ 児童福祉から児童家庭福祉について理解できる

15
地域共生社会への展望 地域共生社会への展望について理解できる

12
自立支援給付と地域支援事業 自立支援給付と地域支援事業について理解できる

13
少子化の進行と支援政策 少子化の進行と支援政策について理解できる

10
障害者の自立と福祉 障害者の自立と福祉について理解できる

11
障害者の生涯保障の理念 障害者の生涯保障の理念について理解できる

8
介護保険制度の仕組 介護保険制度の仕組について理解できる

9
高齢者の住まいと介護の提供 高齢者の住まいと介護の提供について理解できる

6
高齢者の生活と福祉 高齢者の生活と福祉について理解できる

7
高齢者介護を支える制度 高齢者介護を支える制度について理解できる

4
最低保障と生活保護 最低保障と生活保護について理解できる

5
生活保護の種類 生活保護の種類について理解できる

1 時間数 30 学年/学科 1年

2
社会福祉を支える原理 社会福祉を支える原理を理解できる

3
社会保障の仕組 社会保障の仕組

回数 授業内容 学習目標

1
社会福祉の概念 社会福祉の概念を理解できる

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 社会福祉学

無

　「社会福祉の定義」「高齢者の生活と福祉」「障害者
の自立と福祉」「社会福祉の法」、以上の項目を中心
に、社会福祉士としての立場から講義する。

　医療従事者として必要な社会福祉の基礎知識につ
いて習得する。

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 服部　恭弥
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

・講義への参加内容・課題（40％）：
　講義中の発言やアクティブラーニングへの取り
組み、課題の評価など
・定期試験（60％）：試験結果
　定期試験で6割を満たさない場合は再試の可能
性があります

履修上の
注意

・事前学習として講義内容に該当する教科書の
部分に関して予習することを望む
・講義は3学科共通で行うため、積極的な参加、
共同が行えることを望む

実務経験
紹介

理学療法士として医療機関において、急性期・回
復期などの実務経験22年あり。

参考
図書等

【参考図書】
リハビリテーション概論　改定第4版 田島　文博 永井書店

教科書

はじめての講義　リハビリテーション概論のいろは 川手　信行 南江堂

関連法規について　概論まとめ 関連法規について復習するとともに、概論全体を通してまと
め、理解を深める。

書籍名 著者 出版社

12
事例に基づいた障害像の理解（演習） 障害を持ちながら自立した生活を送られている方に講演い

ただくことを通して、障害像について考えることができる。

13
生活を支える仕組み　社会保障制度 社会福祉、医療保健制度について理解できる。

14
関連法規について 医療法、理学療法士及び作業療法士法等の法規について

理解できる。

15

11
少子高齢化社会とリハビリテーション 高齢者施策、少子化対策、健康増進について理解すること

ができる。

9
ADL、QOLの概念と評価 ADL、QOLに関して知り、評価も含めて説明することができ

る。

10
在宅医療と在宅福祉　社会参加とリハビリテーション 地域リハビリテーションについて理解することができる。

8
医療の中での多職種の連携（演習） チーム医療、多職種連携などについて理解できる。

6
リハビリテーションの諸段階 医学的・職業的・社会的・教育的のリハビリテーションの段

階について理解できる。

7
リハビリテーションに関わる専門職種 リハビリテーション専門職のそれぞれの役割について理解

できる。

4
障害者の心理と障害受容 障害受容の過程を理解し、考えることができる。

5
インフォームド・コンセントと障害受容 インフォームド・コンセントの概念を理解し、障害受容につい

て考えることができる。

2
リハビリテーションの概念・理念・定義 リハビリテーションの概念やノーマライゼーションの考え方に

ついて理解できる。

3
健康と疾病とICF・ICIDH 障害分類について理解し、説明できる。

1
オリエンテーション　日本の現状 講義の進め方について理解できる。日本の状況、法律等に

ついて理解できる。

無

　生活の中で疾病や加齢の影響など、生活に制限を
有することは、誰しも可能性のあることです。リハビリ
テーションはその制限（障害）に対して身体的機能を回
復するための支援をするだけでなく、人間らしく生きる
権利を回復することに寄与する役割を担います。本科
目では、リハビリテーションの基本概念や歴史、リハビ
リテーションが関わる領域などについて学習します。さ
らに、法的制度や多職種連携といった役割を担うため
に必要な知識も学ぶことを目的とします。

・リハビリテーションに関連する用語を理解し、説明で
きる。
・保健医療福祉とリハビリテーションについて理解し、
説明できる。
・リハビリテーション専門職として、対象者に接する心
を身に着けることができる。
・専門職として多職種との連携について、チーム医療
の概念について説明することができる。
・自らの専門職としての業務、職域などを理解し、説明
することができる。

担当 楫野　允也 有
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 2 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

リハビリテーション概論

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態
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言語聴覚学科

1　年　次

専　門　分　野

◇失語症学Ⅰ

◇発達障害学Ⅰ

◇構音障害学Ⅳ（機能性）

◇成人聴覚障害学



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験：40％
小テスト：30％
実技試験：30%

履修上の
注意

特になし

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

失語症　臨床標準テキスト 種村純　編著 医歯薬出版
標準言語聴覚障害学　失語症学　第3版 藤田郁代　編集 医学書院
言語聴覚療法臨床マニュアル　改訂第3版 平野哲雄　編集 協同医書出版

教科書

標準失語症検査マニュアル　改訂第2版 日本高次脳機能障害学会 新興医学出版
病気が見える　第2版　Vol.7　脳・神経 メディックメディア
失語症　言語治療の基礎 紺野加奈江　著 診断と治療社

標準失語症検査　実技 標準失語症検査を実施できる

書籍名 著者 出版社

12 標準失語症検査（３） 標準失語症検査＜話す＞について理解し、実施できる

13 標準失語症検査（４） 標準失語症検査＜読む＞について理解し、実施できる

14 標準失語症検査（５） 標準失語症検査＜書く＞について理解し、実施できる

15

11 標準失語症検査（２） 標準失語症検査＜聞く＞について理解し、実施できる

9 失語症のタイプ分類（３） その他失語症のタイプについて理解する

10 標準失語症検査（１） 標準失語症検査の概要について理解する

8 失語症のタイプ分類（２） 古典的分類について理解する

6 失語症の症状（２） 喚語困難や錯語など失語症症状について理解する

7 失語症のタイプ分類（１） 古典的分類について理解する

4 言語モデル（２） 文字言語のモデルについて理解する

5 失語症の症状（１） 喚語困難や錯語など失語症症状について理解する

2 言語と脳機能/音と意味 言語と脳機能との関係、音韻、意味について理解する

3 言語モデル（１） 音声言語のモデルについて理解する

回数 授業内容 学習目標

1 失語症の定義/原因疾患/言語モダリティ 失語症の定義・原因疾患等について理解する

無

言語と脳の関係や言語情報処理メカニズムなどに基
づいて失語症という症候について学ぶ。
失語症の定義、原因疾患、症状などを理解し、評価・
臨床へ結びつけるための基礎知識を身に付ける。

１．失語症の定義や原因疾患、失語症状を理解・定着
させ、説明できる。
２．演習を通して、失語症検査法についても学ぶ。
３．失語症候群について理解を深める。

担当 川北淳一郎
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

失語症学Ⅰ

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義1年
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 発達障害学Ⅰ

無

「発達障害」について、代表的な障害について簡潔に
紹介し、評価・支援についての基本的な枠組みを学
ぶ。特定の検査バッテリーの評価手順を実際に経験し
て評価方法を会得するための基礎をつくる。また、次年
度の発達障害の各論の基礎とする。

・発達障害とはどういうものか、定義も含め概要を理解
する。
・発達障害児（者）に対しての評価について知ることが
出来る。
・発達障害児（者）に対して言語聴覚士がどのように支
援するか理解する。

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 今村　亜子
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2 言語発達障害の臨床、情報収集
臨床の基本姿勢を学び、アプローチについて知る。情報収
集の基本を理解する。

3 検査について
検査の位置付け、目的、対象領域、検査の流れを理解す
る。S-S法を例にて枠組みを理解する。

回数 授業内容 学習目標

1 言語発達障害とは
言語発達障害について、定義も含めて説明できる

6
評価のまとめ　評価から支援へ。ICFの発想
（演習）

評価のまとめとPDCAサイクルについて理解する。S -S法を
疑似体験する。

7 支援　発達段階に応じた指導
発達段階（水準）ごとの指導について述べることができる。

4 代表的な検査（１）
発達検査、知能検査、学習・認知の検査について理解する。

5 代表的な検査（２）
言語検査、自閉症スペクトラム障害/注意欠如・多動性障害
に用いられる検査について理解する

10 障害別支援　限局性学習障害
限局性学習障害の定義を述べることができる。症状を説明
できる。支援・指導について知る。

11 障害別支援　知的能力障害
知的能力障がいの定義を述べることができる。言語の遅れ
について説明できる。支援・指導について知る。

8 支援　環境調整
保護者に対する支援の心構えとSTの役割を理解する。関係
機関との協働の重要性を説明できる。面接の心構えを知る。

9 障害別支援　特異的言語発達障害
特異的言語発達障害と判断する根拠を述べることができる。
症状を説明できる。支援・指導について知る。

14 障害別支援　脳性麻痺、重複障害
脳性麻痺・重複障がいの定義を述べることができる。症状を
説明できる。支援・指導について知る。

15 まとめ
これまでの講義内容を理解する。

12 障害別支援　自閉症スペクトラム障害
自閉症スペクトラム障害の定義を述べることができる。コミュ
ニケーションの特徴を説明できる。支援・指導について知る。

13 障害別支援　注意欠如・多動性障害
注意欠如・多動性障がいの定義を述べることができる。症状
を説明できる。支援・指導について知る。

書籍名 著者 出版社

教科書

標準言語聴覚障害学　言語発達障害学第３版 藤田 郁代（監修） 医学書院
国リハ式＜S-S法＞言語発達遅滞検査マニュアル（改訂第4版） 小寺富子他編著 エスコアール

成績評価
方法

レポート課題（30％）　期末試験（70％）

履修上の
注意

毎講義時に「振り返りシート」を記入してもらい、自
分の中で講義のまとめをしていただきます。よっ
て、そのシートの作成も評価に含まれます。

実務経験
紹介

本領域において臨床経験あり。

参考
図書等

言語聴覚士のための言語発達障害学 第2版 石田宏代・石坂育代（編集） 医歯薬出版株式会社
言語聴覚療法臨床マニュアル　改訂第3版 平野哲雄ほか編集 協同医書出版社
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 構音障害学Ⅳ（機能性）

無

　小児の構音障害において代表的な機能性構音障害
について、概要ならびに評価・訓練法を学ぶ。
　また実技を通して必要な検査法等の知識・技能を身
に付ける。

１．機能性構音障害について理解し、説明できる
２．評価について理解し実施できる
３．訓練法を理解し、立案することができる

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 今村　真由香
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

2
誤り方の種類 誤り方の種類がわかる

3
特異な構音操作による誤り 特異な構音操作による誤りが理解できる

回数 授業内容 学習目標

1
基礎知識（構音とは、概要、定義） 基礎知識が理解できる

6
評価の流れ、評価（概要） 臨床の流れや評価の概要が理解できる

7
評価（構音検査以外の検査） 評価について理解をする

4
特異な構音操作による誤り 特異な構音操作による誤りが理解できる

5
特異な構音操作による誤り 特異な構音操作による誤りが理解できる

10
訓練法 訓練法を理解する

11
訓練法 訓練法を理解する

8
評価（新版構音検査）演習 新版構音検査ができるようになる

9
評価（新版構音検査）演習 新版構音検査ができるようになる

14
症例検討 症例について考え理解を深める

15
まとめ これまでの講義内容が理解できる

12
訓練法（演習） 訓練手技を習得する

13
訓練法（演習） 訓練手技を習得する

書籍名 著者 出版社

教科書

構音障害の臨床ー基礎知識と実践マニュアルー改訂第２版 阿部雅子 金原出版
言語聴覚士テキスト第４版 大森孝一（編集） 医歯薬出版
たのしい音声学 竹内京子、木村琢也 くろしお出版

成績評価
方法

小テスト（30％）
期末試験（70％） 履修上の

注意

15回の講義の中で２～３回程度小テストを行い、
知識の理解度と定着度をはかります。自宅での復
習や反復学習を推奨します。

実務経験
紹介

本領域において臨床経験あり

参考
図書等

標準言語聴覚障害学　発声発語障害学　第３版 熊倉勇美、今井智子（編集） 医学書院
構音訓練に役に立つ　音声表記・音素標記　記号の使い方ハンドブック 今村　亜子 協同医書出版社
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

小テスト（30％）
期末試験（70％） 履修上の

注意

遅刻や早退、欠席はしっかりチェックします。
タブレットの目的外使用があった場合は、座席を
指定させていただきます。

実務経験
紹介

言語聴覚士として医療機関で5年、通所介護施設で2年
の実務経験。補聴器販売店で1年間の研修経験があ
る。

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

病気がみえる　vol．13　耳鼻咽喉科 MEDIC　MEDIA
『聴力検査の実際　改定5版』 日本聴覚医学会　編 南山堂

聴覚補償について 聴覚補償の分類や用途を理解することができ、説明すること
ができる。

14
情報保障について 情報保障の分類や用途を理解することができ、説明すること

ができる。

15
音叉検査と要約筆記（演習） 音叉検査を理解し、実践ができることを目標とする。また、要

約筆記の理解を深める。

10
内耳疾患について　補充現象を中心に 内耳疾患における補充現象の疾患について理解・説明がで

きる。

11
内耳疾患について　老人性難聴を中心に 内耳疾患におけるの老人性難聴について理解・説明ができ

る。

12
内耳疾患について　その他の障害を中心に 内耳疾患や後迷路性難聴などの疾患について理解・説明が

できる。

13

8
外耳疾患について 外耳疾患を理解・説明ができる。

9
中耳疾患について 中耳疾患を理解・説明ができる。

6
クロスヒアリングについて クロスヒアリング（陰影聴取）についての基本的な説明がで

きる。

7
中間試験 1～7回の授業で習得した知識について説明できるか確認を

行う。

4
面積比とテコ比について 中耳にある鼓膜とアブミ骨底の面積比、ツチ骨とキヌタ骨の

てこ比についてdBや倍数を説明できる。

5
骨導音・気導音について 標準純音検査についての基礎的な知識が習得できる。

2
中耳の解剖と生理 中耳の解剖と生理を理解・説明ができる。

3
内耳の解剖と生理 内耳の解剖と生理を理解・説明ができる。

回数 授業内容 学習目標

1
外耳の解剖と生理 外耳の解剖と生理を理解・説明ができる。

無

成人を対象とした聴覚障害とそのリハビリテーションや
支援について基礎知識と概要を学ぶ。

・一般目標
成人聴覚障害の疾患や聴覚の解剖生理を学ぶ
･行動目標
聴覚器の解剖・生理について説明できる。
外耳～大脳までの音の流れを説明できる。
各障害の聴覚系のどこの部位の障害かを区別でき
る。　　　　　　音叉検査が実施判別できる。
標準純音聴力検査の概要が理解できる。

担当 平野　春樹
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 1年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 成人聴覚障害学

言語 学期 後期 授業形態 講義
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言語聴覚学科

◇情報科学Ⅱ

2　年　次

基　礎　科　目

◇英語Ⅱ（医学英語）

◇英語Ⅳ（文献Ⅱ）

◇社会学



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

出席点(10点)+期末試験(各90点)＝100点

履修上の
注意

・必ず教科書と辞書(電子辞書可、スマートフォン
不可)を持参すること。
・解剖学の知識がある前提で授業を進めるため、
復習を行っておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

ステッドマン医学大辞典 メジカルビュー社

教科書

医療従事者のための医学英語入門 清水　雅子 (著) 講談社

8  総復習
・これまでの授業を総復習し、習熟度を確認する。
・試験に備える。

書籍名 著者 出版社

6  CHAPTER 8 The Urinary System
・泌尿器について理解する。
・消化器について復習し、知識を定着させる。

7  CHAPTER 9 The Nervous System
・神経系について理解する。
・泌尿器について復習し、知識を定着させる。

4  CHAPTER 4 The Circulatory System
・循環器について理解する。
・筋肉について復習し、知識を定着させる。

5  CHAPTER 7 The Digestive System
・消化器について理解する。
・循環器について復習し、知識を定着させる。

2  CHAPTER 2 The Skeletal System
・骨格について理解する。
・人体について復習し、知識を定着させる。

3  CHAPTER 3 The Muscular System
・筋肉について理解する。
・骨格について復習し、知識を定着させる。

1
 ガイダンス(自己紹介、授業の進め方など)
 CHAPTER 1 The Human Body

・医学英語とは何かを認識する。
・英文の構造に触れながら、人体について理解する。

無

　通常の英語ではあまりなじみのない医学英語に慣れ
るため、まず医学英単語について学び、各臓器につい
て解説してある教科書を読む。

・医学英単語の基本的な構成要素を理解する。

・英文の構造を意識しながら、和訳する。

・英文を通して、テキストの各単元の内容を理解する。

担当 齋藤　由華 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

英語Ⅱ（医学英語）

作業・言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

基礎 履修形態 必修 科目名 英語Ⅳ（文献Ⅱ）

無

　義務教育・中等教育及び英語Ⅰで学んだ英語の読解
力を定着させ、更なる発展をはかるため、精読や英文
和訳に限らず、大意把握や速読などさまざまな英語
リーディング活動や英語構文把握の練習を行う。医療
現場で使われることの多い英語を扱った教材を用い
る。

・一定の長さの英語文書に対処する読解力と構文理解
力と語彙を養成する。

・受け身の読解ではなく、アクティブに読む力を付ける。

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 上田　由紀子
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
Ｕｎｉｔ 8 後半
 : 文型、特に補語の構文問題演習

辞書を利用できる。SVOC構文の作りと意味を理解すること
ができる。。

3
Ｕｎｉｔ 9 前半
 : 健康管理について説明する語彙と長文内容把握

辞書を利用できる。ライフスタイルに関する英語の文章を理
解できる。

回数 授業内容 学習目標

1
Ｕｎｉｔ 8 前半
 : 献血を話題とする長文の内容把握

辞書を利用できる。血液の仕組みに関する英語の表現を理
解できる。

6
Ｕｎｉｔ 10 後半
 : 現在完了・過去完了の文法問題演習

辞書を利用できる。完了形に関する英語の表現を理解でき
る。

7
Ｕｎｉｔ 11 前半
 : 肺炎を話題する長文内容把握

辞書を利用できる。「治療」「と「治癒」の違いを英語で理解で
きる。

4
Ｕｎｉｔ 9 後半
 : 関係代名詞の構文問題演習

辞書を利用できる。関係詞代名詞を使った英語の表現を理
解し、作文できる。

5
Ｕｎｉｔ 10 前半
 : 治療の方法について説明する語彙と長文内容把握

辞書を利用できる。外国人が日本で医療を受ける際のトラブ
ルに関する文章を英語で理解できる。

10
Ｕｎｉｔ 12 後半
 : 時制に関するまとめの問題演習

辞書を利用できる。助動詞を使った表現を理解できる。

11
Ｕｎｉｔ 13 前半
 : 検診について説明する語彙と長文内容把握

辞書を利用できる。乳がんのセルフチェックの方法を英語で
理解できる。

8
Ｕｎｉｔ 11 後半
 : ｔｈａｔを用いた構文の見分け方

辞書を利用できる。様々なthatの用法を理解できる。

9
Ｕｎｉｔ 12 前半
 : 痩身願望を話題とする長文内容把握

辞書を利用できる。痩せることに対する問題に関する英語の
文章を理解できる。

14
Ｕｎｉｔ 14 後半
 : 受動態についての知識を整理する

辞書を利用できる。受け身文を理解できる。

15
試験返却と解説と本学期の学習のまとめ 試験のポイントを理解し、自身の英語学習に生かすことがで

きる。

12
Ｕｎｉｔ 13 後半
 : 前置詞について知識を整理する

辞書を利用できる。動詞と前置詞を組み合わせた英語の表
現を理解できる。

13
Ｕｎｉｔ 14 前半
 : 医療と国際化について説明する語彙と長文内容把握

辞書を利用できる。外国人の医療現場への就労に関する英
語の文章を理解できる。

書籍名 著者 出版社

教科書

医療と看護の総合英語（三訂版） 笹島　茂（著）　山﨑　朝子（著） 三修社
*前期の英語Ⅰと同一テキスト、その後半部分を使用する。

成績評価
方法

1 . 授業参加度(20%)
2 . 宿題等(10%)
3 . 定期試験(70%)

履修上の
注意

・教室内で行うリーディングを中心とした言語活動
に積極的に取り組んでください。
・何らかの英和辞書（冊子か電子辞書あるいはス
マホのアプリ）を毎回持参してください。

実務経験
紹介

参考
図書等
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【授業の概要】

【到達目標】

成績評価
方法

出席点10点
レポート90点
計100点

履修上の
注意

授業中に質問等を受講生に投げかけることがあ
ります。
積極的な発言を期待します。

実務経験
紹介

参考
図書等

授業中適宜紹介する。

教科書 特に用いない。

8 「まとめ」 授業全体のまとめ

書籍名 著者 出版社

6 「映画 『聲の形』 をもとに②～"病″の意味と語り」 illnessとdiseaseの違いならびに「病の意味」を理解する

7
「映画 『聲の形』をもとに③～関係性の変化と
スティグマ」

スティグマとコミュニケーションの特徴について理解する

4
「社会学第2世代～ミクロ社会学とコミュニケーション」
②

コミュニケーション理論について理解を深める

5
「映画 『聲の形』 をもとに➀～ゴッフマン社会学と
スティグマ」

ゴフマンのコミュニケーション理論について理解する

2 「社会学第1世代と第2世代～ヨーロッパ編」 社会学の成立と近代化による社会変動の関連を理解する

3
「社会学第2世代～ミクロ社会学とコミュニケーション」
①

ミクロ社会学の視点と基本的な考え方を理解する

1 「社会学の成立～近代社会へのまなざし」 社会学の基本的な視点を理解する

無

　人間は、社会的な生物であると言われます。「人は一人で
は生きていけない」このテーマは、文学作品や音楽などあら
ゆる表現媒体において古くから扱われてきましたが、それは
人文科学・社会科学と分類される諸学問の究極のテーマで
もあります。すなわち、人間というものは周囲の人間や物事
とどのような関係性を持っているのか、という疑問、問です。
　社会学という学問は、社会的な生物である人間の「社会的
な」という部分にフォーカスを合わせ、人間(たち)を観察し、分
析し、人間社会における法則性を発見しようという学問です。

担当 瀬崎　譲廣 無
企業等

との連携

この授業では、社会学という学問が生まれるにいたった背景
から話をはじめ、学生皆さんの多くが共通に経験した、またこ
れから経験するであろう社会について概説します。また現代
社会の問題について、社会学の観点からの指摘を紹介しま
す。

基本的な社会学の知識を習得すること、「社会学的なものの
見方」理解すること。

科目
区分

基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

社会学

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

毎回の授業態度、出席、課題により総合的に評
価する。
1 . 授業態度、出席(30%)
2 . 課題(70%)

履修上の
注意

・USBメモリを使うので各自準備すること。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

8 課題 課題の遂行と提出

書籍名 著者 出版社

30時間でアカデミック  Office2021 杉本くみ子、大澤栄子 実務出版
 (情報科学Ⅰで使用したテキスト)

6 PowerPoint（２） PowerPointのスライドを作成する。

7 Excel・PowerPoint課題 Excel・PowerPointの課題

4 Excel（グラフ） Excelのグラフ作成方法を理解する。

5 PowerPoint(１) PowerPointの基本操作を理解する。

2 Excel（関数その２） Excelの基本的関数の使い方を理解する。

3 Excel（関数その３） Excelの基本的関数の使い方を理解する。

1 Excel（関数その１） Excelの基本的関数の使い方を理解する。

無

　表計算ソフト(Excel)の関数とグラフを学習する。
  プレゼンテーションソフト(PowerPoint)の使い方とスラ
イドの作成について学習する。

・Excelの基本的な関数の仕様とグラフ作成方法を理
解する。
・PowerPointの基本的な機能を使用することができる。

担当 冨田　公治 無
企業等

との連携

科目
区分

基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

情報科学Ⅱ

作業・言語 学期 前期 授業形態
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◇学習・認知心理学

◇音響学

◇聴覚心理学

言語聴覚学科

専　門　基　礎　科　目

◇精神医学

◇神経内科学

◇耳鼻咽喉科学

◇解剖学実習

◇呼吸・発声発語系の構造・機能・病態

◇人間発達学

◇形成外科学

◇リハビリテーション医学

◇歯科・口腔外科学

2　年　次

◇生理学実習

◇内科学Ⅰ

◇内科学Ⅱ

◇小児保健学



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

出席・実習（40%）
ワークシート・レポート等（60%）

履修上の
注意

全講義、実習着を着用し出席すること
準備が必要な場合があるため、事前に確認する
こと

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

生理学テキスト　第8版 大地陸男　著 文光堂

教科書

資料を配布する

心電図（２） 心電図について演習を行い、理解を深める

書籍名 著者 出版社

12 発声（３） 発声機能について演習を行い、理解を深める

13 感覚 感覚について演習を行い、理解を深める

14 心電図（１） 心電図について演習を行い、理解を深める

15

11 発声（２） 発声機能について演習を行い、理解を深める

9 呼吸（４） 呼吸機能について演習を行い、理解を深める

10 発声（１） 発声機能やメカニズムについて学ぶ

8 呼吸（３） 呼吸機能について演習を行い、理解を深める

6 呼吸（１） 呼吸機能やメカニズムについて学ぶ

7 呼吸（２） 呼吸機能について演習を行い、理解を深める

4 バイタルサイン（１） バイタルサインについて演習を行い、理解を深める

5 バイタルサイン（２） バイタルサインについて演習を行い、理解を深める

2 栄養生理（１） 栄養生理について演習を行い、理解を深める

3 栄養生理（２） 栄養生理について演習を行い、理解を深める

回数 授業内容 学習目標

1 ガイダンス 当講義の位置づけや概要、注意事項などについて知る

無

生理学Ⅰ～Ⅲの講義等から得た知識を深めるため
に、バイタルサイン測定、スパイロメトリ測定、心電波
形の読み取り、感覚検査などを実習し、人体の生理機
能への理解を深める

１．実習を通して生理的現象について知識と実際を関
連付けることができる。
２．生理的活動のデータ収集が行え、結果を解釈でき
る。
３．実習によって得られた結果をまとめたり報告するこ
とができる。

担当 ST教員
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

生理学実習

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名

演習2年
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験　100％
・消化器疾患（５回講義後、試験）
・腎・泌尿器疾患（５回講義後、試験）
・血液疾患・内分泌（５回講義後、試験）
　※個々の領域において筆記試験を実施し、すべ
て６０点以上の得点を要す。

履修上の
注意

１年次の生理学の復習をしながら授業に臨むこと
教科書にて授業内容を振り返る事

※開講時期は前期と後期で開講します。

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準理学療法学作業療法学　内科学』 大成　浄志 医学書院

14
泌尿器疾患の主な症候 泌尿器疾患による代表的な症状を理解する

15
泌尿器疾患の各論 代表的な泌尿器疾患の疾患名と症状を理解する

12
腎疾患の主な症候 腎疾患による代表的な症状を理解する

13
腎疾患の各論 代表的な腎疾患の疾患名と症状を理解する

10
消化器疾患各論　３ 代表的な消化器ポリープについて理解する

11
腎・泌尿器官について 腎・泌尿器官の役割を理解する

8
消化器疾患各論　１ 代表的な炎症性の消化器疾患について理解する

9
消化器疾患各論　２ 代表的な消化器癌について理解する

6
消化器疾患　総論 消化器官の構成や役割を理解する

7
消化器疾患の症候とその病態生理 消化器疾患の代表的な症状と原因を理解する

4
内分泌疾患の主な症候 内分泌疾患による代表的な症状を理解する

5
内分泌疾患各論 代表的な内分泌疾患の疾患名と症状を理解する

1 時間数 30 学年/学科 2年

2
血液疾患の主な症候 血液疾患による代表的な症状を理解する

3
血液疾患の各論 代表的な血液疾患の疾患名と症状を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
血液疾患・内分泌疾患について 血液・内分器官の構成や役割を理解する

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 内科学Ⅰ

無

高齢化に伴う慢性疾患の増加と疾病構造の変化は、リ
ハビリテーションニーズに直結し、多くの方々が私たち
専門職とかかわりを持つことになる。この領域における
疾病の特徴・病態・内科的治療を理解することは重要
である。
　その一方で高血圧、糖尿病、心疾患などの生活習慣
病の予防は、医療費等の高騰を防ぐためにも優先され
るべきものと位置づけられており、生活習慣の改善も
専門職の興味を持つべき領域である。

・高齢者が羅患しやすい疾病についての理解を深める
・生活習慣病の予防対策を述べることができる

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 山口県済生会山口総合病院（津山、白上、村木）
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験　100％
・循環器疾患（７回講義後、試験）
・老年期疾患（７回講義後、試験）

　※個々の領域において筆記試験を実施し、すべ
て６０点以上の得点を要す。

履修上の
注意

１年次の生理学の復習をしながら授業に臨むこと
教科書にて授業内容を振り返ること

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準理学療法学作業療法学　内科学』 大成　浄志 医学書院

14
老年期医学　高齢者と健康管理 基本的な予防医学について理解する

15
老年期医学　試験 代表的な泌尿器疾患の疾患名と症状を理解する

12
老年期医学　呼吸器疾患 老化と呼吸器疾患のかかわりを大まかに理解する

13
老年期医学　糖尿病 老化と糖尿病のかかわりを大まかに理解する

10
老年期医学　老化症候群 老化に関わる様々な症状を理解する

11
老年期医学　循環器疾患 老化と循環器疾患のかかわりを大まかに理解する

8
循環器疾患　試験 老年期の特徴を理解する

9
老年期医学　老化と疾病について 老年期特有の老化と疾病のかかわりを大まかに理解する

6
循環器疾患の各論　４ 血管に関する疾患（不整脈、高血圧症、動脈硬化、動脈瘤

等）の代表的な疾患とその症状について理解する

7
循環器疾患の各論　５ 血管に関する疾患（不整脈、高血圧症、動脈硬化、動脈瘤

等）の代表的な疾患とその症状について理解する

4
循環器疾患の各論　２  心疾患（心筋梗塞や狭心症など）の代表的な疾患とその症

状について理解する

5
循環器疾患の各論　３  心疾患（心筋梗塞や狭心症など）の代表的な疾患とその症

状について理解する

1 時間数 30 学年/学科 2年

2
循環器疾患の症候とその病態生理 循環器疾患による代表的な症状を理解する

3
循環器疾患の各論　１  心疾患（心筋梗塞や狭心症など）の代表的な疾患とその症

状について理解する

回数 授業内容 学習目標

1
循環器について 循環器の構成や役割を理解できる

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 内科学Ⅱ

無

内科疾患の中でも、循環器系の障害のリハビリテー
ション分野に占める割合は大きい。特に、心疾患や呼
吸器疾患の病態を理解することは重要である。また、
健康寿命の延長に伴って高齢者の健康管理も予防と
いう観点からも重要視され、強いては健康寿命の延伸
へ直結する分野でもある。
　後半は、『高齢者の健康』に焦点をあて、内科疾患へ
の理解を深める

・循環器系の疾患についての知識を深める
・高齢者特有の内科疾患についての理解を深める

理学・作業・言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 國近　英樹　　岩本　節子
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験　100％（担当教員で分担し作成）

履修上の
注意

正常発達を理解するという姿勢を求める

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

早く元気になるための小児科のかかり方 田原卓浩 赤ちゃんとママ社

14
障がいのある児童や発達に特性のある児童のための
福祉サービス　～児童発達支援～

児童発達支援の制度や概要を理解する

15
障がいのある児童や発達に特性のある児童のための
福祉サービス　～放課後等デイサービス～

放課後等デイサービスの制度や概要を理解する

12
大事にしたい子育て術　他 障害のある子の子育ての実情を理解する

13
発達障害児の支援制度について 発達障害児への支援制度の概要を理解する

10
子どもの病気とホームケア 成長と共に児童の環境が変化するが、その変化のポイント

を理解する

11
子どもと家族を取り巻く環境の変化 子育てにおける重要なポイントを理解する

8
子どもの病気（含　感染症の予防） 基本的な小児疾患の種類や特性について理解する

9
障害のある子の子育て（療育） 病気に対してのホームケアのポイントを理解する

6
障害児学：子どもの障害の特徴を知る
                                          その１　発達障害

発達障害の特性を理解する

7
障害児学：子どもの障害の特徴を知る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その２　肢体不自由児

肢体不自由児の特性を理解する

4
子どもの発達　運動・社会性の発達　２ 基本的な運動・社会性の正常発達を理解する

5
乳幼児健診とそのフォロー：遠城寺式乳幼児分析的検
査の応用

乳幼児健診の内容とその後のフォローを理解する

1 時間数 30 学年/学科 2年

2
子供の成長と発達　新生児～乳幼児 新生児～乳幼児の特徴的な正常発達を理解する

3
子どもの発達　運動・社会性の発達　１ 基本的な運動・社会性の正常発達を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション 授業の概要を理解する

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 小児保健学

無

成長・発達過程における子どもの特性をふまえ、小児
疾患についての理解を深める。また、心身の問題だけ
でなく小児を取り巻く環境（母子家庭、社会情勢等）に
も目を向け、健全な発達が保証されるよう医療人として
の意識を養い育てる。

・自分の子どもの育つ道筋を客観的に捉えられるよう
な専門職としての力量を備える
・子どもの障害の概要を理解する
・障害児の特性の理解とその対応が考えられる。

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 田原卓浩　他
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数
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【授業の概要】 【到達目標】

10
パーソナリティ障害について パーソナリティ障害について、症状、経過、診断、治療の基

礎を理解する

11
認知症について①

認知症を中心に老年期の精神障害について、症状、経過、
診断、治療の基礎を理解する

12
認知症について②

15
その他 リエゾン精神医学について理解し説明できる

13
てんかんについて てんかんについて、症状、経過、診断、治療の基礎を理解す

る

14
心理発達の障害について 自閉症スペクトラム、ADHDについて、症状、経過、診断、治

療の基礎を理解する

6
アルコール依存症について アルコール依存症について、症状、経過、診断、治療の基礎

を理解する

7
神経症性障害について①

神経症性障害について、症状、経過、診断、治療の基礎を
理解する

8
神経症性障害について②

9
摂食障害・睡眠障害について 摂食障害・睡眠障害について、症状、経過、診断、治療の基

礎を理解する

2
統合失調症について①

3
統合失調症について②

統合失調症について、症状、経過、診断、治療の基礎を理
解する

4
気分障害について①

5
気分障害について②

気分障害について、症状、経過、診断、治療の基礎を理解
する

1
精神医学の概要
（精神医学とは、歴史、精神医学を学ぶ意義など）

精神医学の定義、歴史、精神医学を学ぶ意義などについて
理解できる

無

リハビリテーションに関わる者の実践に役立つ精神医
学の基本知識として、精神疾患の症状、経過、診断、
治療の基礎を学ぶ。また、現代社会における精神科領
域の諸問題について知り、メンタルヘルスの重要性や
精神医療の果たす役割などについて学習する。

主要な精神疾患の症状について理解する
精神疾患に対する薬物療法をはじめとする治療につい
て理解する
メンタルヘルスの重要性・精神医療の果たす役割を理
解する

担当 太田　研吾 有
企業等

との連携

nichijouseikatuwo 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

精神医学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年

書籍名 著者 出版社

教科書

標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野
精神医学　第4版増強版 編集：上野　武治 医学書院

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

資料を配布する場合があるが、毎回テキストを持
参すること

実務経験
紹介

精神科作業療法士として実務経験、教育分野で
精神科分野担当

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験　村重5０％　濱本・正司50％

履修上の
注意

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

『病気がみえる　Vol．７　脳・神経』　　 MEDIC　MEDIA

14
脳血管障害 セラピストから見て必要な脳血管疾患の病態や特徴を理解

する

15
認知症関連 セラピストから見て必要な認知症関連疾患の病態や特徴を

理解する

12
筋肉疾患 セラピストから見て必要な筋肉疾患の病態や特徴を理解す

る

13
脱髄疾患 セラピストから見て必要な脱髄疾患の病態や特徴を理解す

る

10
神経学的検査 基本的な神経学的検査の内容を理解する

11
神経変性疾患（パーキンソン病関連） セラピストから見て必要な神経変性疾患の病態や特徴を理

解する

8
脳の機能・解剖 基本的な脳の機能と解剖を理解する

9
運動と感覚（錐体路・皮質脊髄路等） 運動と感覚の種類や経路を理解し、判別できる

6
運動ニューロン疾患 医師から見た基本的な運動ニューロン疾患（ALSなど）の病

態と特徴を理解する

7
トピックス 近年話題となっている神経疾患を取り上げ、必要事項を理

解する

4
てんかん、脳炎 てんかん、脳炎の代表的な種類や症状が説明できる

5
パーキンソン病 医師から見た基本的なパーキンソン病の病態と特徴を理解

する

1 時間数 30 学年/学科 2年

2
神経放射線学 神経疾患の脳・脊髄・神経CT・MRI画像から、疾患名が導き

出せる

3
神経電気生理学 神経、脳、筋肉、心臓やその他の組織または細胞の電気的

性質と生理機能との関係を大まかに理解する

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション（神経症候学とは） 神経症候学とは何か説明できる

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 神経内科学

無

　リハビリテーションに携わる専門職として、神経症候
学及び診断学の理解は必須です。
　病院施設で治療・関係する患者や利用者の病態なく
して、専門職としての技術の展開・発展はない。機能解
剖学をベースにして、臨床的な病態・症状について講
義する

・1年次の『解剖学・生理学』を臨床的(病態・症状)に理
解する
・脳血管障害・神経筋疾患等のリハビリテーションに必
要な知識を習得する。

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 村重　武美　，　濱本　尊博　，正司　真規
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

中間試験（竹野60％）
期末試験（正司20％・平野20％） 履修上の

注意

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

嚥下内視鏡検査について（VE）２ 嚥下内視鏡の評価内容を説明できる

14
嚥下内視鏡検査について（VE）３ 代表的な嚥下障害の症状の評価が出来る

15
まとめ 耳鼻咽喉科の内容を振るかえることができる

10
咽頭の解剖 内視鏡での解剖学的な位置関係を把握することができる

11
喉頭の解剖 内視鏡での解剖学的な位置関係を把握することができる

12
嚥下内視鏡検査について（VE）１ 嚥下内視鏡の検査概要を説明できる

13

8
内耳と耳に関わる疾患 内耳と耳に関わる疾患についての見識を深めることができ

説明できる。

9
眼振のしくみと耳鳴検査（演習） 眼振の種類や仕組みを説明できる。さらに、耳鳴り検査の知

識習得と実際に検査ができることを目標とする。

6
耳鼻咽喉科に関わる画像診断 言語聴覚士が関わる聴覚器、鼻腔、喉頭、咽頭、肺の画像

を分析して評価と説明ができる。

7
外耳と中耳疾患 外耳と中耳に関わる疾患についての見識を深めることがで

き説明できる。

4
口頭の解剖と疾患について 基本的な耳の解剖と疾患を理解する

5

平衡機能とめまい 三半規管や前庭の仕組や平衡が起こるメカニズムについて
理解し、めまいの種類や平衡機能検査、平衡機能障害が起
こる疾患について知識を深める。

2
鼻の解剖と疾患について 基本的な鼻の解剖と疾患を理解する

3
口腔・咽頭の疾患と解剖について 基本的な耳の解剖と疾患を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
耳の解剖と疾患について 基本的な耳の解剖と疾患を理解する

無

言語聴覚士に必要な耳鼻咽喉科学の知識を体系的に
学ぶ

・聴器の解剖と生理に基づいて、疾患の病態と診断
法・治療法を理解できる。
・平衡器の解剖と整理に基づいて、疾患の病態と診断
法・治療法を理解できる。
・鼻副鼻腔の解剖と整理に基づいて、疾患の病態と診
断法・治療法を理解できる。
・口腔・咽頭の解剖と整理に基づいて、疾患の病態と
診断法・治療法を理解できる。
・喉頭の解剖と整理に基づいて、疾患の病態と診断
法・治療法を理解できる。

担当 竹野　研二、正司　真規、平野　春樹　
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 耳鼻咽喉科学

言語 学期 後期 授業形態 講義
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 形成外科学

無

言語聴覚障害の関連において、形成外科学の基本知
識と手技、先天性形態異常、顔面外傷、頭頚部腫瘍の
術語変形、口唇口蓋裂、各種機能障害などについて
学ぶ。

１．形成外科学への理解
２．口唇口蓋裂に対する言語療法の目的を知り、言語
聴覚士としての役割を理解する。

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 木村得尚　身原弘哉　木戸直博
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
形成外科基本手技（Z形成　W形成　瘢痕形成） 形成外科の基本治療を理解する

3
形成外科基本手技（植皮　皮弁形成） 形成外科の基本治療を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
形成外科とは 形成外科学の領域を理解する

6
顔面外傷　口蓋裂 顔面外傷、口蓋裂の概要を理解する

7
悪性腫瘍とその再建 顔面頭頚部、乳房、その他の再建方法を理解する

4
熱傷について 熱傷の病態や治療過程を理解する

5
形成外科で取り扱う皮膚疾患 皮膚疾患の概要を理解する

10
口唇裂、口蓋形成前後の言語管理 口唇口蓋裂患者への言語治療のあり方を理解する

11
鼻咽腔閉鎖機能不全の評価と取り扱い 鼻咽腔閉鎖機能不全の原因や評価方法を理解する

8
唇裂　口蓋裂の治療 医学的な治療方法を理解する

9
口唇口蓋裂とは 口唇口蓋裂の概要を理解する

14
その他の器質的問題に伴う構音障害（舌小帯短縮症
等）

舌小帯短縮症等の器質性構音障害の原因となる疾患の種
類を理解する

15
総括

12
口蓋裂二次手術 口蓋裂二次手術の内容を理解する

13
口腔癌と構音指導 頭頚部癌患者への言語治療のあり方を理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準形成外科学　第８版』 平林 慎一（監修） 医学書院

成績評価
方法

木村・身原試験（50％）、木戸試験（50％）
履修上の

注意

特別講義としての集中講義となります。開講日程
に注意しておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1.授業態度・参加度(30%)
2. 試験確認 (70%) 履修上の

注意

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

必要な資料は、 適宜配布する。

8 循環調節機構2
人体の循環調節機構の調節メカニズムと病態生理を理解す
る。

書籍名 著者 出版社

6 心臓の電気的特性と心電図
心臓の電気的特性と心電図の基本、およびその病態生理を
理解する。

7 循環調節機構1
人体の循環調節機構の調節メカニズムと病態生理を理解す
る。

4 心臓の機械的特性 心臓の機械的特性と調節機構、病態生理を理解する。

5 心機図 心機図の成り立ち、病態生理を理解する。

2 筋収縮のメカニズムと調節機構１ 筋収縮の基本メカニズムと調節機構を理解する。

3 筋収縮のメカニズムと調節機構２
３種類の筋肉の収縮メカニズムと構成する臓器における調
節機構、病態生理を理解する。

1
オリエンテーション
循環器の基礎の基礎

循環器の基本的特性、 病態生理について理解する。

無

  リハビリテーションという言葉は、 "障害を受けた者を
回復させる”という意味があり、「リハビリテーション医
学」の中でも中心的役割を担う循環器系に焦点をあて
て、 調節機構の原理とそれらが破綻した際の病態生
理について解説する。

・循環器系の生理的調節機構を理解し、さらにそれら
が破綻して病気や障害を発生させるメカニズム、病態
生理を理解する。次に、病気や障害を回復させる治療
法について理解する。

担当 小林 誠 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

リハビリテーション医学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

中間試験：10％、期末試験：90％
欠席日数も評価の対象となる場合がある

履修上の
注意

1年次に履修した解剖学・生理学が理解されてい
ることを前提に授業を進めていくので、復習をして
おくこと

実務経験
紹介

参考
図書等

言語聴覚士のための臨床歯科医学・口腔外科学第2版 道　健一　他 医歯薬出版
歯科医院外来の口腔外科診療アトラス 德本憲道著 クインティセンス出版

教科書

言語聴覚士のための基礎知識　臨床歯科医学・ 夏目　長門　編 医学書院
　口腔外科学　第2版 德本憲道ほか分担執筆

口腔の再建 口腔の再建について理解する

書籍名 著者 出版社

12 神経疾患 神経疾患について理解する

13 補綴処置の役割 補綴処置の役割について理解する

14 中間試験（教科書、ノート等の持込み可） 学習の習熟度を把握し、不足部分を点検する

15

11 顎関節症、唾液腺疾患 顎関節症、唾液腺疾患について理解する

9 口唇裂・口蓋裂の術後ケア 口唇裂・口蓋裂の術後ケアについて理解する

10 口腔領域（粘膜、顎骨、唾液腺）の腫瘍 口腔領域の腫瘍について理解する

8 口蓋裂 口蓋裂及び口蓋裂にかかわる諸問題について理解する

6 言語障害と関係ある口腔疾患総論 歯科口腔疾患と言語障害との関係を総論的に理解する

7 口唇裂 口唇裂及び口唇裂にかかわる諸問題について理解する

4 外傷、不正咬合 外傷、不正咬合について理解する

5 舌の異常、顎変形症 舌の異常、顎変形症について理解する

2 口腔衛生学概論 口腔衛生学について大まかに理解する

3 口腔外科学総論 口腔外科学について総論的に理解する

1 歯科学概論 歯科学について大まかに理解する

無

歯、顎、口腔の発生、構造、機能について、また、歯
科・口腔疾患の病態、治療法ならびに予防法について
言語聴覚士国家試験出題基準に準拠した内容でスラ
イド・ビデオなど用いた視覚的授業を行う。毎回、授業
内容の要点をプリントにして配布する。

歯、顎、口腔の役割を理解し、歯科・口腔疾患が言語、
聴覚に及ぼす影響について専門的、基礎的知識を身
につける。

担当 德本　憲道 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

歯科・口腔外科学

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験（正司40％、平野35％）、スケッチレポ
－ト第1～6回授業中に作成20％、解剖学実習
5％）。※第1～6回のスケッチレポートはリーフ
レット評価に基づいて行います。スケッチレポート
作成時は、スマートホンとタブレットなどの電子機
器類は使用不可とします。

履修上の
注意

教科書を使う講義とスケッチ（実習形式）と使い分
けるので、それに応じた準備をする。解剖学実習
では、ご献体と関わることになるので厳粛に実習
を行うこと。タブレットの目的外使用があった場合
は、座席を指定させていただきます。

実務経験
紹介

言語聴覚士として医療機関で実務経験あり（正
司・平野）

参考
図書等

『からだが見える－人体の構造と機能—』 MEDIC　MEDIA
『イラスト解剖学　第8版』　 松村譲児　 中外医学社
『解剖学カラーアトラス　第9版』 J.W.Rohen、横池千仭、E. Lütjen-Drecoll 医学書院

書籍名 著者 出版社

教科書

『プロメテウス　解剖学アトラス頭頸部/神経解剖』第3版 坂井健雄、河田光博 医学書院
『病気がみえる　⑦脳・神経　第2版』 MEDIC　MEDIA
『病気がみえる　⑬耳鼻咽喉科』 MEDIC　MEDIA

解剖学実習ガイダンス 解剖学実習に行く前の注意事項や心構えを得る。

14
解剖学実習（演習） 実際の解剖体験を通して、教科書では得られない詳細な人

体の構造を理解し、倫理観を養うことを目標とする。

15
解剖学実習（演習） 実際の解剖体験を通して、教科書では得られない詳細な人

体の構造を理解し、倫理観を養うことを目標とする。

10
中枢神経３ 皮質延髄路、皮質脊髄路、偽性球麻痺の説明ができる

11
脳神経 脳神経と球麻痺について理解を深める

12
解剖視聴（DVD） 実際の解剖の映像を見ることで、解剖実習に行く前の予備

知識の習得や準備を行う。

13

8
中枢神経１ 中枢神経と末梢神経が区別できるようになる

9
中枢神経２ MRI画像（脳画像のスライス画像）の理解を深める

6
外耳と中耳、内耳及び聴覚野 外耳と中耳、内耳及び聴覚野の詳細な説明が可能になるこ

とを目標とする。

7
上行伝導路と下行伝導路 上行伝導路と下行伝導路の説明が出来るようになる。

4
舌骨筋と声帯、呼吸器 言語聴覚士に必要な舌骨筋と声帯、呼吸器の基本構造を

理解する。

5
視覚系の解剖 視覚系の基本構造を理解する。

2
頭蓋と舌筋 言語聴覚士に必要な口蓋と舌筋の基本構造を理解する。

3
咽頭と喉頭 言語聴覚士に必要な咽頭と喉頭の基本構造を理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
口腔と鼻腔 言語聴覚士に必要な口腔と鼻腔の基本構造を理解する。

無

解剖学Ⅰ・Ⅱからさらに発展して、言語聴覚士に必要
な解剖学的知識を養う。

・解剖のスケッチと説明が行える。
・視覚系・聴覚系の解剖
・中枢神経の構造と実態
・脊髄・脳神経とそれに関わる伝導路

担当 正司　真規、平野　春樹　
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 解剖学実習

言語 学期 前期 授業形態 演習
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験：30％（非常勤）
期末試験：30%（平野）
期末試験：20%（川北）
小テスト：20%（川北）

履修上の
注意

※第1～5回：平野、第6～11回：川北、
　　第12～15回：非常勤

実務経験
紹介

参考
図書等

標準言語聴覚障害学　発声発語障害学第3版 熊倉勇実・今井智子　編集 医学書院
ことばと聞こえの解剖学 ジョン・M・パーマー著 学苑社

教科書

病気が見える　vol.13　耳鼻咽喉科 MEDIC MEDIA

その他の疾患 その他の疾患について知る

書籍名 著者 出版社

12 咽頭・喉頭の診察・検査 咽頭・喉頭の診察や検査について知る

13 咽頭の疾患 咽頭の疾患について知る

14 喉頭の疾患 喉頭の疾患について知る

15

11 舌の生理・解剖 舌の生理・解剖について知る

9 舌骨上筋群と舌骨下筋群 舌骨周囲筋について知る

10 口腔器官・構音器官の生理・解剖 構音器官について知る

8 声帯の生理・解剖 声帯の生理・解剖について知る

6 呼吸器官の生理・解剖 呼吸器官の生理・解剖について知る

7 喉頭の生理・解剖 喉頭の生理・解剖について知る

4
解剖各論③（咽頭） 呼吸発声発語器官に関わる咽頭の解剖生理を把握し説明

できる。

5
解剖各論④（喉頭の軟骨） 呼吸発声発語器官に関わる喉頭の軟骨の解剖生理を把握

し説明できる。

2
解剖各論①（頭部・顔面） 呼吸発声発語器官に関わる頭部や顔面の解剖生理を把握

し説明できる。

3
解剖各論②（口蓋・舌） 呼吸発声発語器官に関わる口蓋や舌の解剖生理を把握し

説明できる。

回数 授業内容 学習目標

1
発声発語に関連する脳神経と発話のメカニズム 呼吸発声発語器官に必要な発話のメカニズムと脳神経につ

いての基礎知識を習得できる

無

言語聴覚士としての必要な人体の機能構造及び病態
について各論的に説明し、より専門的に
解剖・生理の分野を学んでいく。

・言語聴覚士に必要な人体の解剖生理について理解
する。
　・発話のメカニズム及び病態について理解する。

担当 川北淳一郎・平野春樹・非常勤講師
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

呼吸・発声発語系構造・機能・病態

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名

講義2年
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

演習発表、クループワーク成果(30%)
レポート形式テスト(70%) 履修上の

注意

講義者の講義比重を軽く、受講者の思考、発言、
発表スキルの発展を促す、アクティブラーニング
形式の講義形態であるので、真摯且つ積極的な
受講態度を期待する。

実務経験
紹介

参考
図書等

リハビリテーション医学講座2　人間発達学 上田 礼子 医歯薬出版
生涯発達心理学のすすめ 子安 増生 有斐閣選書

教科書

子どもも育つ おとなも育つ 発達の心理学 柏木 恵子 (著) 萌文書林

書籍名 著者 出版社

1
オリエンテーション、生涯発達心理学 生涯発達心理学の考え方について理解する

10
青年期の特徴
 -アイデンティティの獲得

青年期の特徴について理解し、アイデンティティについて説
明できる

14
老年期の特徴 老年期の特徴について理解する

15
老年期の課題、時間と発達　(演習) 老年期の特徴とそれを支援する専門職の在り方について自

分なりに考えることができる

16

児童期の特徴、社会性の発達について理解する

5
子育て・乳幼児・愛着をめぐる課題　(演習) 乳幼児の特徴とそれを支援するおとなの在り方について自

分なりに考えることができる

6
幼児期の特徴
 -視点の獲得

9
教育・ジェンダー・発達障害をめぐる課題　(演習) 児童期の特徴と児童をとりまく社会環境について自分なりに

考えることができる

7
幼児期における遊び・自己認識・他者認識　(演習) 幼児期の特徴とそれを支援するおとなの在り方について自

分なりに考えることができる

8
児童期の特徴
 -リテラシ－と社会性

まとめ、テスト 目指す国家資格との関連性において、人間発達学を学んだ
意義について説明できる

13
親になることをめぐる課題　(演習) 女性のアイデンティティと育児不安といった現代の社会環境

について自分なりに考えることができる

12
成人期の特徴
 -次世代を育てる

成人期の特徴と中年期のストレスについて理解する

11
知能・アイデンティティをめぐる課題　(演習) 知的発達について理解し、自己形成におけるアイデンティ

ティ獲得の意味について自分なりに考えることができる

回数 授業内容 学習目標

授業形態

無担当 福田　みのり 無
企業等

との連携

講義

教員の
実務経験

幼児期の特徴、特に認知発達における特徴について理解す
る

3
発達とは、人口問題と発達　(演習) 発達とはどのようなものかについて説明でき、少子高齢化社

会における発達の諸課題について気づく

4
胎児期と乳児期の特徴 胎児期と乳児期の発達の特徴について理解する

2
発達の原則と理論 発達の原則について理解し、発達の様々な理論について説

明することができる

人間発達学

理学・作業・言語 学期

  発達段階ごとに講師が発達特徴を概説する。受講者
は講義内容や教科書を踏まえて各自が問題意識を持
ち、その中から2～3つのテーマについてグループで深
めて発表を行う。これにより、学習した内容を自分たち
の生活と結びつけて考えていく視点を養う。

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年単位数 2 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

後期

・将来的に向かい合うクライエントの発達段階の特徴を
理解し、彼らを支援するのに必要な知識と社会的スキ
ルの獲得を目指す。
・複雑で厄介な問題に出くわしたとき、どのような課題
解決への道を見つけ出していくのか、問い、考え、実践
するための基礎的な力を涵養する。
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．期末試験（１００％）

履修上の
注意

・本科目の履修に先立ち、聴覚系・視覚系・中枢
神経系・発声発語系を中心に、人体の構造・機能
に関する知識について復習しておくこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

言語聴覚療法習得のための必須基礎知識 山田弘幸　編著 エスコアール

教科書

言語聴覚士のための心理学　第2版 山田弘幸　編著 医歯薬出版
言語聴覚士テキスト　第4版 大森孝一他　編 医歯薬出版

言語とコミュニケーション 言語とコミュニケーションについて理解する

書籍名 著者 出版社

12 記憶③（忘却、記憶の研究方法） 忘却および記憶の研究方法について理解する

13 概念・知識 概念・知識について理解する

14 問題解決 問題解決について理解する

15

11 記憶②（ワーキングメモリ、処理水準） ワーキングメモリや処理水準について理解する

9 注意／動機づけ／要求水準 注意、動機づけ、要求水準について理解する

10 記憶①（二重貯蔵モデル） 記憶の二重貯蔵モデルについて理解する

8
技能学習／言語聴覚療法と学習・条件づけ（ピープ
ショウ検査、各種の訓練）

技能学習、言語聴覚療法と学習の関連について理解する

6 古典的条件づけ 古典的条件づけについて理解する

7 オペラント条件づけ オペラント条件づけについて理解する

4
音の三要素と聴覚の三属性／聴野（可聴範囲）／メル
尺度・ソーン尺度

音や聴覚について理解する

5 図と地／パターン認識／感覚間の相互関係 視覚認知や感覚間の相互関係について理解する

2
感覚・知覚・認知／錯覚（錯視、マガーク効果)／感覚
的順応

感覚と知覚、認知について理解する

3 感覚閾値，弁別閾値 感覚閾値について理解する

1 心理学と言語聴覚療法 心理学と言語聴覚療法の関連について理解する

無

本科目では、学習心理学的および認知心理学的基礎
概念について、言語聴覚士の臨床業務との関連から
理解し習得する。

・学習および条件づけについて理解する。
　・感覚・知覚・認知について理解する。
　・記憶の種類、記憶の過程、記憶モデルについて理解す
る。
　・概念、知識、問題解決等について理解する。
　・高次脳機能の概要について理解する。
　・各種関連概念と言語聴覚療法との関連を理解する。

担当 山田　弘幸 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 2 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

学習・認知心理学

言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験(100%)

履修上の
注意

特になし。

実務経験
紹介

参考
図書等

音入門  聴覚・音声科学のための音響学 C.E.Speaks 著　荒井 他訳 海文堂
音響学入門 吉久　伸幸 他 日新出版

教科書

言語聴覚士の音響学入門 吉田　友敬 海文堂

音のディジタル化
 (アナログとディジタル)

アナログとディジタルの概念を理解し、音がディジタル化され
ることのメリットを説明できる。

書籍名 著者 出版社

12
純音と音の種類、周波数スペクトル 一般の音は様々な周波数の音（純音）の組み合わせで構成

されていることを理解する。

13
スペクトル分析 音がどのような純音から構成されているかを分析するスペク

トル分析について説明ができる。

14
サウンドスペクトログラム 音に含まれている各周波数音の時間変化（サウンドスペクト

ログラム）について説明ができる。

15

11
音響利得、アンプ、補聴器 音の増幅について理解する。

9
音圧とdB変換 音響学で必要とされるデシベル変換について、簡単な計算

ができるようになる。

10
音圧レベル、聴力レベル、感覚レベル 聴覚分野で用いられる各種のデシベル表現について説明で

きる。

8
デシベル計算の復習 対数の概念をまず復習し、デシベル計算（対数計算）に必要

とされる基本法則を理解する。

6
音圧と音の強さ 音圧の概念を理解する。また、音の強さとは音の物理的な

エネルギーであることを理解する。

7
感覚とデシベル 人の音感覚は対数的であることを理解する。音圧にはデシ

ベル表現が用いられることの意味を理解する。

4
弦の振動、開管閉管の共鳴 弦の振動モードについて理解すると共に、管の共鳴現象を

理解する。

5
外耳道、声道、うなり、ドップラー効果、回折、反射と屈
折

外耳道や声道内で共鳴が起きていることを理解する。また、
音（波）にも光（波）と同じようが現象があることを理解する。

2
波の基本的性質1
 (波長、周期、周波数、角周波数、音速)

波（振動）を記述する基本的な物理パラメータを理解する。

3
波の基本的性質2
 (縦波、横波、進行波、定常波)

波の種類を理解する。

1
導入、音の話 音とは媒質の振動であり、音は空気中や水中では伝わる

が、宇宙空間では伝わらないことの理由を説明できる。

無

　音の物理学および音波の性質について理解する。 　音とは媒質の振動であることを理解し、また、振幅、
波長、周波数の概念が説明できる。共鳴の原理が説
明できる。音のエネルギーと音圧レベルの違いが説明
できる。周波数スペクトルの概念が説明でき、サウンド
スペクトログラムについて説明ができる。

担当 内野　英治 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

音響学

言語 学期 前後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験(100%)

履修上の
注意

音響学を履修済であること。

実務経験
紹介

参考
図書等

音入門  聴覚・音声科学のための音響学 C.E.Speaks 著　荒井 他訳 海文堂
聴覚と音響心理学 日本音響学会編  境 久雄 コロナ社
音響学入門 吉久　伸幸 日新出版

教科書

言語聴覚士の音響学入門 吉田　友敬 海文堂

8
両耳聴
 (方向知覚、カクテルパーティ効果、先行音効果、ハー
ス効果)

人が二つの耳を持っていることにより、様々な有益な効果が
あることを理解する。また、脳の高次機能とも絡む各種効果
について理解する。

書籍名 著者 出版社

6
音の高さの知覚3
 (複合音の高さの知覚、バーチャルピッチ)

複数の周波数成分を含む複合音では基本周波数に対応し
た高さを感じることを理解する。また、音色の違いは何に起
因するかを理解する。バーチャルピッチについて理解する。

7
マスキング
(同時マスキング、非同時マスキング)

二つの音を聴いた時に、一方の音の存在により他方の音が
聞きにくくなる現象（マスキング）が、基底膜の振動や神経伝
達のスピードと関係していることを理解する。

4
音の高さの知覚1
 (音の高さとオクターブ感覚、mel尺度)

音の高さを知覚するメカニズムを理解し、音の高さの心理尺
度であるmel尺度について理解する。また、蝸牛内における
神経興奮の位置とmel尺度との関係について理解する。

5
音の高さの知覚2
 (場所ピッチ、時間ピッチ、短音の高さの知覚)

音の高さを知覚するメカニズムに、場所ピッチと時間ピッチ
があることを理解する。また、音の継続時間が高さの知覚に
影響を及ぼすことを理解する。

2
音の大きさの知覚2
 (dB尺度、フォン尺度、等ラウドネス曲線)

音の強さ（物理量）の尺度がdB尺度であり、音の大きさ（感
覚量）の尺度がフォン尺度であることを理解する。また、音の
大きさの感覚が周波数に依存することを理解する。

3
音の大きさの知覚3
 (ソーン尺度、音の強さの弁別)

音の大きさの尺度（フォン尺度）が比率尺度ではないため、
比率尺度であるソーン尺度を導入した理由を理解する。ま
た、音の強さを弁別する仕組みについて理解する。

1
音の大きさの知覚1
 (スティ－ブンスのべき法則、ウェ－バー・フェヒナ－の
法則)

スティ－ブンスのべき法則、ウェ－バー・フェヒナ－の法則を
学習し、人の感覚が対数的であることを理解する。

無

　聴覚心理学について理解する。 　音の物理量と感覚量の違いが説明できる。dB尺度、
フォン尺度、ソーン尺度、mel尺度の導入の経緯が説
明でき、それぞれの尺度が説明できる。ピッチ感覚、マ
スキング、両耳聴について具体例を挙げて説明でき
る。

担当 内野　英治 無
企業等

との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

聴覚心理学

言語 学期 後期 授業形態
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言語聴覚学科

◇小児聴覚障害学

◇聴力検査法演習

◇補聴器・人工内耳

◇臨床基礎実習

◇流暢性障害

2　年　次

専　門　科　目

◇言語聴覚障害診断学

◇失語症学Ⅱ（評価診断）

◇失語症治療学Ⅰ

◇高次脳機能障害学Ⅰ

◇発達障害学Ⅱ

◇言語発達障害学Ⅰ

◇言語発達障害学Ⅱ

◇嚥下障害学

◇嚥下障害治療学Ⅰ



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

課題・レポート（100％）

履修上の
注意

職域全般の面接・スクリーニング・観察・観察・記
録・報告の技能習熟と向上を図ります。

実務経験
紹介

参考
図書等

標準言語聴覚障害学　言語聴覚障害学概論 藤田郁代　編著 医学書院
言語聴覚療法　臨床マニュアル　第3版 平野哲雄　編集 協同医書出版

書籍名 著者 出版社

教科書

明日からの臨床・実習に使える言語聴覚障害診断第2版 大塚裕一　著 診断と治療社
明日からの臨床・実習に使える言語聴覚障害診断小児編 大塚裕一　著 診断と治療社

対象者の報告書（２） 言語聴覚療法の報告書を作成できる

16

12
対象者の記録（２） 言語聴覚療法の記録が実施できる

13
対象者の記録（３） 言語聴覚療法の記録が実施できる

14
対象者の報告書（１） 言語聴覚療法の報告書を作成できる

15

11
対象者の記録（１） 言語聴覚療法の記録について理解できる

9
対象者の検査（２） 総合的検査を実施できる

10
対象者の検査（３） 総合的検査を実施できる

8
対象者の検査（１） スクリーニング検査から必要な総合的検査を選択できる

6
対象者観察の方法（４） 標準スクリーニング検査を理解し実施できる

7
対象者観察の方法（５） 標準スクリーニング検査を理解し実施できる

4
対象者観察の方法（２） 記録：SOAPについて理解し実施できる

5
対象者観察の方法（３） スクリーニング検査について理解し実施できる

2
言語聴覚療法の臨床的な流れ（１） 言語聴覚療法の臨床的な流れについて理解できる

3
対象者観察の方法（１） 対象者の観察方法について理解し実施できる

回数 授業内容 学習目標

1
言語聴覚障害の診断（１） 言語聴覚障害の診断について理解できる

無

言語聴覚障害を診断するにあたって、初回面接からス
クリーニング検査を行い、総合的検査
の実施までの流れを理解する。

１．初回面接を実施できる。
２．スクリーニング検査を実施できる。
３．スクリーニング検査から必要な総合的検査を選択
し、言語聴覚障害の概要を理解できる。
４．観察レポートや報告書を作成できる。

担当 正司真規・川北淳一郎・平野春樹
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

言語聴覚障害診断学

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義2年

- 52 -



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

実技試験：100%

履修上の
注意

特になし

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

言語聴覚療法シリーズ　改訂　失語症 石川裕治　編著 建帛社
失語症学Ⅰ　のテキスト

教科書

なるほど！失語症の評価と治療 小島和幸　編著 金原出版
失語症　臨床標準テキスト 種村純　編著 医歯薬出版

失語症のタイプ分類 純粋系の症状について理解できる

書籍名 著者 出版社

12 鑑別診断、言語病理学的診断 鑑別診断を行い、検査結果から適切な診断ができる

13 問題抽出、目標設定（１） 検査結果から問題点抽出ができる

14 問題抽出、目標設定（２） 問題点から目標設定ができる

15

11 トークンテスト トークンテストを理解・実施できる

9 失語症構文検査（表出） 失語症構文検査を理解・実施できる

10 CADL CADLを理解・実施できる

8 SLTA-st、SALA SLTA-st、SALA失語症検査を理解・実施できる

6 失語症語彙検査 失語症語彙検査を理解・実施できる

7 失語症構文検査（理解） 失語症構文検査を理解・実施できる

4 SLTAの読み方（２） SLTAの結果から症状分析ができる

5 SLTAの読み方（３） SLTAの結果から症状分析ができる

2 失語症の評価 失語症の評価について理解する

3 SLTAの読み方（１） SLTAの結果から症状分析ができる

回数 授業内容 学習目標

1 失語症臨床の流れ 失語症の治療の流れについて理解する

無

言語と脳の関係や言語情報処理メカニズムなどに基
づいて失語症という症候について学ぶ。
失語症の定義、原因疾患、症状などを理解し、評価・
臨床へ結びつけるための基礎知識を身に付ける。

１．失語症の定義や原因疾患、失語症状を理解・定着
させ、説明できる。
２．演習を通して、失語症検査法についても学ぶ。
３．失語症候群について理解を深める。

担当 川北淳一郎
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

失語症学Ⅱ（評価診断）

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義2年
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

レポート：100％

履修上の
注意

失語症Ⅰ・Ⅱのノートを持参すること

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

教科書

失語症Ⅰ・Ⅱで用いた教科書・ノート

症例検討（２） 模擬症例を通して訓練立案ができる

書籍名 著者 出版社

12 訓練各論（９） 文の理解・表出訓練について理解し習得する

13 訓練各論（１０） 実用的訓練やAACについて理解し習得する

14 症例検討（１） 模擬症例を通して訓練立案ができる

15

11 訓練各論（８） 動詞・助詞理解・表出訓練について理解し習得する

9 訓練各論（６） 音韻表出訓練について理解し習得する

10 訓練各論（７） 文字表出訓練について理解し習得する

8 訓練各論（５） 復唱・音読訓練について理解し習得する

6 訓練各論（３） 語彙表出訓練について理解し習得する

7 訓練各論（４） 意味セラピーについて理解し習得する

4 訓練各論（１） 音韻理解訓練について理解し習得する

5 訓練各論（２） 語彙理解訓練について理解し習得する

2 言語治療の歴史と治療理論概論 言語治療の歴史や理論について理解する

3 失語症治療理論 失語症治療理論について理解する

回数 授業内容 学習目標

1 失語症基礎知識と評価・診断の振り返り 失語症学Ⅰ・Ⅱで学んだ内容を確認できる

無

失語症の言語治療について学び、評価や検査の分析
結果から訓練計画の立案を理解・実践する。また演習
を通して、失語症訓練の具体的方法や経過に合わせ
たアプローチ法などについて学びます

１．失語症評価から診断と訓練立案ができる。
２．治療原則を理解するとともに代表的訓練法を学習
する。
３．失語症の回復過程を知り、言語治療計画を立てる
ことができる
４．失語症回復の各期の言語治療の特徴を知る。

担当 川北淳一郎
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

失語症治療学Ⅰ

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義2年
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 高次脳機能障害学Ⅰ

無

講義、演習を通して各高次脳機能障害に対して学ぶ。 高次脳機能障害の多種多様性を学び、各障害に対し
て理解する。

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 正司　真規
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
失行症とは何か 失行症の定義を説明できる

3
失行の古典的分類とは 失行の古典的分類を理解し概要を説明できる

回数 授業内容 学習目標

1
高次神経機能障害とは何か
―一次脳機能の高次脳機能違いとは―

一次脳機能と高次脳機能の違いを説明できる

6
失認、視覚失認について 失認、視覚失認の定義を説明できる

7
視覚失認の種類や症状 視覚失認の種類と症状を説明できる

4
古典的分類以外の失行症について 失行症の近年主流となる分類を理解し概要を説明できる

5
失行症者の動画から考えられる症状や障害を導き出
す

失行症患者の動画を分析し、失行の種類を分析する

10
失行と失認のまとめ 失行と失認の国家試験の問題を解いてみる

11
記憶障害の定義や分類について 記憶障害の定義や記憶の分類について理解を深める

8
相貌失認について 相貌失認の定義と概要を説明できる

9
失認の検査や訓練法について 失認の検査名や訓練法について理解を深める

14
記憶障害の検査について 記憶分類ごとの検査の区別が出来るようになる

15
記憶障害の訓練について 記憶障害の訓練と代償手段について説明できる。

12
記憶障害の分類や記憶メカニズムについて 記憶の分類について理解を深める。また、記憶のメカニズム

についても理解を深める。

13
記憶障害の原因疾患や病巣について 記憶障害の原因疾患と病巣について理解を深める。また、

パペッツ回路を覚え説明できる。

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚学　高次脳機能障害学　第３版』　　 藤田郁代（監修） 医学書院
『高次脳機能障害学　第３版』 石合純夫 医歯薬出版株式会社

成績評価
方法

試験１００％

履修上の
注意

積極的に授業に参加し、発言すること

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 発達障害学Ⅱ

無

小児の言語障害及び関連する障害を評価するための
検査の特徴を理解し、手続き、結果の処理、解釈など
に関する知識を深める。発達障害の診断・評価に基づ
いた発達支援の実際を知り、評価の意義を考察するこ
とができる。

・幼児期なでの全般的な定型発達を理解し説明できる
・小児分野の発達検査の内容について理解し説明でき
る
・小児分野の発達検査の意義を理解し説明できる
・発達検査の演習を通して小児分野のSTの役割を考
察することができる。

言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 藤田　久美
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
言語発達障害の診断と評価①（田中ビネー式、津守
式、遠城寺式、新版K式等）

各種検査の目的が説明できる

3
各種検査の内容と実際②（田中ビネー式、津守式、園
城寺式、新版K式等）

各種検査の目的が説明できる

回数 授業内容 学習目標

1
子どもの発達と障害（定型発達の理解と発達の遅れに
ついて）

定型発達の概要が理解できる

6
発達障害の診断・評価の意義及び発達支援の方法 評価の役割と支援方法の概要を理解する

7
発達障害の診断・評価（PEPⅢ、WISC－Ⅳ等） 各種検査の目的が説明できる

4
遠城寺式乳幼児分析的式発達検査法の演習 マニュアルを確認しながら検査が実施できる

5
発達障害の理解 各発達障害疾患それぞれの特性が理解できる

10
PEP－R演習③（演習・ロールプレイ） マニュアルを確認しながら検査が実施できる

11
PEP－R演習④（演習・ロールプレイ） マニュアルを確認しながら検査が実施できる

8
PEP－R演習①（診断・評価と支援プログラム） PEP-Rの検査の流れを理解する

9
PEP－R演習②（幼児期の事例による演習・ロールプレ
イ）

マニュアルを確認しながら検査が実施できる

14
小児分野におけるSTの役割と専門性 小児分野におけるSTの役割を説明できる

15
学びの共有と発表（検査の説明、演習・講義を通しての
学び・考察

演習・講義を通じての学びを振り返り、まとめを発表し情報
の共有をはかる

12
PEP－R評価⑤（評価の実際・演習） マニュアルを確認しながら検査が実施できる

13
PEP－R評価⑥（発表・共有） 検査結果を発表し、他グループと情報共有ができる

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚障害学　言語発達障害学　第３版』 玉井ふみ/深浦純一 医学書院

成績評価
方法

授業態度(演習)３０点
ミニレポート２０点
試験５０点

履修上の
注意

乳幼児期の定型発達に復習しておくこと

実務経験
紹介

該当分野での実務経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 言語発達障害学Ⅰ

無

　小児において言語発達障害に関連する障害の特性
を理解し、指導・支援法までを学ぶ

１．障害別に定義や基本的概念など基礎知識を理解し
説明
　　することができる
２．障害別の指導・支援法を理解し説明することができ
る

言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 今村　真由香
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
自閉症スペクトラム症 自閉症スペクトラム症について理解する

3
自閉症スペクトラム症 自閉症スペクトラム症について理解する

回数 授業内容 学習目標

1
言語発達障害とは 言語発達障害を理解する

6
知的発達症（知的能力障害） 知的発達症（知的能力障害）について理解する

7
限局性学習症 限局性学習症について理解する

4
自閉症スペクトラム症 自閉症スペクトラム症について理解する

5
知的発達症（知的能力障害） 知的発達症（知的能力障害）について理解する

10
特異的言語発達障害 特異的言語発達障害について理解する

11
特異的言語発達障害 特異的言語発達障害について理解する

8
限局性学習症 限局性学習症について理解する

9
限局性学習症 限局性学習症について理解する

14
脳性麻痺・重複障害 脳性麻痺・重複障害について理解する

15
まとめ 14回目までの講義内容の復習と理解

12
特異的言語発達障害 特異的言語発達障害について理解する

13
特異的言語発達障害 特異的言語発達障害について理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

標準言語聴覚障害　言語発達障害学　第３版 玉井ふみ、深浦順一（編集） 医学書院

成績評価
方法

定期試験100％

履修上の
注意

実務経験
紹介

本領域において臨床経験あり

参考
図書等

最新言語聴覚学　言語発達障害学 石坂郁代、水戸陽子（編著） 医歯薬出版
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 言語発達障害学Ⅱ

無

小児の言語聴覚障害領域で必要な評価、及び評価方
法を学ぶ。検査演習を通して検査法等の知識・技能を
身に付ける。

１．検査の目的と概要を理解する
２．マニュアルに沿った方法を実施できる
３．検査結果を解釈し、評価ができる

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 今村　真由香
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
情報収集 情報収集の目的や方法を理解する

3
発達検査
新版K式発達検査・遠城寺式乳幼児分析的発達検査
法

発達検査の理解・実施ができる

回数 授業内容 学習目標

1
評価の目的と方法 評価の目的と方法を理解する

6
言語検査（演習）
S-S法・LCスケール・LCSA・PVT-R

言語検査の理解・実施ができる

7
言語検査（演習）
S-S法・LCスケール・LCSA・PVT-R

言語検査の理解・実施ができる

4
発達検査
新版K式発達検査・遠城寺式乳幼児分析的発達検査
法

発達検査の理解・実施ができる

5
言語検査（演習）
S-S法・LCスケール・LCSA・PVT-R

言語検査の理解・実施ができる

10
言語検査（演習）
S-S法・LCスケール・LCSA・PVT-R

言語検査の理解・実施ができる

11
知能検査
WISC-Ⅳ・Ⅴ・田中ビネーⅤ

知能検査の理解・実施ができる

8
言語検査（演習）
S-S法・LCスケール・LCSA・PVT-R

言語検査の理解・実施ができる

9
言語検査（演習）
S-S法・LCスケール・LCSA・PVT-R

言語検査の理解・実施ができる

14
学習・認知検査
K-ABC

学習・認知検査の理解・実施ができる

15
まとめ これまでの講義内容が理解できる

12
知能検査
WISC-Ⅳ・Ⅴ・田中ビネーⅤ

知能検査の理解・実施ができる

13
知能検査
WISC-Ⅳ・Ⅴ・田中ビネーⅤ

知能検査の理解・実施ができる

書籍名 著者 出版社

教科書

標準言語聴覚障害　言語発達障害学　第３版 玉井ふみ、深浦順一（編集） 医学書院
国リハ式＜S-S法＞言語発達遅滞検査　検査マニュアル改訂第４版 小寺富子　編著 エスコアール

成績評価
方法

定期試験100％

履修上の
注意

実務経験
紹介

本領域について臨床経験あり

参考
図書等

最新言語聴覚学　言語発達障害学 石坂郁代、水戸陽子（編著） 医歯薬出版
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．期末試験（１００％）
　※池田先生、羽飼先生のいずれの試験にも合
格すること

履修上の
注意

摂食嚥下障害の基礎である、解剖生理を復習し
講義に臨んでください。また、毎講義後の復習を
行うようにしてください。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

標準言語聴覚障害学　摂食嚥下障害学第2版 熊倉勇実・椎名英貴　編集 医学書院

摂食嚥下障害のリハビリテーション 摂食嚥下障害のリハビリテーションについて理解する

書籍名 著者 出版社

12 摂食嚥下に関連する解剖生理 摂食嚥下に関連する器官の解剖生理について理解する

13 摂食嚥下のメカニズム 摂食嚥下のメカニズムを理解する

14 摂食嚥下障害の評価・診断 摂食嚥下障害の評価・診断方法について理解する

15

11 リスク管理 摂食嚥下障害に対するリスク管理について理解する

9 直接的嚥下訓練 直接的嚥下訓練について理解する

10 嚥下障害への食事の対応（経管栄養など）
経管栄養など嚥下障害患者への食事対応について理解す
る

8 間接的嚥下訓練 間接的嚥下訓練について理解する

6 摂食嚥下障害のための検査（嚥下内視鏡検査：VE） 嚥下内視鏡検査について理解する

7 摂食嚥下各期の障害と対策 摂食嚥下各期の障害とその対策について理解する

4 摂食嚥下障害のための検査（スクリーニング検査） スクリーニング検査を理解する

5 摂食嚥下障害のための検査（嚥下造影検査：VF） 嚥下造影検査について理解する

2 摂食嚥下障害の病歴・身体所見 摂食嚥下障害の所見について理解する

3 摂食・嚥下の観察 口腔器官や嚥下器官の観察について理解する

1 摂食嚥下障害をきたす病因・病態・障害 摂食嚥下障害の原因について理解する

無

摂食嚥下障害の概要（嚥下5期モデル、3相）ならびに
障害の原因疾患、検査などを講義や演習を通して学ん
でいきます。

１）嚥下の解剖と生理について理解する。
２）嚥下障害の原因と種類について理解する。
３）嚥下障害の検査及び評価について理解する。

担当 池田　卓生　・　羽飼　富士男 有
企業等

との連携

科目
区分

専門 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

嚥下障害学

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 嚥下障害治療学Ⅰ

無

講義や演習を通して、摂食嚥下障害をきたす疾患と評
価方法を中心に授業を進めていく。

成人の嚥下障害の疾患やメカニズム、検査、治療方法
の概要について理解する。

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 正司　真規
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
５期モデルについて ５期モデルの流れを理解し、各器官の動態や神経や筋の理

解について深める

3
プロセスモデルについて プロセスモデルが説明できる

回数 授業内容 学習目標

1
嚥下障害学の復習 頭頚部の正中矢状断面図の再学習を行い理解を深める

6
摂食嚥下障害をきたす疾患について 認知機能低下による嚥下障害の特徴を理解する

7
摂食嚥下障害の評価の流れ 評価の流れの理解を深める

4
摂食嚥下障害をきたす疾患について 脳血管障害におる嚥下障害の特徴を理解する

5
摂食嚥下障害をきたす疾患について 進行性疾患における嚥下障害の特徴を理解する

10
摂食嚥下障害のスクリーニングテスト実技② 反復唾液嚥下テストを資料の内容を確認しながら実施でき

るようになる

11
摂食嚥下障害の各期の障害と評価のポイント① 先行期・準備期・口腔期の障害について理解を深める

8
摂食嚥下障害のスクリーニングテスト 改定水飲みテスト、反復唾液嚥下テストを中心にスクリーニ

ングテストの役割、内容を理解する。

9
摂食嚥下障害のスクリーニングテスト実技① 改定水飲みテストを資料の内容を確認しながら実施できるよ

うになる

14
合併症とリスク管理（気管切開など）② 誤嚥性肺炎、気管切開等の合併症やリスク管理について理

解を深める

15
嚥下障害に対する手術について 嚥下機能を改善する手術、誤嚥を予防する手術

12
摂食嚥下障害の各期の障害と評価のポイント② 咽頭期の障害について理解を深める

13
合併症とリスク管理（気管切開など）① 低栄養、加齢等、嚥下障害の合併症やリスクについて理解

を深める

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚学　摂食嚥下障害学　第２版』　　 藤田郁代（監修） 医学書院
『嚥下障害ポケットマニュアル　第４版』 聖隷嚥下チーム 医歯薬出版株式会社

成績評価
方法

試験１００％

履修上の
注意

・嚥下の５期モデルを理解しておくこと
・積極的に授業に参加し、発言すること

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

予習の状況、出席状況、授業への参加度、レ
ポートおよび試験を総合的に判断し、評価する。

履修上の
注意

集中講義のため、教科書の内容をよく読み、まとめノー
トをあらかじめ作成するなど、必ず予習をしておくこと。
また、講義日までに、テキストの内容に関する質問事
項も準備しておくこと。なお、授業は講義形式とグルー
プ学習で行う。
【前期科目ですが今年度は後期に開講します】

実務経験
紹介

20年間の吃音臨床経験あり。

参考
図書等

『吃音の基礎と臨床　総合的アプローチ』 バリー　ギター　著　長澤泰子監訳 学苑社
『どもる君へ　いま伝えたいこと』 伊藤伸二　著 解放出版社

書籍名 著者 出版社

教科書

『特別支援教育における吃音・流暢性障害のある子どもの理解と支援』 小林宏明　川合紀宗 学苑社

成人期の吃音臨床 成人期の吃音臨床の方法と特徴を理解する。

14
吃音に関する最近の研究動向について 吃音に関する最近の研究動向を理解する。

15
まとめ 吃音の基礎的事項・特徴・評価・臨床について包括的に理

解する。

10
幼児期の吃音臨床 幼児期の吃音臨床の方法と特徴を理解する。

11
学童期の吃音臨床 学童期の吃音臨床の方法と特徴を理解する。

12
思春期の吃音臨床 思春期の吃音臨床の方法と特徴を理解する。

13

8
多面的・包括的アプローチ 吃音の多面的・包括的評価を理解する。

9
吃音の臨床（概論） 吃音臨床の基礎的事項を理解する。

6
吃音症状の評価 吃音の中核症状・二次症状・随伴症状の評価を理解する。

7
吃音症状以外の評価 吃音症状以外の側面に対する評価を理解する。

4
吃音に関する理論 吃音の原因や進展に関する様々な理論を理解する。

5
吃音の診断・評価（概論） 吃音の診断・評価の基礎的事項を理解する。

2
吃音の症状面の特徴 吃音の中核症状・二次症状・随伴症状の特徴を理解する。

3
吃音の心理面・態度面の特徴 吃音の心理面・態度面の特徴を理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
吃音の概要：現在までに明らかにされていること 吃音の基礎的事項を理解する。

無

吃音をはじめとする流暢性障害については、明らかに
されていることが少なく、臨床場面においても介入が困
難であるといわれている。そこで本講義では、現在まで
に吃音・流暢性障害に関する研究や実践の中で明ら
かにされていることについての理解を深める。

1．吃音・流暢性障害の症状を理解する。
2．吃音・流暢性障害の原因の諸説についての認識を
深める。
3．吃音・流暢性障害の臨床方法について学習する。

担当 川合　紀宗
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 流暢性障害

言語 学期 前期 授業形態 講義
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

聴力検査演習（30％）、期末試験（70％）
履修上の

注意

1年次の聴覚医学の復習をしておくこと(特に解
剖)。タブレットの目的外使用があった場合は、座
席を指定させていただきます。

実務経験
紹介

言語聴覚士として医療機関で5年、通所介護施設で2年
の実務経験。補聴器販売店で1年間の研修経験があ
る。

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚障害学　聴覚障害学　第3版』 藤田郁代（監修） 医学書院
『聴力検査の実際　　改訂5版』　 日本聴覚医学会　編 南山堂

COR検査　練習 CORの演習を行うための準備や操作練習を行う。

14
COR検査　演習（1） 実際にCORを操作し、検査ができるようになる。

15
COR検査　演習（2） 実際にCORを操作し、検査ができるようになる。

10
CORとVRA検査について　仕組みや評価方法 CORとVRA検査の仕組みや評価方法について理解と説明

ができる。

11
遊戯聴力検査について　仕組みや評価方法 遊戯聴力検査の仕組みや評価方法について理解と説明が

できる。

12
遊戯聴力検査について　演習 遊戯聴力検査（ピープショウテスト、Barr法）について検査が

行える。

13

8
OAE検査・ASSR検査について　仕組みや評価方法 OAE検査・ASSR検査の仕組みや評価方法について理解と

説明ができる。

9
BOA検査について　仕組みや評価方法 BOA検査の仕組みや評価方法について理解と説明ができ

る。

6
小児難聴のスクリーニング検査について 小児難聴のスクリーニング検査について理解と説明ができ

る。

7
ABR検査の仕組みや評価方法について ABR検査の仕組みや評価方法について理解と説明ができ

る。

4
胎生期難聴　周産期難聴とは 胎生期難聴と周産期難聴の疾患について理解と説明ができ

る。

5
小児難聴の評価の流れ 小児聴覚障害に関わる検査・評価について理解と説明がで

きる。

2
聴器の発生について 胎芽期・胎児期の聴器の発生について、知識を習得する。

3
小児聴覚障害の概要　遺伝性難聴とは 遺伝性難聴の基本構造や種類について理解と説明が出来

る。

回数 授業内容 学習目標

1
耳の解剖と機能について 小児期での聴器の解剖・生理について知識を習得する。

無

講義と演習を通して、先天性難聴の原因や評価の仕
方を伝えていく。

・一般目標
　小児聴覚障害の疾患や検査方法と評価方法を学
ぶ。
・行動目標
　耳の発生と解剖を説明できる。
　小児難聴の時期や種類を区別・説明できる。
　小児の聴覚検査の理論と方法を学び、実施すること
ができる。

担当 平野　春樹
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 小児聴覚障害学

言語 学期 前期 授業形態 講義
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

聴力検査演習（30％）、期末試験（70％）

履修上の
注意

1年生で学習した「聴覚医学概論」や「成人聴覚障
害学」をよく復習しておくこと。主に聴力検査室で
行います。タブレットの目的外使用があった場合
は、座席を指定させていただきます。

実務経験
紹介

言語聴覚士として医療機関で5年、通所介護施設で2年
の実務経験。補聴器販売店で1年間の研修経験があ
る。

参考
図書等

『標準言語聴覚学　聴覚障害学　第3版』　　 藤田郁代（監修） 医学書院

書籍名 著者 出版社

教科書

『聴力検査の実際　改定5版』 日本聴覚医学会　編 南山堂

インピーダンスオージオメトリー（ティンパノメトリー演
習）

ティンパノメトリーについての仕組みや方法について理解
し、実践できる。

14
インピーダンスオージオメトリー（耳小骨筋反射検査演
習）

耳小骨筋反射検査についての仕組みや方法について理解
し、実践できる。

15
その他の検査（一部演習あり） 眼振検査や平衡機能検査についての仕組みや方法につい

て理解できる。

10
純音聴力検査（気導・骨導演習） 気導聴力検査の気導・骨導について、マニュアルに沿った

方法を実施できる。

11
自記オージオメトリー（演習） 自記オージオメトリー検査についての仕組みや方法につい

て理解し、実践できる。

12
閾値上聴力検査（演習） 閾値上聴力検査についての仕組みや方法について理解し、

実践できる。

13

8
純音聴力検査（気導・骨導演習） 気導聴力検査の気導・骨導について、マニュアルに沿った

方法を実施できる。

9
純音聴力検査（気導・骨導演習） 気導聴力検査の気導・骨導について、マニュアルに沿った

方法を実施できる。

6
語音聴力検査：語音了解閾値検査（演習） 語音了解閾値検査についての仕組みや方法について理解

し、実践できる。

7
語音聴力検査：語音弁別検査（演習） 語音弁別検査についての仕組みや方法について理解し、実

践できる。

4
純音聴力検査（骨導）③ 骨導聴力検査の概要についての仕組みや方法について理

解できる。

5
マスキング マスキングの基本構造についての仕組みや方法について理

解し実践できる。

2
純音聴力検査（気導）① 純音聴力検査の概要と気導聴力検査についての仕組みや

方法について理解できる。

3
純音聴力検査（気導）② 引き続き、気導聴力検査についての仕組みや方法について

理解できる。

回数 授業内容 学習目標

1
復習：耳の構造の部位や音の伝わり方を列挙できる。 1年生で習得した聴覚の解剖や生理の知識を復習する。

無

主に成人を対象とした様々な聴力検査法の理論と方
法を知り解釈の仕方を学ぶ。

・目的に応じた聴力検査法を選択できる。
・各検査のしくみや方法を理解できる。
・マニュアルに沿った方法を実施できる。
・検査結果を解釈し評価できる。

担当 平野　春樹
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 聴力検査法演習

言語 学期 前期 授業形態 演習
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験（90％）、レポート・感想文（10％）

履修上の
注意

「耳の構造、音の伝わり」について復習しておくこ
と。

実務経験
紹介

25年間補聴器分野の業務経験あり。

参考
図書等

『標準言語聴覚学　聴覚障害学　第3版』　　 藤田郁代（監修） 医学書院

書籍名 著者 出版社

教科書

・プリントを配布

人工内耳 人工内耳の仕組みを理解する

14
人工内耳 人工内耳のマッピングを学ぶ

15
まとめ 今までの授業の振り返りを行う

10
難聴体験 難聴者の苦悩をりかいする

11
補聴器特性装置 補聴器特性装置の使い方を説明し、実際に特性をとる

12
補聴効果確認 補聴器が適合しているか確認を行う

13

8
補聴器フィッティング 主訴やオージオグラムを参考にして調整を行う

9
耳型採型 模型を使用し、耳型採型を行う

6
装用耳の選択 補聴器の装用耳の選択を行う

7
リニア・ノンリニア 補聴器のリニア・ノンリニアについて理解を深める

4
補聴器の概要 補聴器の形による長所・短所を理解する

5
補聴器の仕組み 補聴器の最新機能を学ぶ

2
耳の構造と音の伝わり 耳の構造や音の伝わり方について学ぶ

3
きこえと補聴器の役割 補聴器の市場と難聴者を取り巻く環境を学ぶ

回数 授業内容 学習目標

1
耳の構造と音の伝わり 耳の構造や音の伝わり方について学ぶ

無

・補聴器の構造、種類はもちろんのこと難聴者のきこえ
に対応した補聴を補聴器効果測定装置を使用して客観
的データと主観的データをもとにフィッティングし、適正
にフィッティングされているか評価を行う。模型を利用し
た耳型採型実習や補聴に関する周辺機器についても
学ぶ。
・人工内耳の仕組みとマッピング法を学ぶ。

・補聴器のフィッティング技術の習得。
・周辺機器についての知識を得る。
・人工内耳の仕組みを理解する。
・国家試験の問題が解ける。

担当 竹松　知紀
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 補聴器・人工内耳

言語 学期 後期 授業形態 講義
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【授業の概要】 【到達目標】

1週間、学外の医療機関である臨床実習地において、臨床実習指導者のもとで言語聴覚士の業務を学ぶ。

【授業内容】
・見学にて言語聴覚士の業務内容を理解する。
・実習記録を作成する。
・見学した症例の報告をまとめる（臨床基礎実習報告書の作成）
・臨床基礎実習報告会で発表する。

【学習目標】
・見学にて症例の記録と報告ができる。
・医療、福祉機関の組織、リハビリテーション部門及び言語聴覚療法部門の運営管理について基本事項を
  学ぶ。

学習目標

成績評価
方法

臨床基礎実習の評価表に基づき評価を行
う。

履修上の
注意

実習に適した服装や身だしなみで参加してくだ
さい。場をわきまえ、言葉遣いや態度にも十分
気をつけましょう。社会人としてルールを身に
付けましょう。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

『ST評価　ポケット手帳』 白波瀬元道編集 ヒューマン・プレス

書籍名 著者 出版社

有担当 ST科教員 有
企業等

との連携

臨床現場で実際の言語聴覚士の業務内容を見学
し、机上の知識と結びつけて学ぶ。

1．臨床現場での言語聴覚士の役割を学ぶ。
2．対象者との接し方、関わり方を学ぶ。
3．実際の現場を見学することで学んだ知識をより
深める。
4．社会に出る上での基本的なマナーや社会性を学
ぶ。
5．見学から得られた情報や調べたことをディリー
ノートにまとめ、記録する経験を積む。

回数 授業内容

科目
区分

専門 履修形態

2年単位数 1 時間数 40 学年/学科

必修 科目名

実習

教員の
実務経験

臨床基礎実習

言語 学期 後期 授業形態
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言語聴覚学科

2　年　次

選　択　・　必　修　科　目

◇言語療法セミナーⅡ

◇地域リハビリテーション学



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

選択・必修 履修形態 必修 科目名 言語療法セミナーⅡ

無

臨床基礎実習に向けて、小児分野・成人分野・臨床マ
ナーやコミュニケーション技法について演習等を通して
学習を深める。

・言語聴覚士としての資質・能力について理解を深める
・言語聴覚障害の基礎学力を身につける（小児・成人
分野）
・臨床基礎実習における課題（SOAPの書き方やマ
ナー、実習報告会）を理解し、課題を達成する

言語 学期 前期 授業形態 演習

担当 正司真規　今村真由香
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 2年

2
STについて調べ理解を深める 言語聴覚士、言語聴覚士の仕事について理解を深める

3
小児分野の言語聴覚療法（講義）
臨床基礎実習の１日の流れ

小児分野の臨床基礎実習の１日の流れを知る

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション・臨床マナー 今後の講義内容、臨床マナーが理解できる

6
小児分野の言語聴覚療法（講義）
知的発達症・聴覚障害について

知的発達症・聴覚障害について理解を深める

7
成人分野の言語聴覚療法（講義）
臨床基礎実習の１日の流れ

成人分野の臨床基礎実習の１日の流れを知る

4
小児分野の言語聴覚療法（講義）
自閉スペクトラム症について

自閉スペクトラム症について理解を深める

5
小児分野の言語聴覚療法（講義）
限局性学習症について

限局性学習症について理解を深める

10
成人分野の言語聴覚療法（講義）
まとめ

これまでの成人分野の講義内容が理解できる

11
SOAPの記載の仕方 SOAPの記載の仕方を理解し、記載ができる

8
成人分野の言語聴覚療法（講義）
失語症について

失語症についての理解を深める

9
成人分野の言語聴覚療法（講義）
嚥下障害・構音障害について

嚥下障害・構音障害についての理解を深める

14
臨床態度、コミュニケーション技法について（実技試験） 実技試験の合格基準に到達する

15
まとめ これまでの講義内容が理解できる

12
SOAPの記載の仕方 SOAPの記載の仕方を理解し、記載ができる

13
臨床態度、コミュニケーション技法について 医療現場で求められる態度、コミュニケーション技法につい

て理解できる

書籍名 著者 出版社

教科書

言語聴覚士テキスト　第4版 大森孝一他　編 医歯薬出版
日本語検定公式練習問題集３訂版３級 日本語検定委員会 東京書籍
言語聴覚士国家試験必修チェック 西尾桂子、河村民平 文光堂

成績評価
方法

小児分野　40％
成人分野　40％
実技試験　20％

履修上の
注意

指導されての学習のみならず、主体的に積極的
に自己学習を進めること

実務経験
紹介

本領域について臨床経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験　100％

履修上の
注意

多数の非常勤講師により授業が運営されていき
ます。受講態度には留意してください。

実務経験
紹介

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

特に定めない

14
就労支援　高次脳機能障害 高次脳機能障害領域の就労支援を理解する

15
まとめ　地域で働く専門職 地域で働く専門職の役割を述べることができる

12
地域支援と専門職　施設支援 施設支援の役割を理解する

13
就労支援　精神科領域 精神科領域の就労支援を理解する

10
地域支援と専門職　訪問看護 地域での看護師の役割を理解する

11
障害児教育の現状と課題 障害児の教育内容と課題を理解する

8
地域支援　NPOの役割 地域でのNPOの役割を理解する

9
地域支援と専門職　医師　在宅医療 地域での在宅医療の役割を理解する

6
地域支援と専門職　理学療法士 地域での理学療法士の役割を理解する

7
地域支援と専門職　言語聴覚士 地域での言語聴覚士の役割を理解する

4
社会生活と地域包括ケアシステム 地域包括ケアシステムの概要を理解する

5
地域支援と専門職　介護支援専門員 地域での介護支援専門員（ケアマネジャー）の役割を理解す

る

1 時間数 30 学年/学科 2年

2
介護保険法と障害者総合支援法 介護保険と障害者総合支援法の重要事項を理解する

3
地域支援と専門職　作業療法士 地域での作業療法士の役割を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション 地域リハビリテーションの概要を理解する

科目
区分

選択・必修 履修形態 必修 科目名 地域リハビリテーション学

無

　地域で生活されている障害者（児）や高齢者を対象に
展開されているリハビリテーションについて講義する。
特に、授業では、専門職（理学・作業・言語）以外の支
援内容を重要視した。
　また、リハビリテーションに関わる専門職の具体的な
講義を受けることで、自らの専門職としての役割性を明
確にする。

・高齢者を取り巻く保健医療福祉の現状を理解する
・２０４０年問題について理解し、日本社会の進むべき
道について述べることができる
・介護保険制度の理解と障害者総合支援制度を説明
できる
・地域リハビリテーションにおける専門職の役割を理解
し、説明できる。

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 非常勤講師
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数
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言語聴覚学科

3　年　次

基　礎　科　目

◇関係法規



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

基礎 履修形態 必修 科目名 関係法規

無

言語聴覚士として臨床現場で必要な医療・社会福祉・
その他関連する法規について理解する

・言語聴覚士法の説明ができる
・言語聴覚士に関連する医療・保健に関する法規をあ
げ、主な内容を説明できる
・言語聴覚士に関連する社会福祉に関する法規をあ
げ、主な内容を説明できる

言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 正司　真規
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
法規、社会保障制度② 社会保障制度について理解する

3
言語聴覚士法 言語聴覚士法の重要部分について理解する

回数 授業内容 学習目標

1
法規、社会保障制度① 『法規』とは何か理解する

6
医療施設に関する法規 医療施設の施設基準に関しての理解を深める

7
保健衛生に関する法規 保健衛生に関する理解を深める

4
医療従事者に関する法規① 医師法・看護師法の理解を深める

5
医療従事者に関する法規② PT・OT法の理解を深める

10
社会福祉に関する法規① 社会福祉に関連する法規の理解を深める

11
社会福祉に関する法規② 社会福祉に関連する法規の理解を深める

8
医療保険・診療報酬 主にリハビリテーションに関する医療保険・診療報酬の内容

の理解を深める

9
労働に関する法規 労働に関する理解を深める

14
教育に関する法規 教育関連法に関する理解を深める

15
まとめ 関係法規の国家試験に取り組む

12
介護保険法 介護保険法に関する理解を深める

13
個人情報保護法、その他 個人情報保護法に関する理解を深める

書籍名 著者 出版社

教科書

特に定めない

成績評価
方法

試験100％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

参考
図書等
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言語聴覚学科

3　年　次

専　門　基　礎　科　目

◇脳神経外科学

◇心理測定法



【授業の概要】 【到達目標】

脳神経外科学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1 オリエンテーション 脳の代表的な部位と脳画像の見方を理解する。

無

脳血管障害はリハビリテーション分野で最も関わる障
害であり、その病態を知ることはリハビリテーション専
門職の必須の要件である。近年、中枢神経障害に対す
る治療技術の発展は目覚ましく、外科的な手術をはじ
め、予防的な治療として脳血管内かという分野も確立
している。リハビリテーションに携わる者として、最新の
技術・知識を学ぶことはより効果的な治療を行う上で大
切な要素である。脳神経外科専門医の立場から、脳血
管障害の原因、病態症状、合併症、治療と予後、リハ
ビリテーションについて最新情報を得る。

中枢神経系の機能局在を理解する。
脳血管障害の病態と症状を理解する。
脳腫瘍の病態と症状を理解する。
脳神経外科学の手術と適応について理解する。

担当 梶原浩司　柳原博之　濱田康弘　正司真規 無
企業等

との連携

2 脳外科　基礎編 脳画像の機能局在等を理解する

3 脳外科　症候学 脳疾患の代表的疾患を理解する

4 脳外科　応用編 脳疾患の症状を理解する

5 脳外科　脳腫瘍、頭部外傷 脳腫瘍、脳外傷の病態と症状を理解する

6 脳外科　脳卒中 脳卒中の病態と症状を理解する

7 脳外科　まとめ①　総論 脳神経外科の重要事項を理解する

8 脳外科　まとめ②　各論 脳神経外科の重要事項を理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

病気がみえる　Vol.7　脳・神経 MEDIC　MEDIA

参考
図書等

成績評価
方法

筆記試験　100％

履修上の
注意

前期開講になっていますが前後期開講です

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門基礎 履修形態 必修 科目名 心理測定法

無

言語聴覚療法の基礎として感覚量の測定は極めて重
要であり、実証的なアプローチについて理論的並びに
体験的に参入を行う。

・感覚測定手段としての精神物理学的測定法の理論を
理解し、技法を体得する。
・心理学的尺度構成法を理解し、心身の引き起こす現
象の捉え方を知る
・統計解析データの基本的読み取り方を理解する

言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 福田　廣
教員の

実務経験
無

企業等
との連携

単位数 2 時間数 30 学年/学科 3年

2
心理学における心のとらえ方（２）
―　心の測定　―

『心』を測るものして、観察、実験、調査等の方法が存在す
る。それらの具体的な特徴及びその長短について知る。

3
研究方法、測定法の分類 心理測定、中でも感覚・知覚・記憶といった広義の認知領域

での測定方法の理論的背景を理解する。

回数 授業内容 学習目標

1
心理学における心のとらえ方（１）
―　心の科学、研究パラダイム　―

科学的に　『心』を理解するためには、どのような研究の枠組
が必要なのか理解する。

6
同上演習 上述の測定法を用いて、錯視図形での錯視量の測定を行

う。

7
尺度構成法(１)
－　感覚尺度　－

マグニチュード推定法等を用いて感覚対象の測定の技術を
獲得する。

4
精神物理学的測定法（１） 調整法・極限法・恒常法の特徴、具体的操作手続きに習熟

し、データ解析について理解を深める（１）

5
精神物理学的測定法（２） 調整法・極限法・恒常法の特徴、具体的操作手続きに習熟

し、データ解析について理解を深める（2）

10
同上演習 具体的態度対象を選出し、データ収集を行い、理解を深め

る。

11
心理教育研究とデータ解析(１) 心理教育研究における数量的データの尺度水準の問題、そ

の水準にあった統計分析の在り方について理解する（１）

8
同上演習 上述のデータ分析を通して、科学的測定技術を体得する。

9
尺度構成法(２)
－　社会的態度・イメージの尺度　－

リッカート法、一対比較法の理論的背景を知る。

14
ＳＤ法によるデータ収集・分析の演習（2） グループ別に、SD法によるデータ収集のテーマを探し、実際

にデータを収集し、発表に向けて取り組む（2）

15
心理測定演習発表 グループ別発表、考察を行う。成果確認、講評を通して達成

度を知る。

12
心理教育研究とデータ解析(２) 心理教育研究における数量的データの尺度水準の問題、そ

の水準にあった統計分析の在り方について理解する（2）

13
ＳＤ法によるデータ収集・分析の演習（1） グループ別に、SD法によるデータ収集のテーマを探し、実際

にデータを収集し、発表に向けて取り組む（1）

書籍名 著者 出版社

教科書

『心理学基礎実習マニュアル』 宮谷真人編 北大路書房

成績評価
方法

演習課題の遂行、グループワーク成果（30％）
レポート形式テスト（70％） 履修上の

注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

参考
図書等
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言語聴覚学科

◇臨床実習Ⅰ

◇構音障害学Ⅰ（運動性）

◇構音障害学Ⅱ（運動性）

◇構音障害学Ⅲ（器質性）

◇小児聴覚障害治療学

◇成人聴覚障害治療学Ⅰ

◇成人聴覚障害治療学Ⅱ

◇嚥下障害治療学Ⅱ（演習）

3　年　次

専　門　科　目

◇言語聴覚障害研究法Ⅰ

◇失語症治療学Ⅱ（演習）

◇高次脳機能障害学Ⅱ

◇高次脳機能障害検査法

◇言語発達障害治療学Ⅰ

◇言語発達障害治療学Ⅱ（脳性麻痺）

◇言語発達障害治療学Ⅲ（演習）

◇音声障害Ⅰ

◇音声障害Ⅱ



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 言語聴覚障害研究法Ⅰ

無

研究とは何か、研究のプロセス、研究方法を解説す
る。また、得られたデータを要約・記述・解釈する方法、
及び文献の活用方法についても学ぶ。

・研究とは何か理解できる
・研究法の種類を理解できる
・研究の進め方、研究の方法について理解できる
・データの収集とまとめ方について理解し、結果の解釈
ができる
・文献の収集と活用、抄読ができる

言語 学期 後期 授業形態 講義

担当 正司　真規
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
研究のプロセスと方法 研究の進め方の理解を深める

3
研究法の種類① 研究の種類を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
ガイダンス、研究とは何か 研究とは何か理解を深める

6
情報収集と研究計画（組立）の立案② 研究計画を立案する

7
研究データの収集と解釈 研究データの収集の方法に関する理解を深める

4
研究法の種類② 研究の種類を理解する

5
情報収集と研究計画（組立）の立案① 論文の探し方を理解し、実際に興味のある分野の論文を見

つける

10
文献の活用法 引用文献の探し方と活用方法について理解を深める

11
プレゼンテーション演習 パワーポイントでのプレゼンテーションの方法について理解

を深める

8
結果のまとめと展開 研究データの結果をまとめ方の理解を深める

9
報告書の作成法 報告書の作成に関する理解を深める

14
論文・報告書抄読 興味のある分野の論文から抄読を作成する

15
論文・報告書抄読　発表 パワーポイントで抄読発表をする

12
論文・報告書抄読 興味のある分野の論文から抄読を作成する

13
論文・報告書抄読 興味のある分野の論文から抄読を作成する

書籍名 著者 出版社

教科書

成績評価
方法

課題発表100％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

レポート：100％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を
期待する。

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

教科書

失語症Ⅰ・Ⅱで用いた教科書・ノート

失語症補足 模擬症例を通して訓練立案ができる

書籍名 著者 出版社

12 失語症治療総合演習Ⅱ（１） 模擬症例の症状のまとめができる

13 失語症治療総合演習Ⅱ（２） 模擬症例の症状の評価・分析ができる

14 失語症治療総合演習Ⅱ（３） 模擬症例の訓練立案ができる

15

11 失語症治療総合演習Ⅰ（９） 模擬症例の訓練プログラム作成ができる

9 失語症治療総合演習Ⅰ（７） 模擬症例の目標設定ができる

10 失語症治療総合演習Ⅰ（８） 模擬症例の訓練立案ができる

8 失語症治療総合演習Ⅰ（６） 模擬症例の症状の問題点抽出ができる

6 失語症治療総合演習Ⅰ（４） 模擬症例の＜書く＞について検討する

7 失語症治療総合演習Ⅰ（５） 模擬症例の症状のまとめができる

4 失語症治療総合演習Ⅰ（２） 模擬症例の＜話す＞について検討する

5 失語症治療総合演習Ⅰ（３） 模擬症例の＜読む＞について検討する

2 言語障害を持つ方との対話と情報収集
言語障害を持つ方とのコミュニケーション方法について考え
る

3 失語症治療総合演習Ⅰ（１） 模擬症例の＜聞く＞について検討する

回数 授業内容 学習目標

1 失語症のリハビリテーション過程 失語症のリハビリテーション過程について理解できる

無

失語症の症例・評価・立案・訓練・再評価・家族指導な
ど、失語症にまつわる言語聴覚士の関わりや職務に
ついて、全体的・俯瞰的に理解し自ら実践できることを
目指します。
言語機能に障害を持った方々の生活を再構築するた
めに、言語聴覚士に何ができるかを共に考え、追及し
ます。

１．失語症の対象者を全体像でとらえることができる。
２．全体像の中から詳細な問題点を指摘し必要な訓練
を選択できる。
３．対象者の置かれた生活環境に合わせた、最適なプ
ログラムや継続支援を提供できる
４．学生自ら治療を実践し報告書や指導書等、必要書
類を適切に作成できる。

担当 川北淳一郎
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

失語症治療学Ⅱ（演習）

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

演習3年
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

試験100％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の
講義形態をとるので、真摯かつ積極的な受講
姿勢を期待する。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等

教科書

『標準言語聴覚学　高次脳機能障害学　第３版』　　 藤田郁代（監修） 医学書院
『高次脳機能障害学　第３版』 石合純夫 医歯薬出版株式会社

まとめ② 5肢拓一の問題を作成する

書籍名 著者 出版社

12
右側大脳損傷によるコミュニケーション障害　種類 右大脳半球損傷によっておこるコミュニケーション障害

の種類が説明できる

13
右側大脳損傷によるコミュニケーション障害　障害
特徴

右大脳半球損傷によっておこるコミュニケーション障害
の障害特徴が説明できる

14
まとめ 国家試験問題を解く

15

11
脳梁離断症候群　周辺症状 他人の手徴候等脳梁損傷による種々の障害の理解を

深める

9
認知症の種類と特徴 アルツハイマー型などそれぞれの認知症の特徴を説明

できる

10
脳梁離断症候群　定義や発現機序について 定義と発現機序の説明ができる

8
認知症について 認知症の定義を説明できる

6
遂行機能障害　評価や訓練方法について 評価方法と訓練法の概要を説明できる

7
遂行機能障害　まとめ 遂行機能に対しての理解を深める

4
注意障害について 注意障害の種類について説明できる

5
遂行機能障害　定義や発現機序について 定義と発現機序が説明できる

2
半側空間無視　評価方法を中心に 検査名を述べることができる

3
半側空間無視　訓練方法を中心に 訓練方法の概要を説明できる

1
半側空間無視　定義や発現機序について 定義と発現機序が説明できる

無

講義、演習を通して各高次脳機能障害に対して学
ぶ。

高次脳機能障害の多種多様性を学び、各障害に対
して理解する。

担当 正司　真規 有
企業等

との連携

科目
区分

専門 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

高次脳機能障害学Ⅱ

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

実技試験100％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の
講義形態をとるので、真摯かつ積極的な受講
姿勢を期待する。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等

教科書

『標準言語聴覚学　高次脳機能障害学　第３版』　　 藤田郁代（監修） 医学書院
『高次脳機能障害学　第３版』 石合純夫 医歯薬出版株式会社

まとめ HDS-R、MMSE、コース立方体組合せテスト、RCPMがマ
ニュアルを確認せずに実施できる

書籍名 著者 出版社

12
CAT　実技 当該検査がマニュアルを確認しながら実施できる

13
BADS　概要 当該検査の概要説明ができる

14
BADS　実技 当該検査がマニュアルを確認しながら実施できる

15

11
CAT　概要 当該検査の概要説明ができる

9
BIT　概要 当該検査の概要説明ができる

10
BIT　実技 当該検査がマニュアルを確認しながら実施できる

8
TMT　　FAB　概要・実技 当該検査の概要説明ができ、マニュアルを確認しながら

実施できる

6
コース立方体組み合わせテスト・RCPM　実技 当該検査がマニュアルを確認しながら実施できる

7
S-PA標準言語性対連合学習検査　概要・実技 当該検査の概要説明ができ、マニュアルを確認しながら

実施できる

4
NOCA-J　概要・実技 当該検査の概要説明ができ、マニュアルを確認しながら

実施できる

5
コース立方体組み合わせテスト・RCPM　概要 当該検査の概要説明ができる

2
HDS-R・MMSE　概要 当該検査の概要説明ができる

3
HDS-R・MMSE　実技 当該検査がマニュアルを確認しながら実施できる

1
オリエンテーション 高次脳機能障害を評価する上で代表的な必要検査の種

類を説明できる

無

演習を通して、検査の仕方や結果の出し方を学ぶ 臨床現場で良く使用する検査方法を理論、実技を
通して学んでいく。

担当 正司　真規 有
企業等

との連携

科目
区分

専門 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

高次脳機能障害検査法

言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 言語発達障害治療学Ⅰ

無

正常発達の流れと指導法について学ぶ １．認知・コミュニケーションの正常発達の過程を理解
すること
２．言語発達障害児の言語指導について知ること

言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 川間　弘子
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
教材を作ってみよう（子どもに与えるもの・配慮するこ
と）

障がいの特性、発達段階を加味した教材を作成できる。

3
発達段階に即した教材 認知発達の過程に沿って、対応する教材があることがわか

る。また、使い方によって段階があることを知る。

回数 授業内容 学習目標

1
教材を作ってみよう（子どもに与えるもの・配慮するこ
と）

教材作成において注意点や配慮内容等への理解を深める。

6
書字の指導の流れ 指導法について、実践を交えながら知識と共に技能を習得

することができる。

7
数のレディネス（数える） 数える段階について実践を交えながら理解することができ

る。

4
文字・数のレディネス 文字と数に入る前に付けておく力について理解することがで

きる。実際に演習を通して、子どもとのかかわり方を知る。

5
書字のレディネス 1歳から文字が書ける段階までの書字の発達段階と手指の

発達段階について理解することができる。

10
教材づくり（5の数詞・対応） 量概念で、５のまとまりから１０への段階を知ると共に、指導

法について理解することができる。

11
指導の流れ　目標設定（アセスメント）→訓練内容方法 子どもの訓練場面のビデオ分析を行うことにより、目標を設

定することができる。

8
教材づくり 文字、数の教材を、発達段階を念頭に置きながら作成するこ

とができる。

9
合成分解　数の三項関係 数の学習で、序数概念から量概念に対する知識とと共に、

実践を交えながら技術に関しても習得することができる。

14
訓練目標内容　訓練計画作成 上記に加えて、評価の観点を設けながら、分析に視点を持

つことができる。

15
課題レポート作成 前期授業のまとめとして、レポートにまとめることができる。

12
訓練内容　系列化 訓練目標を達成するためのスモールステップについて理解

しながら段階を追った訓練内容を考えることができる。

13
訓練目標内容　訓練計画作成 訓練目標から訓練計画立案の一連の流れを理解し、作成す

ることができる。

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚障害学　言語発達障害学　第３版』 玉井ふみ/深浦純一 医学書院
『発達に遅れがある子どものための文字・文章の
読み書き指導』

川間弘子  ジ アース 教育新社

成績評価
方法

試験（100％）

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 言語発達障害治療学Ⅱ（脳性麻痺）

無

脳性麻痺を主体とした肢体不自由児の運動、言
語、コミュニケーション、摂食の状況を知り、支援の
視点を学ぶ。

１，障害像を理解し生活上の困り感を想像できるよ
うになる
２．肢体不自由児や重度・重複障害児の言語・コ
ミュニケー
　　ションの評価の視点を理解する
３．摂食機能の発達を理解し、評価できるようにな
る
４．拡大代替コミュニケーションの考え方を学ぶ

言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 今村　真由香
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
正常運動発達と運動学基本用語 正常運動発達と運動学基本用語がわかる

3
運動発達と姿勢反射 運動発達と姿勢反射を知る

回数 授業内容 学習目標

1
脳性麻痺について（定義・病型による分類） 脳性麻痺について理解できる

6
ライフステージと言語・コミュニケーション支援 ライフステージと言語・コミュニケーション支援について

理解する

7
ライフステージと言語・コミュニケーション支援 ライフステージと言語・コミュニケーション支援について

理解する

4
運動発達の意義（脳性麻痺の視点から） 運動発達の意義を理解する（脳性麻痺の視点から）

5
脳性麻痺児の言語・コミュニケーション上の問題 脳性麻痺児の言語・コミュニケーション上の問題につい

て考えることができる

10
摂食嚥下機能訓練の実際（演習） 摂食嚥下機能訓練を体験する

11
摂食嚥下機能訓練の実際（演習） 摂食嚥下機能訓練を体験する

8
摂食機能の発達、評価 摂食機能の発達を理解し評価方法がわかる

9
摂食機能の発達、評価 摂食機能の発達を理解し評価方法がわかる

14
指導の実際 実際の指導について理解する

15
重度重複障害児への支援 重度重複障害児への支援方法を知る

12
肢体不自由児、重複障害児の言語評価 肢体不自由児、重複障害児の言語評価がわかる

13
拡大代替コミュニケーションについて 拡大代替コミュニケーションについて理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

標準言語聴覚障害学　言語発達障害学第３版 藤田郁代（監修） 医学書院

食べる機能の障害 金子芳洋 医歯薬出版

成績評価
方法

定期試験100％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の
講義形態をとるので、真摯かつ積極的な受講
姿勢を期待する。

実務経験
紹介

本領域について臨床経験あり

参考
図書等

障害児者の摂食・嚥下・呼吸リハビリテーション　その基礎と実践 金子芳洋 医歯薬出版
言語治療ハンドブック 伊藤元信・吉畑博代（編） 医歯薬出版
新訂版写真でわかる重症心身障害児（者）のケア 鈴木康之、舟橋満寿子（監修） インターメディカ
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【授業の概要】 【到達目標】

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 言語発達障害治療学Ⅲ（演習）

言語 学期 後期 授業形態 演習

回数 授業内容 学習目標

1
S-S法検査準備 検査道具を確認し、マニュアルに沿った検査が実施できるよ

うになる

無

実際のセラピーを通じて、子どもの見方、評価・分析の
方法を理解する

１．要害の特性の理解と特性に応じた指導内容・方法
を理解し、活用できること
２．拡大代替コミュニケーション手段について知ること

担当 川間　弘子
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

4
S-S法　実技（数名のお子さんが協力） スムーズに検査を進めることができる。

5
訓練計画立案（実態－目標－内容　教材/教具作成） 検査結果、聞き取りから訓練計画を立案できる。次時の訓練

案を作成し、教材を準備することができる。

2
S-S法検査準備 S-S法について、検査の流れを把握し、スムーズに実施でき

るようにする。保護者対応に関する知識を身に付ける。

3
S-S法　実技（数名のお子さんが協力） スムーズに検査を進めることができる。

8
セラピー1回目（数名のお子さんが協力） 目標に沿ってセラピーと保護者対応ができる。

9
1回目のセラピーのビデオ分析、次回訓練案立案 訓練場面の詳細なビデオ分析を行い、評価の観点を身に付

けることができる。次時の訓練案を立案できる。

6
訓練計画立案（実態－目標－内容　教材/教具作成） 検査結果、聞き取りから訓練計画を立案できる。次時の訓練

案を作成し、教材を準備することができる。

7
セラピー1回目（数名のお子さんが協力） 目標に沿ってセラピーと保護者対応ができる。

13
セラピー３回目（数名のお子さんが協力） 訓練案の目標に沿ってセラピーが実施できる。訓練後、ビデ

オ分析を行い、評価の観点に沿って評価できる。最初に立て
た訓練目標に対する評価を行うことができる。症例報告書の
作成に関しての知識を身に付けることができる。14

セラピー３回目（数名のお子さんが協力）

15
症例報告書作成 症例報告書を作成することができる。協力いただいたお子様

と保護者の方に向けてのお礼の手紙を書くことができる。

10
教材作成 訓練で使用する教材を作成できる。

11
セラピー２回目（数名のお子さんが協力） 訓練案の目標に沿ってセラピーが実施できる。訓練後、ビデ

オ分析を行い、評価の観点に沿って評価できる。次時の訓
練案を作成し、使用教材を作成できる。スムーズに指導を進
めるための練習を行うことができる。12

セラピー２回目（数名のお子さんが協力）

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚障害学　言語発達障害学　第３版』 玉井ふみ/深浦純一 医学書院
『発達に遅れがある子どものための文字・文章の
読み書き指導』

川間弘子  ジ アース 教育新社

成績評価
方法

試験100％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験：50％（竹本）
期末試験：30％（川北）
小テスト：20％（川北）

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を
期待する。

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

標準言語聴覚障害学　発声発語障害学第3版 熊倉勇実・今井智子　編集 医学書院
言語聴覚士のための音声障害学 大森孝一編集 医歯薬出版

教科書

言語聴覚療法シリーズ14　改訂音声障害 苅安誠・城本修　編著 建帛社

音声障害の診療 音声障害の原因疾患について知る

書籍名 著者 出版社

12 声の音響学（１） 発声のメカニズムについて知る

13 声の音響学（２） 声の音響学的特徴について知る

14 音声障害 音声障害を知る

15

11 発声器官の解剖（２） 声帯のしくみと解剖を知る

9 呼吸器官の解剖 呼吸のしくみと解剖を知る

10 発声器官の解剖（１） 喉頭のしくみと解剖を知る

8 声の本質 声を知る

6 神経学的音声障害の疾患 神経学的音声障害について知る

7 機能性音声障害の疾患 機能性音声障害について症状を知る

4 器質的音声障害の疾患（２） 器質的音声障害の疾患について知る

5 器質的音声障害の疾患（３） 器質的音声障害の疾患について知る

2 診察・検査・評価の方法 音声障害の診察・検査・評価法を知る

3 器質的音声障害の疾患（１） 器質的音声障害の疾患について知る

回数 授業内容 学習目標

1 音声障害総論 音声障害の概要について知る

無

音声障害の定義や症状・メカニズムなどについての基
礎知識を修得する。音声障害の検査及び評価、音声
障害をきたす疾患等について学ぶ。

１．音声障害の定義や症状等を理解・定着、説明でき
る。
２．音声障害の診断、評価、検査及び方法を学習す
る。
３．音声障害を来す各疾患の特徴を理解する。

担当 竹本成子・川北淳一郎
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

音声障害Ⅰ

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義3年
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験：40％（非常勤）
期末試験：30%（羽飼）
期末試験：20%（川北）
小テスト：10%（川北）

履修上の
注意

※第1～7回：非常勤講師、第9～12回：川北
　　第13～15回：羽飼富士男先生

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

標準言語聴覚障害学　発声発語障害学第3版 熊倉勇実・今井智子　編集 医学書院
言語聴覚士のための音声障害学 大森孝一編集 医歯薬出版

教科書

言語聴覚療法シリーズ14　改訂音声障害 苅安誠・城本修　編著 建帛社

喉頭摘出者の摂食嚥下障害・リハビリテーション 喉頭摘出者の摂食嚥下障害について知る

書籍名 著者 出版社

12 音声治療・包括的訓練 音声障害の包括的訓練について知る

13 無喉頭音声・代用音声 喉頭摘出者について知る

14 喉頭摘出者のリハビリテーション 喉頭摘出者のリハビリテーションについて知る

15

11 音声治療・直接訓練 音声障害の直接訓練について知る

9 音声障害治療の概要 音声障害治療の概要について知る

10 音声治療・間接訓練 音声障害の間接訓練について知る

8 その他の音声障害の治療 その他の音声障害治療について知る

6 器質的音声障害の治療（１） 器質的音声障害の治療法について知る

7 器質的音声障害の治療（２） 器質的音声障害の治療法について知る

4 音声外科（３） 喉頭全摘出術等について知る

5 薬物療法 薬物療法について知る

2 音声外科（１） 喉頭微細術について知る

3 音声外科（２） 喉頭枠組み術について知る

回数 授業内容 学習目標

1 音声障害の治療総論 音声障害の治療概要について知る

無

音声障害をきたす疾患とその治療について学ぶ。音声
障害Ⅰで学んだ基礎知識も踏まえ言語聴覚士が実施
する音声治療について講義・実技を通して学ぶ。

１．音声障害の治療法について理解できる。
２．言語聴覚士が実施する音声治療について理解す
る。
　　そして実施することができる。

担当 羽飼富士男・川北淳一郎・非常勤講師
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

音声障害Ⅱ

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義3年
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【授業の概要】 【到達目標】

14
VF検査の分析３ VF検査の結果から、指導のもとで報告書が作成できる

15
VF検査の分析４ VF検査の結果から、指導のもとで報告書が作成できる

11
VF検査の評価２ VF検査の項目ごとの評価がグループ討論をして実施で

きる

12
VF検査の分析１ VF検査の結果から、指導のもとで報告書が作成できる

13
VF検査の分析２ VF検査の結果から、指導のもとで報告書が作成できる

8
代表的な摂食嚥下訓練の実技 摂食嚥下障害に対する代表的な訓練が指導のもと実施

できる

9
VF検査の概要 VF検査の概要を説明できる

10
VF検査の評価１ VF検査の項目ごとの評価がグループ討論をして実施で

きる

5
代表的な摂食嚥下訓練について 摂食嚥下障害に対する訓練の内容を説明できる

6
代表的な摂食嚥下訓練について 摂食嚥下障害に対する訓練の内容を説明できる

7
代表的な摂食嚥下訓練の実技 摂食嚥下障害に対する代表的な訓練が指導のもと実施

できる

2
進行性疾患の嚥下障害の訓練について 該当疾患の訓練の注意点を説明できる

3
器質性障害の嚥下障害の訓練について 該当疾患の訓練の注意点を説明できる

4
経管栄養と嚥下手術について 代表的な経管栄養と嚥下手術の種類や術名を説明でき

る

1
嚥下障害治療学Ⅰの復習 摂食嚥下障害Ⅰの復習テストを実施し、間違えた内容も

説明できるようにする

無

講義や演習を通して、間接・直接嚥下練習を学習し
ていく。また、VFを通して、事例検討を行い、評価～
訓練プログラムまでを書式にまとめる

VFから問題点を抽出し、適切な嚥下プログラムを
選択できる。

担当 正司　真規 有
企業等

との連携

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 30 学年/学科

必修 科目名

演習

教員の
実務経験

嚥下障害治療学Ⅱ（演習）

言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態

3年

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚学　摂食嚥下障害学　第２版』　　 藤田郁代（監修） 医学書院
『嚥下障害ポケットマニュアル　第４版』 聖隷嚥下チーム 医歯薬出版株式会社

成績評価
方法

試験100％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の
講義形態をとるので、真摯かつ積極的な受講
姿勢を期待する。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験：60％
小テスト：40％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を
期待する。

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

言語聴覚療法シリーズ９　改訂運動障害性構音障害 熊倉勇実　著 建帛社
言語聴覚士のための運動障害性構音障害学 廣瀬肇　著 医歯薬出版
神経原発性発声発語障害　Dysarthria 苅安誠　著 医歯薬出版

教科書

ディサースリアの基礎と臨床　第1～3巻 西尾　正輝　著 インテルナ出版
標準ディサースリア検査（AMSD） 西尾　正輝　著 インテルナ出版

標準ディサースリア検査 検査の概要について知る

書籍名 著者 出版社

12 臨床の流れ 構音障害の臨床の流れを知る

13 発声発語器官の評価（１） 観察方法を知る

14 発声発語器官の評価（２） 観察方法を実践する

15

11 運動性構音障害のタイプ分類（３） 混合性Dysについて知る

9 運動性構音障害のタイプ分類（１） 痙性/UUMN/運動低下性Dysについて知る

10 運動性構音障害のタイプ分類（２） 運動過多性/失調性/弛緩性Dysについて知る

8 運動系の神経・筋系（７） 下位運動ニューロンについて知る

6 運動系の神経・筋系（５） 錐体外路系について知る

7 運動系の神経・筋系（６） 小脳系について知る

4 運動系の神経・筋系（３） 錐体路について知る

5 運動系の神経・筋系（４） 錐体外路系について知る

2 運動系の神経・筋系（１） 上位運動ニューロンについて理解する

3 運動系の神経・筋系（２） 脳神経について知る

回数 授業内容 学習目標

1 コミュニケーション/発話のプロセス/構音障害の定義 構音障害の概要について知る

無

運動障害性構音障害の定義やタイプ分類・症状、構音
機能のメカニズムなどについての基礎知識を修得す
る。構音障害の検査及び評価について演習を通して学
ぶ。

１．運動障害性構音障害の定義や原因疾患、タイプ・
症状を理解・定着させ、説明できる。
２．運動障害性構音障害の診断、評価に必要な検査
及び方法を学習する。
３．運動障害性構音障害のタイプ別の特徴を理解す
る。
４．運動障害構音障害の評価の流れや手順を理解し、
実施できる。

担当 川北淳一郎
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

構音障害学Ⅰ（運動性）

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義3年
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験：40％
実技試験30％
小テスト：30％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を
期待する。

実務経験
紹介

当領域での実務経験あり

参考
図書等

言語聴覚療法シリーズ９　改訂運動障害性構音障害 熊倉勇実　著 建帛社
言語聴覚士のための運動障害性構音障害学 廣瀬肇　著 医歯薬出版
神経原発性発声発語障害　Dysarthria 苅安誠　著 医歯薬出版

教科書

ディサースリアの基礎と臨床　第1～3巻 西尾　正輝　著 インテルナ出版
スピーチ・リハビリテーション①　構音訓練編 西尾　正輝　著 インテルナ出版
スピーチ・リハビリテーション⑤　総合訓練編 西尾　正輝　著 インテルナ出版

訓練技法演習（３） 構音訓練の技法を身につける

書籍名 著者 出版社

12 治療（４） 運動理論を知る

13 訓練技法演習（１） 構音訓練の技法を身につける

14 訓練技法演習（２） 構音訓練の技法を身につける

15

11 治療（３） 構音障害の訓練理論を知る

9 治療（１） 構音障害の評価のまとめができる

10 治療（２） 構音障害の評価のまとめができる

8 SLTA-st SLTA-stについて理解し実施できる

6 AMSD　Ⅲ.発声発語器官検査（実技１） AMSDにおいて発声発語器官検査を実施できる

7 AMSD　Ⅲ.発声発語器官検査（実技２） AMSDにおいて発声発語器官検査を実施できる

4 AMSD　Ⅲ.発声発語器官検査（練習１） AMSDにおいて発声発語器官検査を練習し理解できる

5 AMSD　Ⅲ.発声発語器官検査（練習２） AMSDにおいて発声発語器官検査を練習し理解できる

2 AMSD　Ⅰ.一般情報の収集 AMSDにおいて一般情報の収集ができる

3 AMSD　Ⅱ.発話の検査 AMSDにおいて発話の検査の実施ができる

回数 授業内容 学習目標

1
表情と筋肉の理解/顔面・口腔のフィジカルアセスメン
ト

口腔・顔面の構造を理解し観察ができる

無

運動障害性構音障害の評価について学び、演習を通
して実施できるように習得する。各機能別・タイプ別の
アプローチ法についても実技を通して習得する。

１．発声発語器官評価から診断と訓練立案ができる。
２．治療原則を理解するとともに代表的訓練法を学習
する。
３．運動性構音障害の回復過程を知り、言語治療計画
を立てることができる
４．各期・各タイプ別の治療の特徴を知る。

担当 川北淳一郎
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

構音障害学Ⅱ（運動性）

単位数 1 時間数 30 学年/学科 言語 学期 後期 授業形態

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名

講義3年
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 構音障害学Ⅲ（器質性）

無

講義や演習を通して器質性構音障害の理解を深める。
また、実際の症例を提示して器質性構音障害のイメー
ジを具現化する。

・口唇口蓋裂の基礎を理解する
・器質構音障害の特徴や検査・評価・治療方法を理解
する

言語 学期 前期 授業形態 講義

担当 木戸　直博
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
口唇・口蓋の発生と口蓋裂 口唇・口蓋の発生を理解する

3
鼻咽腔閉鎖機能 鼻咽腔閉鎖機能に必要な筋や神経を理解する

回数 授業内容 学習目標

1
発声発語器官の解剖 発声発語器官の各器官の名称を覚える

6
鼻咽腔閉鎖機能評価 鼻咽腔閉鎖機能の評価方法を理解する

7
鼻咽腔閉鎖機能評価（演習） 鼻咽腔閉鎖期の評価を実施することができる

4
鼻咽腔閉鎖機能評価 鼻咽腔閉鎖機能の評価方法を理解する

5
鼻咽腔閉鎖機能評価 鼻咽腔閉鎖機能の評価方法を理解する

10
口蓋裂言語 口蓋裂の言語治療の基本的手段を理解する

11
口蓋裂言語 口蓋裂の言語治療の基本的手段を理解する

8
鼻咽腔閉鎖機能評価（補綴） 鼻咽腔閉鎖不全の治療で必要となる補綴について理解を深

める

9
鼻咽腔閉鎖機能評価（手術） 鼻咽腔閉鎖不全の治療手術の理解を深める

14
口蓋裂患者のマネージメント 口蓋裂患者の年齢に応じたマネージメントの理解を深める

15
口腔－咽頭癌 口腔－咽頭癌の種類を理解する

12
口蓋裂言語（演習） 口蓋裂の言語治療の基本的手技を実施し理解を深める

13
口蓋裂の合併症 口蓋裂児の合併症の種類を理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

資料配布

成績評価
方法

試験（100％）

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験（80％ 平野60％+板橋20％）、出席
（20％　※平野授業と板橋授業15回）】医師の診
断書（それに準ずる物　 例）領収書など　）がない
欠席や遅刻・早退に関しては、各回の授業ごとで
欠席-5点、遅刻・早退-2点とする。

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

言語聴覚士として医療機関で5年、通所介護施設で2年
の実務経験。補聴器販売店で1年間の研修経験がある
（平野）。

参考
図書等

『言語・思考・感性の発達からみた　聴覚障害児の指導方法』 長南浩人 学苑社
『聴覚障害教育論手記』 板橋安人　 ジアース教育新社

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚障害学　聴覚障害学　第3版』 藤田郁代（監修） 医学書院
『聴力検査の実際　　改訂4版』　 日本聴覚医学会　編 南山堂

学校教育における指導と課題 学校教育における指導と課題について理解して説明できる。

14
聴覚障害児のための発音・発語学習（1） 聴覚障害児の発音指導を理解できる。

15
聴覚障害児のための発音・発語学習（2） 聴覚障害児の発音実技を実践できる。

10
発達段階ごとの学習方法③ 幼児期における指導方法の違いを理解できる。

11
発達段階ごとの学習方法④ 学童期における指導方法の違いを理解できる。

12
軽度・中等度難聴児の課題と人工内耳装用児の課題 軽度・中等度難聴児と人工内耳装用児の課題について思案

することができ、改善点を述べることができる。

13

8
発達段階ごとの学習方法① 小児聴覚障害の発達時期における概要を理解できる。

9
発達段階ごとの学習方法② 乳児期における指導方法の違いを理解できる。

6
聴覚活用と聴覚学習 小児聴覚障害の聴覚活用の方法を説明することができる。

7
聴覚障害児の音声・語彙・文・意味と語用習得の課題 聴覚障害児の音声・語彙などについて理解し、説明すること

ができる。

4
人工内耳のマッピングについて 人工内耳のマッピングについて理解し説明できる。

5
小児人工内耳の概要と人工内耳適応基準について 小児人工内耳の概要や人工内耳適応基準について理解す

ることができる。

2
小児聴覚障害の特徴と言語習得 乳児期から学童期までの小児聴覚障害児の特徴と言語習得

の状況について把握できる。

3
人工内耳の概要について 人工内耳の構造や概要を理解して説明できる。

回数 授業内容 学習目標

1
2年次の復習 1～2年生で習得した聴覚の知識を復習する。

無

講義と演習を通して、小児の指導と訓練の理論と手段
を学ぶ。
※第1～13回は平野が担当、第14、15回は板橋先生が
担当。

・一般目標
　小児聴覚障害の指導と訓練の理論と手段を習得する
・行動目標
　小児聴覚障害の聴覚活用の方法を説明することが出
来る
　小児難聴障害の発達時期における指導方法の違い
を理解する。
　基礎的な人工内耳の仕組みを理解する。
　小児難聴児への構音指導などについて理解する。

担当 平野　春樹、板橋　安人
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 小児聴覚障害治療学

言語 学期 前期 授業形態 講義

- 84 -



【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験（80％ 平野試験のみ）、出席（20％　※
平野授業のみ）】医師の診断書（それに準ずる物
例）領収書など　）がない欠席や遅刻・早退に関し
ては、各回の授業ごとで欠席-5点、遅刻・早退-2
点とする。

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を
期待する。

実務経験
紹介

言語聴覚士として医療機関で5年、通所介護施設で2年
の実務経験。補聴器販売店で1年間の研修経験がある
（平野）。

参考
図書等

聴覚障がい児・盲ろう児の発達支援テキスト　0歳からの発達支援基礎編 原田勇彦 エスコア―ル
聴覚障がい児・盲ろう児の発達支援テキスト　1歳からの発達支援実践編 星川じゅん エスコア―ル

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚障害学　聴覚障害学　第3版』 藤田郁代（監修） 医学書院
『聴力検査の実際　　改訂4版』　 日本聴覚医学会　編 南山堂

視覚聴覚二重障害演習：情報を多角的にとらえる 探索体験を通して、視覚的に捉えにくい情報についての理
解を深める。

14
視覚聴覚二重障害演習：二重聴覚障害の状態で遊ぶ 視覚聴覚二重障害者の座位活動に対する疑似体験を行っ

て、視覚聴覚二重障害者への対応法を学ぶ。

15
視覚聴覚二重障害演習：実際に使える体験活動 視覚聴覚二重障害者の歩行や階段昇降に対する疑似体験

を行って、視覚聴覚二重障害者への対応法を学ぶ。

10
聴覚検査に関わる法令 聴覚検査に関わる法令について理解し説明できる。

11
人工聴覚器 人工聴覚器の基本構造について仕組みや適応基準につい

て理解し説明できる。

12
視覚聴覚二重障害演習：五感をしっかりつかう 視覚や聴覚だけではなく触覚などを使用して、視覚聴覚二

重障害者（児）への理解を深める。

13

8
重複障害 特異的な重複障害の種類とその概要について説明できる。

9
聴覚障害者の就労支援 聴覚障害者の就労支援を把握し説明できる。

6
機能性聴覚障害 機能性聴覚障害についての概要や評価の方法について理

解できる。

7
実耳測定 実耳測定の基本構造について仕組みや評価方法について

理解し実践できる。

4
視覚聴覚二重障害の総括（演習・グループワーク） 発症ごとの視覚聴覚二重障害のアプローチについて分析し

説明ができる。

5
中枢性聴覚障害 中枢性聴覚障害についての概要や評価の方法について理

解できる。

2
視覚聴覚二重障害者のコミュニケーションと社会支援 視覚聴覚二重障害者が用いるコミュニケーションの方法に

ついて理解を深める。

3
視覚聴覚二重障害の概要② 発症ごとの視覚聴覚二重障害のアプローチと視覚聴覚二重

障害児の指導・訓練について理解できる。

回数 授業内容 学習目標

1
視覚聴覚二重障害の概要① 視覚聴覚二重障害者の概要について、理解や説明ができ

る。

無

視覚聴覚二重障害、中枢性聴覚障害など、特異的な
聴覚障害について概要を学ぶ。
※第1～11回は平野が担当、第12～15回は沖村先生
が担当。

・特異的な聴覚障害や重複障害の種類とその概要に
ついて説明できる。
・それぞれの評価・訓練や社会的な支援、情報保障に
ついて理解できる。
・視覚聴覚二重障害者についての理解や実践が出来
る。

担当 平野　春樹、沖村　文子
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 成人聴覚障害治療学Ⅰ

言語 学期 前期 授業形態 講義
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

期末試験（80％）、出席+演習（20％）】医師の診断
書（それに準ずる物　 例）領収書など　）がない欠
席や遅刻・早退に関しては、各回の授業ごとで欠
席-5点、遅刻・早退-2点とする。また理由もなく演
習を実施しない。手話実技で自己紹介が2分に達
しない場合は-5点とする。

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

言語聴覚士として医療機関で5年、通所介護施設で2年
の実務経験。補聴器販売店で1年の経験がある。

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

『標準言語聴覚障害学　聴覚障害学　第3版』 藤田郁代（監修） 医学書院
『聴力検査の実際　　改訂4版』　 日本聴覚医学会　編 南山堂

国家試験過去問題を使用して聴覚障害についての理
解を深める③

第24回言語聴覚士国家試験を説明しながら解くことができ
る。

14
国家試験過去問題を使用して聴覚障害についての理
解を深める④

第25回言語聴覚士国家試験を説明しながら解くことができ
る。

15
国家試験過去問題を使用して聴覚障害についての理
解を深める⑤

第26回言語聴覚士国家試験を説明しながら解くことができ
る。

10
コミュニケーション支援について　視覚的活用（手話・指
文字演習）

手話・指文字を使って自己紹介が行える。

11
国家試験過去問題を使用して聴覚障害についての理
解を深める①

第22回言語聴覚士国家試験を説明しながら解くことができ
る。

12
国家試験過去問題を使用して聴覚障害についての理
解を深める②

第23回言語聴覚士国家試験を説明しながら解くことができ
る。

13

8
聴力検査を読み解く 2年生に習得した聴覚検査の評価について分析し評価が行

える。

9
コミュニケーション支援について　視覚的活用（読話演
習）

読話が実践できる。

6
中途難聴者とコミュニケーションに関わる支援 中途失聴者のリハビリテーション指導や支援方法について理

解ができ説明を行える。

7
成人聴覚障害者の構音評価 成人聴覚障害者の構音について評価ができる。

4
中途難聴者の補聴 中途失聴した成人聴覚障害者の補聴器装用のニーズを把

握し、補聴器装用の指導方法を理解する。

5
語音聴取とコミュニケーションに関わる支援 成人聴覚障害者の語音聴取の概要と支援について、理解や

説明ができる。

2
成人難聴の評価 成人聴覚障害者の評価ができる。

3
成人聴覚障害ロールプレイング（演習） 中途失聴した成人聴覚障害者への対応や指導が行える。

回数 授業内容 学習目標

1
成人難聴のリハビリテーション概要 成人聴覚障害者のリハビリテーションの概要について理解や

説明ができる。

無

実技や演習を通して、成人聴覚障害者への支援方法を
学ぶ。
※第10回目は各自2分以上、手話と指文字で自己紹介
を行ってもらう。手話や指文字の練習は授業時間中に
練習時間を設ける。

・一般目標
　リハビリテーションの理論や手法を学ぶ。また、成人聴覚障
害者の心の問題や聴覚的手段を学ぶ。
　・行動目標
①成人聴覚障害者のコミュニケーション指導について説明で
きる。
②コミュニケーション方法や支援の方法を説明できる。
③高齢者の聴覚障害とその特徴を知る。
④中途失聴者の心理的問題とカウンセリング手法を説明でき
る。
⑤聴覚障害全般についてまとめ、基礎的な多肢選択法の問
題が解けるようになる。

担当 平野　春樹
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

科目
区分

専門 履修形態 必修 科目名 成人聴覚障害治療学Ⅱ

言語 学期 前期 授業形態 講義
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【授業の概要】 【到達目標】

　６週間、学外の医療機関である臨床実習地において、臨床実習指導者のもと言語聴覚士の業務を学ぶ

　【授業内容】
　・言語聴覚士の業務内容を理解する
　・対象者の観察や評価結果より、症状を分析し障害の全体像を把握する
　・評価・診断結果より、目標設定と訓練計画の立案を行う
　・実習記録を作成する
　・臨床での関連職種との連携や対象者とご家族とのかかわり方を学ぶ
　・経験した症例の報告をまとめる（症例報告書の作成）
　・症例報告会で発表する

　【学習目標】
　・症例の情報収集及び検査測定が行える
　・検査測定後の総合的な評価を通じて対象者（児）の問題に気付く
　・検査測定の結果から問題点を分析し、言語聴覚療法の計画を立てる
　・検査測定した症例の記録と報告ができる
　・医療、福祉機関の組織、リハビリテーション部門及び言語聴覚療法部門の運営管理について基本的事項を学ぶ

教員の
実務経験

有担当 ST学科教員 有
企業等

との連携

回数 授業内容 学習目標

臨床現場である病院・施設において、実習指導者のも
と、実際の症例を通して言語聴覚療法での評価を行
い、症状分析、問題点の抽出や目標設定、治療計画
の立案を行う

科目
区分

専門 履修形態

3年単位数 6 時間数 240 学年/学科

選択 科目名 臨床実習Ⅰ

言語 学期 後期 授業形態 実習

言語障害者へ情報収集及び検査測定を行い、典型的
な言語症状の分析ができる。また、社会人としての礼
儀を学び、対象者や職員に対して適切な関係作りがで
きる。

書籍名 著者 出版社

教科書

特に定めない

参考
図書等

成績評価
方法

症例報告書の内容と報告会での発表にて評価す
る 履修上の

注意

臨床実習までに受講した科目の単位を全て習得
していること

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり
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言語聴覚学科

◇言語療法セミナーⅢ

◇言語療法セミナーⅣ

◇理学療法概論

◇作業療法概論

◇看護学概論

◇地域言語聴覚療法論

3　年　次

選　択　必　修　科　目

◇薬理学

◇救急医学

◇栄養学



【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

選択・必修 履修形態 必修 科目名 言語療法セミナーⅢ

無

２年次の専門基礎科目・専門科目の学習を終え、さら
にディスカッションや演習を通して理解を深め、臨床実
習に臨めるようにする。

・言語聴覚療法に必要な知識・技術を再確認する
・言語聴覚障害の総合検査が実施できる
・言語聴覚障害の診断が実施できる
・対象者とのコミュニケーション力を身につける

言語 学期 前期 授業形態 演習

担当 正司真規　今村真由香
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
OSCE実技練習（SLTA） 実技練習を通して検査手技の理解を深める

3
OSCE実技練習（S-S法） 実技練習を通して検査手技の理解を深める

回数 授業内容 学習目標

1
オリエンテーション 今後の講義内容について理解する

6
SOAP　記載の仕方 SOAPの記載の仕方を理解し、記載ができる

7
SOAP　記載の仕方 SOAPの記載の仕方を理解し、記載ができる

4
OSCE（SLTA） 実技試験の合格基準に到達する

5
OSCE（S-S法） 実技試験の合格基準に到達する

10
小児分野の言語聴覚療法（講義） 小児分野の言語聴覚療法について理解する

11
小児分野の言語聴覚療法（講義） 小児分野の言語聴覚療法について理解する

8
小児分野の言語聴覚療法（講義） 小児分野の言語聴覚療法について理解する

9
小児分野の言語聴覚療法（講義） 小児分野の言語聴覚療法について理解する

14
成人分野の言語聴覚療法（講義） 成人分野の言語聴覚療法について理解する

15
成人分野の言語聴覚療法（講義） 成人分野の言語聴覚療法について理解する

12
成人分野の言語聴覚療法（講義） 成人分野の言語聴覚療法について理解する

13
成人分野の言語聴覚療法（講義） 成人分野の言語聴覚療法について理解する

書籍名 著者 出版社

教科書

言語聴覚士テキスト　第4版 大森孝一他　編 医歯薬出版
言語聴覚士国家試験必修チェック 西尾桂子、河村民平 文光堂

成績評価
方法

OSCE　60％
小児　20％
成人20％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

本領域について臨床経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

科目
区分

選択・必修 履修形態 必修 科目名 言語療法セミナーⅣ

無

２年次の専門基礎科目・専門科目の学習を終え、さら
にディスカッションや演習を通して理解を深め、臨床実
習に臨めるようにする。

・言語聴覚療法に必要な知識・技術を再確認する
・言語聴覚障害のスクリーニング・総合検査が実施でき
る
・言語聴覚障害の診断が実施できる
・対象者とのコミュニケーション力を身につける
・観察したことを記録することや臨床実習報告よが記載
できる

言語 学期 後期 授業形態 演習

担当 正司真規　今村真由香
教員の

実務経験
有

企業等
との連携

単位数 1 時間数 30 学年/学科 3年

2
OSCE実技練習（AMSD） 実技練習を通して検査手技の理解を深める

3
OSCE実技練習（臨床実習後） 実技練習を通して検査手技の理解を深める

回数 授業内容 学習目標

1
OSCE実技練習（初回面接＆嚥下） 実技練習を通して検査手技の理解を深める

6
OSCE（臨床実習後） 実技試験の合格基準に到達する

7
OSCE（臨床実習後）まとめ 実技試験の振り返りができる

4
OSCE（初回面接＆嚥下） 実技試験の合格基準に到達する

5
OSCE（AMSD） 実技試験の合格基準に到達する

10
報告書作成（小児） 報告書が作成できる

11
報告書作成（成人） 報告書が作成できる

8
報告書作成（小児） 報告書が作成できる

9
報告書作成（小児） 報告書が作成できる

14
報告書作成（成人） 報告書が作成できる

15
報告書作成（成人） 報告書が作成できる

12
報告書作成（成人） 報告書が作成できる

13
報告書作成（成人） 報告書が作成できる

書籍名 著者 出版社

教科書

言語聴覚士テキスト　第4版 大森孝一他　編 医歯薬出版
図解言語聴覚療法技術ガイド　第２版 深浦順一他 文光堂

成績評価
方法

OSCE　60％
小児　20％
成人20％

履修上の
注意

講義と演習、更にはグループワークと種々の講義
形態をとるので、真摯かつ積極的な受講姿勢を期
待する。

実務経験
紹介

本領域について臨床経験あり

参考
図書等
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

１．演習課題（20％）
２．確認試験（80％） 履修上の

注意

実技も含めながら理学療法の業務を学習するた
め、積極的に参加すること。

実務経験
紹介

理学療法士として医療機関で６年間、非常勤とし
て２０年間の実務経験あり。

参考
図書等

教科書

適宜紹介

8
日常生活の中での理学療法技術③　補装具療法（演
習）

基本的動作を支援する補装具療法の重要性を理解する

書籍名 著者 出版社

6
日常生活の中での理学療法技術①　基本的動作（演
習）

学生間で基本的動作介助が実施できる

7
日常生活の中での理学療法技術②　基本的動作（演
習）

学生間で基本的動作介助が実施できる

4 理学療法の実際②　運動療法（演習） 実技を交えながら、運動療法を理解する

5 理学療法の実際③　物理療法（演習） 実技を交えながら、物理療法を理解する

2 多職種との連携 理学療法士と多職種連携について理解する

3
理学療法の実際①　理学療法におけるリスク管理（演
習）

実技を交えながらリスク管理の重要性を理解する

1
リハビリテーションにおける理学療法の位置づけと目
的

リハビリテーションにおける理学療法について説明できる

無

生活に関わるリハビリテーション専門職として、関係職
種の仕事を理解することが重要である。特にリハビリ
テーションにおける理学療法・作業療法・言語聴覚療
法の目的・手段を明確にしたうえで、各職種間の関わ
り方を学習する。

・リハビリテーションと理学療法の違いを説明できる。
・理学療法の対象、目的、手段について説明できる。
・理学療法技術（特に動作介助技術）が模倣できる。

担当 吉冨　智江 有
企業等

との連携

科目
区分

選択・必修 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

理学療法概論

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

無
企業等

との連携
有大田　茂臣担当

成績評価
方法

１．筆記試験（１００％）

履修上の
注意

作業体験をする際には、塗料を使用するため、汚
れても良い衣服で参加すること。

実務経験
紹介

作業療法士として医療機関で15年以上の経験あ
り。

参考
図書等

書籍名 著者 出版社

教科書

適宜資料を配布する。

6

7

作業活動の体験
レジンでキーホルダーを作ることを通して、身体、精神機能

を分析することができる。

8 体験した作業について振り返る
レジンでキーホルダーを作ることを通して、身体、精神機能
を分析することができる。

4 精神障害領域の関りについて 作業療法士の精神障害領域について理解する。

5 地域での関りについて 作業療法士の地域での作業療法について理解する。

2 作業療法の「作業」について
作業療法士の「作業」について理解し、作業に根差した実践
を学ぶ。

3 身体障害領域の関りについて 作業療法士の身体障害領域について理解する。

1
作業療法、作業療法士とは

作業療法士の定義や領域、業務内容について理解する。

・リハビリテーションに携わる専門職として、作業療法
の実践領域やその内容について理解を
深める。
・各療法との接点やその専門性の違いについて考え
る。

・作業療法の基本概念について理解できる。
・作業療法の実践領域や業務内容について理解でき
る。
・作業活動の体験を通じて、作業の意味について理解
する。
・専攻する療法との接点やその専門性の違いについて
考察できる。

科目
区分

選択・必修 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

作業療法概論

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

無
企業等

との連携
有佐藤　美幸担当

成績評価
方法

1 . 授業態度・参加度(10%)
2 . 演習課題(20%)
3 . 最終試験(70%)

履修上の
注意

・授業に集中するため、私語厳禁、携帯電話の使
用等は禁止させていただきます。

実務経験
紹介

看護師としての実務経験あり。

参考
図書等

適宜紹介

教科書

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　看護学総論　 茂野　香おる　他著 医学書院

8 広がる看護の活動領域
国際看護、災害看護など特殊な状況での看護活動の現状
を知る

書籍名 著者 出版社

6 看護における倫理(講義・演習)2
倫理とは何かを考える
医療・看護をめぐる倫理的問題や倫理的ジレンマについて
考える

7 看護の提供のしくみ
チーム医療における看護の役割を理解する
看護サービスがどのように提供されているのかを理解する

4 看護の提供者 看護職の資格と養成、継続教育の概要を理解する

5 看護における倫理(講義・演習)1
倫理とは何かを考える
医療・看護をめぐる倫理的問題や倫理的ジレンマについて
考える

2 看護の対象の理解
看護はどのような人を対象にするのかが説明できる
看護の対象者（人）の特徴を説明できる
生活者である人間に対して看護が果たす役割を理解できる

3 国民の健康・生活の全体像の把握 健康とは何か、障害とは何かを看護の視点で把握できる

1 オリエンテーション　看護とは

看護師とはどのような人なのかを説明できる
看護とは何か、看護実践とは何かを説明できる
看護の継続性と理学療法士・作業療法士との連携を説明で
きる

  チーム医療の中で協働する、看護および看護職につ
いて理解するために、看護の定義や役割、機能につい
て概説する。また、医療現場や多職種連携の場面にお
いて看護職の果たす役割を理解し、チーム医療におけ
る理学療法士・作業療法士と看護職との連携について
理解を深める。

1)看護とはなにか、看護職の対象の捉え方について知
る。

2)看護の提供のしくみや教育からその役割について知
る。

3)看護の機能と役割を理解し、チーム医療における理
学療法士・作業療法士と看護職との連携のあり方につ
いて考察できる。

科目
区分

選択・必修 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

看護学概論

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

無
企業等

との連携
無山本　武史担当

成績評価
方法

1 . 授業態度(30%)
2 . 確認試験(70%)

履修上の
注意

臨床実習前の授業です。薬剤性嚥下障害や錠剤
嚥下障害は医療現場でも問題となっています。リ
ハビリを受ける患者のほとんどが薬物療法を受け
ており、薬物の影響も考慮する必要があります。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

わかりやすい薬理学 安原　一　小口　勝司 広川書店

8 抗悪性腫瘍薬、漢方薬
悪性腫瘍の特性と抗悪性腫瘍薬の基本（薬理作用、副作
用）について学ぶ。漢方薬の特徴と西洋医薬の相違、漢方薬
の適用疾患について学ぶ。

書籍名 著者 出版社

6 消化管系作用薬、ホルモン系・生殖器官系作用薬
消化器疾患の病態生理と薬物療法の基本を学ぶ。各種ホル
モンの作用、役割を理解し、内分泌器官の障害、異常に由来
する疾患の治療薬の有用性と副作用を学ぶ。

7 抗感染症薬、消毒薬
各種感染症の病原体（微生物）と抗感染症薬の基本（薬理作
用、副作用）について学ぶ。消毒薬の特性と有用性を学び、
使用する際の留意点を理解する。

4 心臓・血管作用薬
高血圧、心疾患、血液・造血器疾患の病態生理と薬物治療
の基本（薬理作用、副作用）を学ぶ。

5 抗炎症薬、呼吸器系作用薬

生体防御機能としての炎症反応および免疫応答を理解し炎
症性疾患に対する抗炎症薬、および免疫疾患に対する治療
薬の基本について学ぶ。呼吸の生理と呼吸を障害する疾患
の発生機序、薬剤の有効性と副作用を学ぶ。

2 末梢神経系作用薬
交感・副交感神経刺激薬と交感・副交感神経遮断薬の作用
機序、臨床応用および副作用を学ぶ。
局所麻酔剤の基礎的知識について学ぶ。

3 中枢神経系作用薬

全身麻酔薬、鎮静睡眠薬、麻薬性鎮痛薬、抗てんかん薬、
向精神薬、パーキンソン病薬、認知症治療薬等の基本的な
薬理作用と患者の症状・病型に応じて選択される代表的な
薬物を学ぶ。中枢神経作用薬の多様な中枢性・末梢性副作
用と対処法を学ぶ。

1 薬理学概論、医薬品情報

薬物と生体との相互作用の結果起こる現象を探究する科学
である薬理学全般を薬物作用と薬物動態の両面から学習す
る。特に薬物作用機序と受容体を学ぶ。
医薬品の最新情報の入手方法と評価の基本を学ぶ。

薬物の作用機序や投与方法，体内動態に関する基本
的事項に加え、EBM（科学的根拠に基づいた医療）が
理解できるよう対象疾患や患者背景に配慮した医療現
場での薬物療法の考え方について講義する。あわせ
て、薬物の副作用や多剤服用（ポリファーマシー）症状
についても講義する。

薬物の基本的事項（作用機序、投与方法、体内動態）
について理解できる
リハビリテーションの対象疾患に対する薬物療法につ
いて理解できる
薬物の副作用と多剤服用（ポリファーマシー）症状につ
いて理解できる

科目
区分

選択・必修 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

薬理学

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

成績評価
方法

1.授業態度・参加度(30%)
2. 筆記試験 (70%) 履修上の

注意

授業・実習など、常に「緊急事態」を想定し、緊張
感をもって授業に臨むこと。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

救急研修標準テキスト 日本救急医学会　監修 医学書院

8 普通救命救急講習（2）　山口市消防本部
成人を対象とした心肺蘇生法を理解し体験する。 AEDの使
用方法を理解し体験する止血法などを学習し体験する。
※講習者は普通救命講習I修了証が交付されます。

書籍名 著者 出版社

6 リハビリ中の急変時の診断と対処、予防法（２）
リハビリテーションを行っている時の急変に対して、迅速な
診断と適切な対処を学ぶと共に、それらの予防法について
理解する。

7 普通救命救急講習（1）　山口市消防本部
成人を対象とした心肺蘇生法を理解し体験する。 AEDの使
用方法を理解し体験する止血法などを学習し体験する。
※講習者は普通救命講習I修了証が交付されます。

4 緊急を要する病態とその初期治療（2）
救急医学における、緊急を要する病態を理解し、その初期
治療ができるようになる。

5 リハビリ中の急変時の診断と対処、予防法（１）
リハビリテーションを行っている時の急変に対して、迅速な
診断と適切な対処を学ぶと共に、それらの予防法について
理解する。

2 心肺脳蘇生法と救急処置の基礎 心肺脳蘇生法と救急処置の基本理論を理解する。

3 緊急を要する病態とその初期治療（1）
救急医学における、緊急を要する病態を理解し、その初期
治療ができるようになる。

1 救急医学の概念と基本理論 救急医学の概念と基本理論を理解する。

無

　私たちは、常に生死の境目で仕事を行っている医療
職である。 特に、リハビリテーション医療では、急性
期・回復期・生活期のどの場面においてもリスク管理
は重要であり、「救命救急」は必然である。保健医療福
祉に携わる専門職として、常に基本的な救急時の判
断・対処法(処置)について熟知し、対応できる能力を周
囲から求められている。「命」を守れる医療専門職とし
て最低限の知識技術の習得を目的とする。

救命処置が必要になった時、素早く行動できる知識技
術を持つ。医療の専門家として対応しなければならな
い、という意識を常日頃より持つ(緊急事態の際、逃げ
ない、第3者にならない)。

担当 小林　誠、山口市消防本部 無
企業等

との連携

科目
区分

選択・必修 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

救急医学

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

無
企業等

との連携
無松村　史樹担当

成績評価
方法

1 . 授業態度(20%)
2 . 筆記試験(80%) 履修上の

注意

・1年次の生理学の復習をしながら、授業に臨むこ
と。
・前期科目ですが今年度は後期に開講します
・教科書にて授業内容を振り返ること。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

リハビリテーションテキスト　栄養学・生化学 吉村芳弘 メジカルビュー社

8 まとめ １～７までの授業内容の重要ポイントを理解できる

書籍名 著者 出版社

6 低栄養・過栄養の栄養管理と病態栄養管理 各病態に応じた栄養療法を理解できる

7 栄養管理と他職との連携 多職種間で栄養管理を行うことの必要性を理解できる

4 エネルギー代謝と運動および代謝異常 エネルギーを生み出す仕組みについて理解できる

5 栄養評価と栄養補給法 栄養状態を評価するための方法と補給方法を理解できる

2 生化学と栄養学 栄養素の成り立ちについて理解できる

3 栄養素について 3大栄養素と微量栄養素の役割を理解できる

1 栄養学の必要性
リハビリテーションに栄養管理が必要であることを理解でき
る

   栄養問題は、かつての食料不足による単純な欠乏
症に代わって、生活環境やライフスタイルの変遷に
伴って新たな問題を発生させている。新たな栄養問題
は、体力低下や病気の回復力の低下、さらにはQOL
の低下など、リハビリテーションの観点からも問題とな
る。
  栄養とは生物が活動、成長、増殖していくために外界
から必要な物質を取り込み、生命を維持していく現象で
あることを学び リハビリテーションの専門職としても栄
養のもたらす効果や不利益について理解することを到
達目標とする。

・栄養素の種類と働きについて理解する。

・栄養状態の評価・判定を理解する。

・リハビリテーションと栄養との関連性を理解する。

・各病態における栄養管理を理解する

科目
区分

選択・必修 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

栄養学

言語 学期 前期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

無
企業等

との連携
有正司　真規担当

地域言語聴覚療法論

言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

選択・必修 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

選択 科目名

講義

教員の
実務経験

1 地域リハビリテーションについて 地域リハビリテーションとは何か説明できる

  講義、施設見学を通して地域での言語聴覚士の役割
を学ぶ

地域での言語聴覚療法の役割や種類、制度を学び、
理解を深める

2 地域包括ケアシステム 地域包括ケアシステムの概要が説明できる

3 在宅サービスの種類 代表的な在宅サービスの内容を説明できる

4 地域での言語聴覚士の役割 地域での言語聴覚士の役割を説明できる

5 施設見学
地域での言語聴覚士の役割を説明ができる。また、言語障
害者との会話に積極的に参加する。

6 施設見学
地域での言語聴覚士の役割を説明ができる。また、言語障
害者との会話に積極的に参加する。

7 施設見学
地域での言語聴覚士の役割を説明ができる。また、言語障
害者との会話に積極的に参加する。

8 施設見学
地域での言語聴覚士の役割を説明ができる。また、言語障
害者との会話に積極的に参加する。

書籍名 著者 出版社

教科書

特に定めない

参考
図書等

成績評価
方法

レポート１００％

履修上の
注意

施設見学を行います

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり
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言語聴覚学科

◇臨床実習Ⅱ

4　年　次

専　門　科　目

◇言語聴覚障害研究法Ⅱ

◇言語療法総論Ⅰ

◇言語療法総論Ⅱ



【授業の概要】 【到達目標】

言語聴覚障害研究法Ⅱ科目
区分

専門 履修形態 選択 科目名

講義

企業等
との連携

単位数 1 時間数 45 学年/学科 言語 学期 後期 授業形態4年

　【授業内容】
　・ガイダンス
　・研究テーマの設定
　・情報収集と研究計画の立案
　・研究データの収集と解釈、文献調査
　・結果解釈及び考察
　・報告書の完成

　【学習目標】
　・研究の進め方、研究の方法について説明できる
　・臨床実習を振り返り、興味深いテーマを見出すことができる
　・テーマをもとに得られたデータや文献等で研究を展開することができる
　・研究結果の報告や報告書作成ができる

無

臨床実習で得られたテーマやデータをもとに研究を遂
行し、論文研究を実施する。

臨床実習で得られたテーマをもとに論文研究を遂行
し、担当教員指導のもと研究報告書をまとめる

担当 ST学科教員
教員の

実務経験
有

回数 授業内容 学習目標

書籍名 著者 出版社

教科書

特に定めない

参考
図書等

成績評価
方法

研究報告書と報告会（１００％）

履修上の
注意

能動的に動き、教員とコミュニケーションを
取って進めること。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり
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【授業の概要】 【到達目標】

言語療法総論Ⅰ科目
区分

専門 履修形態 選択 科目名

講義

企業等
との連携

単位数 2 時間数 90 学年/学科 言語 学期 前期 授業形態4年

【授業内容】
　45コマ授業　週４～６コマ（4・5月、7・8月）

　4月　グループ学習にて模擬症例設定、評価～訓練まで実施する。２症例(失語・構音障害)を想定
　5月　臨床実習前OSCEの準備・実施
　7～8月　臨床実習前後OSCEを実施
　8月　臨床実習後の症例報告会に向けての準備

　【学習目標】
　・臨床実習Ⅰの課題を振り返り、対策を立てることができる。
　・臨床実習Ⅱの計画を立て、準備を行うことができる
　・臨床実習Ⅱの前後でOSCEを実施し、基本的な臨床技能を獲得する
　・臨床実習Ⅱで得た知見や課題をまとめ、発表および報告書作成ができる

無

　臨床実習Ⅱに向けて、これまでに学習した知識・技能
を再確認し、評価や訓練のための準備・演習を行う。ま
た、臨床実習前後でOSCEを実施し、臨床技能の向上
を目指す。そして実習報告会で発表を行い、臨床実習
Ⅱを総括する。

臨床実習の準備～実習～振り返りを通じて、言語聴覚
士として必要な臨床議場を獲得する。

担当 正司　真規　，　今村　真由香
教員の

実務経験
有

回数 授業内容 学習目標

書籍名 著者 出版社

教科書

特に定めない

参考
図書等

成績評価
方法

臨床実習前OSCE・・40％
臨床実習後OSCE・・40％
レポート・・20％

履修上の
注意

能動的に動き、教員とコミュニケーションを取って
進めること。

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり
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【授業の概要】 【到達目標】

【授業の概要】

68コマ授業　週4～6コマ（10月～12月）

8～12月　　模擬試験を随時実施
　現状での自己学力を確認し、学習目標を決めていく。

10月　　　　国家試験模擬試験、試験前学習および試験後の振り返り学習、個別指導
　月の模擬試験の平均点を110点以上採ることが出来る。

11月　　　　国家試験模擬試験、試験前学習および試験後の振り返り学習、個別指導
  月の模擬試験の平均点を115点以上採ることが出来る。

12月　　　　国家試験模擬試験、試験前学習および試験後の振り返り学習、個別指導
  月の模擬試験の平均点を120点以上採ることが出来る。

※　1月以降も各模試で基準点を設定する。
　　　基準点に達しない場合は国家試験対策として対応を行う。

成績評価
方法

5択形式での試験・・100％

履修上の
注意

指導されての学習のみならず、主体的に積
極的に自己学習を進めること。

実務経験
紹介

言語聴覚士として医療機関で5年、通所介護施設で2年
の実務経験。補聴器販売店で1年間の研修経験がある
（平野）。

参考
図書等

『言語聴覚士国家試験必修ポイント　ST基礎科目』 医歯薬出版
『言語聴覚士国家試験必修ポイント　ST専門科目』 医歯薬出版
『言語聴覚士国家試験マスターノート』 上月正博　監修 MEDICAL　VIEW

教科書

『言語聴覚士テキスト　第4版』 大森孝一　他 医歯薬出版
『言語聴覚士国家試験　過去問題3年間の解答と解説』 大揚社
『言語聴覚士国家試験必修チェック』 文光堂

出版社

回数 授業内容 学習目標

無

国家試験に向けて、これまで学んだ知識を振り返り統
合する。各自の課題を明確にし、計画的に対策学習を
進める。また、国家試験対策講義を行い知識の定着・
拡充をはかる。　臨床に出る上で必要となる技能を身
に着ける。

・1～3年次に習得した知識を定着・発展させることがで
きる。
・国家試験の出題基準を確認し、計画的な国家試験対
策を立てることができる。
・模擬試験や国家試験の過去問題を実施し、慣れると
ともに弱点対策が立てられる。
・国家試験対策講義を受講し、学びを深め・拡充するこ
とができる。

担当 川北　淳一郎、平野　春樹

科目
区分

専門 履修形態

4年

書籍名 著者

単位数 3 時間数 135 学年/学科

必修 科目名

演習

教員の
実務経験

有
企業等

との連携

言語療法総論Ⅱ

言語 学期 後期 授業形態
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【授業の概要】 【到達目標】

　８週間、学外の医療機関である臨床実習地において、臨床実習指導者のもと言語聴覚士の業務を学ぶ

　【授業内容】
　・言語聴覚士の業務内容を理解する
　・対象者の観察や評価結果より、症状を分析し障害の全体像を把握する
　・評価・診断結果より、目標設定と訓練計画の立案を行う
　・訓練計画に沿い、訓練を実施する
　・訓練実施後再評価を実施する
　・実習記録を作成する
　・臨床での関連職種との連携や対象者とご家族とのかかわり方を学ぶ
　・経験した症例の報告をまとめる（症例報告書の作成）
　・症例報告会で発表する

　【学習目標】
　・症例の情報収集及び検査測定が行える
　・検査測定後の総合的な評価を通じて対象者（児）の問題に気付く
　・検査測定の結果から問題点を分析し、言語聴覚療法の計画を立てる
　・計画に沿って、基本的な言語聴覚療法が実施できる
　・症例の記録と報告ができる
　・医療、福祉機関の組織、リハビリテーション部門及び言語聴覚療法部門の運営管理について基本的事項を学
ぶ

教員の
実務経験

有担当 ST学科教員 有
企業等

との連携

回数 授業内容 学習目標

　医療機関において実習指導者の指導管理のもと
で言語聴覚士業務を体験する。
　言語聴覚障害の検査評価・訓練立案・訓練の実
施・言語聴覚障害児・者への心理的サポートなどを
実習指導者の指導管理のもとで行う。
　臨床実習症例報告書を作成し、発表を行い議論
する。

科目
区分

専門 履修形態

4年単位数 8 時間数 320 学年/学科

選択 科目名 臨床実習Ⅱ

言語 学期 前期 授業形態 実習

情報収集及び検査測定、訓練、再評価を行い、典
型的な言語症状への言語聴覚療法が指導のもと
実施できる。また、社会人としての礼儀を学び、対
象者や職員に対して適切な関係作りができる。

書籍名 著者 出版社

教科書

特に定めない

参考
図書等

成績評価
方法

症例報告書の内容と報告会での発表にて評
価する 履修上の

注意

臨床実習までに受講した科目の単位を全て習
得していること

実務経験
紹介

本領域の実務経験あり

- 100 -


